
昭
和
三
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号

犯
罪
捜
査
規
範

犯
罪
捜
査
規
範
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

１
章
　
総
則

第
１
節
　
捜
査
の
心
構
え
（
第
１
条―

第
１
４
条
）

第
２
節
　
捜
査
の
組
織
（
第
１
５
条―

第
２
６
条
）

第
３
節
　
手
配
お
よ
び
共
助
（
第
２
７
条―

第
４
４
条
）

第
４
節
　
検
察
官
と
の
関
係
（
第
４
５
条―

第
４
９
条
）

第
５
節
　
特
別
司
法
警
察
職
員
等
と
の
関
係
（
第
５
０
条―

第
５
４
条
）

第
６
節
　
捜
査
書
類
（
第
５
５
条―

第
５
８
条
）

第
２
章
　
捜
査
の
端
緒

第
１
節
　
端
緒
の
は
握
（
第
５
９
条―

第
６
２
条
）

第
２
節
　
告
訴
、
告
発
お
よ
び
自
首
（
第
６
３
条―

第
７
５
条
）

第
３
章
　
捜
査
の
開
始

第
１
節
　
捜
査
の
着
手
（
第
７
６
条―
第
７
８
条
）

第
２
節
　
捜
査
資
料
（
第
７
９
条―

第
８
３
条
）

第
３
節
　
犯
罪
現
場
（
第
８
４
条―

第
９
２
条
）

第
４
節
　
緊
急
配
備
（
第
９
３
条―

第
９
５
条
）

第
５
節
　
捜
査
方
針
（
第
９
６
条―

第
９
８
条
）

第
４
章
　
任
意
捜
査
（
第
９
９
条―

第
１
１
７
条
）

第
５
章
　
逮
捕
（
第
１
１
８
条―

第
１
３
６
条
の
３
）

第
６
章
　
捜
索
・
差
押
え
等

第
１
節
　
通
則
（
第
１
３
７
条―

第
１
４
４
条
）

第
２
節
　
捜
索
（
第
１
４
５
条―

第
１
５
０
条
）

第
３
節
　
差
押
え
及
び
記
録
命
令
付
差
押
え
（
第
１
５
１
条―

第
１
５
４
条
の
２
）

第
４
節
　
検
証
（
第
１
５
５
条―

第
１
６
２
条
）

第
７
章
　
没
収
保
全
等
の
請
求
（
第
１
６
３
条―

第
１
６
５
条
）

第
８
章
　
取
調
べ
（
第
１
６
６
条―

第
１
８
２
条
の
５
）

第
９
章
　
証
拠
収
集
等
へ
の
協
力
及
び
訴
追
に
関
す
る
合
意
（
第
１
８
２
条
の
６
・
第
１
８
２
条
の
７
）

第
１
０
章
　
鑑
識
（
第
１
８
３
条―

第
１
９
２
条
）

第
１
１
章
　
送
致
及
び
送
付
（
第
１
９
３
条―

第
２
０
１
条
）

第
１
２
章
　
少
年
事
件
に
関
す
る
特
則
（
第
２
０
２
条―

第
２
１
７
条
）

第
１
３
章
　
交
通
法
令
違
反
事
件
に
関
す
る
特
則
（
第
２
１
８
条―

第
２
２
２
条
）

第
１
４
章
　
国
際
犯
罪
に
関
す
る
特
則
（
第
２
２
３
条―

第
２
３
８
条
）

第
１
５
章
　
群
衆
犯
罪
に
関
す
る
特
則
（
第
２
３
９
条―

第
２
４
６
条
）

第
１
６
章
　
暴
力
団
犯
罪
に
関
す
る
特
則
（
第
２
４
７
条―

第
２
５
２
条
）

第
１
７
章
　
保
釈
者
等
の
視
察
（
第
２
５
３
条―

第
２
５
６
条
）

第
１
８
章
　
令
状
の
執
行
（
第
２
５
７
条―

第
２
６
９
条
）

第
１
９
章
　
雑
則
（
第
２
７
０
条―

第
２
７
６
条
）

附
則

第
１
章
　
総
則

第
１
節
　
捜
査
の
心
構
え

（
こ
の
規
則
の
目
的
）

第
１
条
　
こ
の
規
則
は
、
警
察
官
が
犯
罪
の
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
守
る
べ
き
心
構
え
、
捜
査
の
方
法
、
手
続
そ
の
他
捜
査
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
捜
査
の
基
本
）

第
２
条
　
捜
査
は
、
事
案
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
て
事
件
を
解
決
す
る
と
の
強
固
な
信
念
を
も
つ
て
迅
速
適
確
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
個
人
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
か
つ
、
公
正
誠
実
に
捜
査
の
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
令
等
の
厳
守
）

第
３
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
警
察
法
（
昭
和
２
９
年
法
律
第
１
６
２
号
）
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
３
１
号
。
以
下
「
刑
訴
法
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
法
令
及
び
規
則
を
厳
守
し
、
個
人
の
自
由
及
び
権
利

を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
合
理
捜
査
）

第
４
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
証
拠
に
よ
つ
て
事
案
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
根
拠
に
基
づ
か
な
い
推
測
を
排
除
し
、
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
供
述
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
基
礎
的
捜
査
を
徹
底
し
、
物
的
証
拠
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
証
拠

の
発
見
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
鑑
識
施
設
及
び
資
料
を
十
分
に
活
用
し
て
、
捜
査
を
合
理
的
に
進
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
合
捜
査
）

第
５
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
す
べ
て
の
情
報
資
料
を
総
合
し
て
判
断
す
る
と
と
も
に
、
広
く
知
識
技
能
を
活
用
し
、
か
つ
、
常
に
組
織
の
力
に
よ
り
、
捜
査
を
総
合
的
に
進
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
着
実
な
捜
査
）

第
６
条
　
捜
査
は
、
安
易
に
成
果
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
犯
罪
の
規
模
、
方
法
そ
の
他
諸
般
の
状
況
を
冷
静
周
密
に
判
断
し
、
着
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
訴
、
公
判
へ
の
配
慮
）

第
７
条
　
捜
査
は
、
そ
れ
が
刑
事
手
続
の
一
環
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
公
訴
の
実
行
及
び
公
判
の
審
理
を
念
頭
に
置
い
て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
、
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
６
年
法

律
第
６
３
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
事
件
に
該
当
す
る
事
件
の
捜
査
を
行
う
場
合
は
、
国
民
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
裁
判
員
に
分
か
り
や
す
い
立
証
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
規
律
と
協
力
）

第
８
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
自
己
の
能
力
を
過
信
し
て
独
断
に
陥
る
こ
と
な
く
、
上
司
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
事
項
を
忠
実
に
実
行
し
、
常
に
警
察
規
律
を
正
し
く
し
、
協
力
一
致
し
て
事
案
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
の
保
持
等
）

第
９
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
、
捜
査
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
被
疑
者
、
被
害
者
（
犯
罪
に
よ
り
害
を
被
つ
た
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
事
件
の
関
係
者
の
名

誉
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
秘
密
を
厳
守
す
る
ほ
か
、
告
訴
、
告
発
、
犯
罪
に
関
す
る
申
告
そ
の
他
犯
罪
捜
査
の
端
緒
又
は
犯
罪
捜
査
の
資
料
を
提
供
し
た
者
そ
の
他
捜
査
の
関
係
者
（
第
１
１
条
（
被
害

者
等
の
保
護
等
）
第
２
項
に
お
い
て
「
資
料
提
供
者
等
」
と
い
う
。
）
の
名
誉
又
は
信
用
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
者
に
対
す
る
配
慮
）

第
１
０
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
常
に
言
動
を
慎
み
、
関
係
者
の
利
便
を
考
慮
し
、
必
要
な
限
度
を
こ
え
て
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
害
者
等
に
対
す
る
配
慮
）

第
１
０
条
の
２
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
被
害
者
又
は
そ
の
親
族
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
被
害
者
等
」
と
い
う
。
）
の
心
情
を
理
解
し
、
そ
の
人
格
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
被
害
者
等
の
取
調
べ
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
の
利
用
そ
の
他
の
被
害
者
等
に
で
き
る
限
り
不
安
又
は
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
害
者
等
に
対
す
る
通
知
）

第
１
０
条
の
３
　
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
被
害
者
等
に
対
し
、
刑
事
手
続
の
概
要
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
件
の
捜
査
の
経
過
そ
の
他
被
害
者
等
の
救
済
又
は
不
安
の
解
消
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
捜
査
そ
の
他
の
警
察
の
事
務
若
し
く
は
公
判
に
支
障
を
及
ぼ
し
、
又
は
関
係
者
の
名
誉
そ
の
他
の
権
利
を
不
当
に
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
被
害
者
等
の
保
護
等
）

第
１
１
条
　
警
察
官
は
、
犯
罪
の
手
口
、
動
機
及
び
組
織
的
背
景
、
被
疑
者
と
被
害
者
等
と
の
関
係
、
被
疑
者
の
言
動
そ
の
他
の
状
況
か
ら
被
害
者
等
に
後
難
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係

者
に
、
当
該
被
害
者
等
の
氏
名
又
は
こ
れ
ら
を
推
知
さ
せ
る
よ
う
な
事
項
を
告
げ
な
い
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
被
害
者
等
の
保
護
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
は
、
資
料
提
供
者
等
に
後
難
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
研
究
と
工
夫
）

第
１
２
条
　
警
察
官
は
、
捜
査
専
従
員
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
常
に
捜
査
関
係
法
令
の
研
究
お
よ
び
捜
査
に
関
す
る
知
識
技
能
の
習
得
に
努
め
、
捜
査
方
法
の
工
夫
改
善
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
備
忘
録
）

第
１
３
条
　
警
察
官
は
、
捜
査
を
行
う
に
当
り
、
当
該
事
件
の
公
判
の
審
理
に
証
人
と
し
て
出
頭
す
る
場
合
を
考
慮
し
、
お
よ
び
将
来
の
捜
査
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
経
過
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
明
細
に
記
録
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
の
回
避
）

第
１
４
条
　
警
察
官
は
、
被
疑
者
、
被
害
者
そ
の
他
事
件
の
関
係
者
と
親
族
そ
の
他
特
別
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
そ
の
捜
査
に
つ
い
て
疑
念
を
い
だ
か
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
上
司
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
捜
査
を
回
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
節
　
捜
査
の
組
織

（
捜
査
の
組
織
的
運
営
）

第
１
５
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
捜
査
に
従
事
す
る
者
の
団
結
と
統
制
を
図
り
、
他
の
警
察
諸
部
門
お
よ
び
関
係
警
察
と
緊
密
に
連
絡
し
、
警
察
の
組
織
的
機
能
を

高
度
に
発
揮
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
警
察
本
部
長
）

第
１
６
条
　
警
察
本
部
長
（
警
視
総
監
ま
た
は
道
府
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
捜
査
の
合
理
的
な
運
営
と
公
正
な
実
施
を
期
す
る
た
め
、
犯
罪
の
捜
査
に
つ
い
て
、
全
般
の
指
揮
監
督
に
当
る
と
と
も
に
、
職
員
の
合

理
的
配
置
、
そ
の
指
導
教
養
の
徹
底
、
資
材
施
設
の
整
備
等
捜
査
態
勢
の
確
立
を
図
り
、
も
つ
て
そ
の
責
に
任
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
捜
査
担
当
部
課
長
）

第
１
７
条
　
刑
事
部
長
、
警
備
部
長
そ
の
他
犯
罪
の
捜
査
を
担
当
す
る
部
課
長
は
、
警
察
本
部
長
を
補
佐
し
、
そ
の
命
を
受
け
犯
罪
の
捜
査
の
指
揮
監
督
に
当
る
も
の
と
す
る
。

（
警
察
署
長
）

第
１
８
条
　
警
察
署
長
は
、
そ
の
警
察
署
に
関
し
、
犯
罪
の
捜
査
の
指
揮
監
督
に
当
る
と
と
も
に
、
捜
査
の
合
理
的
な
運
営
と
公
正
な
実
施
に
つ
い
て
、
警
察
本
部
長
に
対
し
そ
の
責
に
任
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
捜
査
指
揮
）

第
１
９
条
　
前
３
条
に
規
定
す
る
犯
罪
の
捜
査
の
指
揮
に
つ
い
て
は
、
常
に
そ
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
が
直
接
指
揮
す
べ
き
事
件
お
よ
び
事
項
な
ら
び
に
指
揮
の
方
法
そ
の
他
事
件
指
揮
簿
の
様
式
等
は
、
警
察
本
部
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
捜
査
主
任
官
）

第
２
０
条
　
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
は
、
当
該
事
件
の
捜
査
に
つ
き
、
捜
査
主
任
官
を
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
捜
査
主
任
官
は
、
第
１
６
条
か
ら
前
条
ま
で
（
警
察
本
部
長
、
捜
査
担
当
部
課
長
、
警
察
署
長
、
捜
査
指
揮
）
の
規
定
に
よ
り
指
揮
を
受
け
、
当
該
事
件
の
捜
査
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
職
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
１
）
　
捜
査
す
べ
き
事
項
及
び
捜
査
員
の
任
務
分
担
を
定
め
る
こ
と
。

（
２
）
　
押
収
物
及
び
そ
の
換
価
代
金
の
出
納
を
承
認
し
、
こ
れ
ら
の
保
管
の
状
況
を
常
に
把
握
す
る
こ
と
。

（
３
）
　
第
３
章
第
５
節
（
捜
査
方
針
）
の
規
定
に
よ
り
捜
査
方
針
を
立
て
る
こ
と
。

（
４
）
　
捜
査
員
に
対
し
、
捜
査
の
状
況
に
関
し
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

（
５
）
　
前
号
の
報
告
、
取
調
べ
状
況
報
告
書
の
確
認
、
被
疑
者
の
供
述
及
び
そ
の
状
況
を
記
録
し
た
記
録
媒
体
の
再
生
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
被
疑
者
の
取
調
べ
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
。

（
６
）
　
留
置
施
設
に
留
置
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
（
第
１
３
６
条
の
２
（
引
き
当
た
り
捜
査
の
際
の
注
意
）
第
１
項
に
お
い
て
「
留
置
被
疑
者
」
と
い
う
。
）
に
関
し
同
項
の
計
画
を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
、
留
置
主
任
官
（
被
留
置

者
の
留
置
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１
９
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１
１
号
）
第
４
条
第
１
項
に
規
定
す
る
留
置
主
任
官
を
い
う
。
第
１
３
６
条
の
２
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
協
議
す
る
こ
と
。

（
７
）
　
被
疑
者
の
取
調
べ
そ
の
他
の
捜
査
の
適
正
な
遂
行
並
び
に
被
疑
者
の
逃
亡
及
び
自
殺
そ
の
他
の
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
捜
査
員
に
対
す
る
指
導
教
養
を
行
う
こ
と
。

（
８
）
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
、
又
は
警
察
本
部
長
若
し
く
は
警
察
署
長
か
ら
特
に
命
ぜ
ら
れ
た
事
項

３
　
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
捜
査
主
任
官
を
指
名
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
件
の
内
容
並
び
に
所
属
の
職
員
の
捜
査
能
力
、
知
識
経
験
及
び
職
務
遂
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
前
項
に
規
定
す
る
職
務
を

的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
指
名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
捜
査
主
任
官
が
交
代
す
る
場
合
に
は
、
関
係
書
類
、
証
拠
物
等
の
引
継
ぎ
を
確
実
に
行
う
と
と
も
に
、
捜
査
の
状
況
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
し
、
事
後
の
捜
査
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
捜
査
員
）

第
２
１
条
　
警
察
官
は
、
上
司
の
命
を
受
け
、
犯
罪
の
捜
査
に
従
事
す
る
。

２
　
警
察
官
以
外
の
捜
査
関
係
職
員
が
、
警
察
官
を
助
け
て
職
務
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
本
部
）

第
２
２
条
　
重
要
犯
罪
そ
の
他
事
件
の
発
生
に
際
し
、
特
に
、
捜
査
を
統
一
的
か
つ
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
捜
査
本
部
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
捜
査
本
部
の
設
置
及
び
解
散
並
び
に
捜
査
本
部
の
長
及
び
編
成
は
、
警
察
本
部
長
が
命
ず
る
。

３
　
捜
査
本
部
長
は
、
命
を
受
け
、
捜
査
本
部
に
所
属
す
る
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

４
　
捜
査
本
部
を
設
置
し
た
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
捜
査
本
部
長
の
統
制
に
従
う
も
の
と
し
、
他
の
警
察
署
に
お
い
て
当
該
事
件
に
関
す
る
捜
査
資
料
を
得
た
と
き
は
、
速
や
か
に
捜
査
本
部
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
報
告
）

第
２
３
条
　
警
察
官
は
、
犯
罪
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
項
そ
の
他
捜
査
上
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
知
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
上
司
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
警
察
署
長
は
、
そ
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
発
生
し
た
事
件
そ
の
他
捜
査
上
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
、
警
察
本
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
他
の
機
関
と
の
連
絡
等
）

第
２
４
条
　
警
察
官
は
、
検
察
官
ま
た
は
他
の
捜
査
機
関
と
の
捜
査
に
関
す
る
連
絡
ま
た
は
協
力
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
順
序
を
経
て
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
に
報
告
し
て
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
聞
発
表
等
）

第
２
５
条
　
捜
査
に
関
し
、
新
聞
そ
の
他
の
報
道
機
関
等
に
発
表
を
行
う
と
き
は
、
警
察
本
部
長
若
し
く
は
警
察
署
長
（
捜
査
本
部
を
設
置
し
た
場
合
に
お
い
て
は
捜
査
本
部
長
）
又
は
そ
の
指
定
す
る
者
が
こ
れ
に
当
た
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
指
導
教
養
）

第
２
６
条
　
犯
罪
の
捜
査
に
関
す
る
指
導
教
養
は
、
幹
部
、
専
従
員
お
よ
び
一
般
警
察
官
の
別
に
応
じ
、
実
務
に
即
し
て
行
い
、
そ
の
実
効
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
３
節
　
手
配
お
よ
び
共
助

（
一
般
的
協
力
義
務
）

第
２
７
条
　
警
察
官
は
、
別
に
定
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の
節
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
捜
査
に
関
し
、
相
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
共
助
の
依
頼
）

第
２
８
条
　
捜
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
警
察
に
対
し
、
共
助
の
依
頼
（
被
疑
者
の
逮
捕
、
呼
出
し
若
し
く
は
取
調
べ
、
盗
品
等
（
盗
品
そ
の
他
財
産
に
対
す
る
罪
に
当
た
る
行
為
に
よ
つ
て
領
得
さ
れ
た
物
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
証
拠
物
の
手
配
、
押
収
、
捜
索
若
し
く
は
検
証
、
参
考
人
の
呼
出
し
若
し
く
は
取
調
べ
、
職
員
の
派
遣
そ
の
他
の
措
置
を
依
頼
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
他
の
警
察
か
ら
、
共
助
の
依
頼
を
受
け
た
と
き
は
、
誠
実
か
つ
速
や
か
に
こ
れ
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
共
助
の
依
頼
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
依
頼
の
趣
旨
、
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
明
確
に
し
、
及
び
依
頼
を
受
け
た
警
察
の
事
務
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
緊
急
事
件
手
配
）

第
２
９
条
　
犯
罪
の
捜
査
に
つ
き
、
他
の
警
察
に
対
し
て
緊
急
の
措
置
を
依
頼
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
緊
急
事
件
手
配
書
（
別
記
様
式
第
１
号
）
に
よ
り
、
緊
急
配
備
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
件
手
配
）

第
３
０
条
　
容
疑
者
お
よ
び
捜
査
資
料
そ
の
他
参
考
事
項
に
つ
い
て
通
報
を
求
め
る
手
配
を
、
事
件
手
配
と
す
る
。

２
　
事
件
手
配
は
、
事
件
の
概
要
お
よ
び
通
報
を
求
め
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
名
手
配
）

第
３
１
条
　
逮
捕
状
の
発
せ
ら
れ
て
い
る
被
疑
者
の
逮
捕
を
依
頼
し
、
逮
捕
後
身
柄
の
引
渡
し
を
要
求
す
る
手
配
を
、
指
名
手
配
と
す
る
。

２
　
指
名
手
配
は
、
指
名
手
配
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
急
速
を
要
し
逮
捕
状
の
発
付
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
と
き
は
、
指
名
手
配
書
に
よ
る
手
配
を
行
つ
た
後
、
速
や
か
に
逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
、
そ
の
有
効
期
間
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
第
２
９
条
（
緊
急
事
件
手
配
）
の
規
定
に
よ
る
緊
急
事
件
手
配
に
よ
り
、
氏
名
等
の
明
ら
か
な
被
疑
者
の
逮
捕
を
依
頼
し
た
場
合
に
は
、
当
該
緊
急
事
件
手
配
を
指
名
手
配
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
逮
捕
状
の
発
付

を
得
た
後
、
改
め
て
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
を
と
る
も
の
と
す
る
。

（
指
名
手
配
の
種
別
）

第
３
２
条
　
指
名
手
配
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
場
合
に
お
け
る
身
柄
の
処
置
に
つ
き
、
次
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
第
１
種
手
配
（
身
柄
の
護
送
を
求
め
る
場
合
の
手
配
を
い
う
。
）

（
２
）
　
第
２
種
手
配
（
身
柄
を
引
取
に
行
く
場
合
の
手
配
を
い
う
。
）

２
　
指
名
手
配
は
、
原
則
と
し
て
第
１
種
手
配
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
指
名
手
配
の
継
続
）

第
３
３
条
　
指
名
手
配
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
常
に
逮
捕
状
の
有
効
期
間
に
注
意
し
、
有
効
期
間
経
過
後
も
な
お
手
配
継
続
の
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
逮
捕
状
の
再
発
付
を
受
け
、
そ
の
有
効
期
間
を
通
報
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
指
名
通
報
）

第
３
４
条
　
被
疑
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
身
柄
の
引
渡
を
求
め
ず
、
か
つ
、
そ
の
事
件
の
処
理
を
当
該
警
察
に
ゆ
だ
ね
る
旨
の
手
配
を
、
指
名
通
報
と
す
る
。

２
　
指
名
通
報
は
、
被
疑
者
の
氏
名
等
が
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
犯
罪
事
実
が
確
実
な
も
の
に
つ
い
て
、
指
名
通
報
書
（
別
記
様
式
第
２
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
指
名
通
報
の
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
通
報
を
発
し
た
警
察
に
、
逮
捕
状
の
有
無
、
容
疑
事
実
の
内
容
、
関
係
書
類
そ
の
他
の
捜
査
資
料
の
有
無
等
を
照
会
し
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
指
名
通
報
を
行
つ
た
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
事
件
処
理
に
必
要
な
証
拠
資
料
、
関
係
書
類
等
を
完
全
に
整
備
し
て
お
き
、
被
疑
者
を
発
見
し
た
警
察
か
ら
要
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
第
７
８
条
（
事
件
の
移
送
お
よ

び
引
継
）
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
事
件
引
継
書
と
と
も
に
証
拠
資
料
、
関
係
書
類
等
を
、
そ
の
警
察
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
盗
品
等
手
配
）

第
３
５
条
　
警
察
が
、
そ
の
捜
査
中
の
事
件
の
盗
品
等
に
つ
き
、
他
の
警
察
に
対
し
て
そ
の
発
見
を
求
め
る
手
配
を
、
盗
品
等
手
配
と
す
る
。

２
　
盗
品
等
手
配
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
発
見
す
べ
き
盗
品
等
の
名
称
、
銘
柄
、
品
種
、
特
徴
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
写
真
を
添
付
す
る
等
有
効
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
品
触
れ
）

第
３
６
条
　
古
物
営
業
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
１
０
８
号
）
第
１
９
条
第
１
項
又
は
質
屋
営
業
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
１
５
８
号
）
第
２
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
品
触
れ
（
以
下
「
品
触
れ
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
れ
を
次
の
３
種

に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
　
特
別
重
要
品
触
れ
（
捜
査
本
部
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
発
す
る
品
触
れ
を
い
う
。
）

（
２
）
　
重
要
品
触
れ
（
前
号
の
事
件
以
外
の
重
要
な
事
件
に
つ
い
て
発
す
る
品
触
れ
を
い
う
。
）

（
３
）
　
普
通
品
触
れ
（
そ
の
他
の
事
件
に
つ
い
て
発
す
る
品
触
れ
を
い
う
。
）

２
　
品
触
れ
は
、
前
項
の
区
分
を
明
ら
か
に
し
て
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
条
第
２
項
の
規
定
は
、
品
触
れ
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
品
触
れ
を
発
し
た
と
き
は
、
品
触
原
簿
（
別
記
様
式
第
３
号
）
及
び
品
触
取
扱
簿
（
別
記
様
式
第
４
号
）
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
状
況
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
手
配
等
の
適
正
）

第
３
７
条
　
第
２
９
条
（
緊
急
事
件
手
配
）
、
第
３
０
条
（
事
件
手
配
）
、
第
３
１
条
（
指
名
手
配
）
、
第
３
４
条
（
指
名
通
報
）
及
び
第
３
５
条
（
盗
品
等
手
配
）
に
規
定
す
る
手
配
又
は
通
報
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
効
を
期
す
る
た

め
、
犯
罪
の
種
別
、
軽
重
、
緊
急
の
度
合
い
等
に
応
じ
、
手
配
の
範
囲
、
種
別
及
び
方
法
を
合
理
的
に
定
め
、
い
や
し
く
も
、
濫
用
に
わ
た
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
配
等
の
解
除
）

第
３
８
条
　
第
２
９
条
（
緊
急
事
件
手
配
）
、
第
３
０
条
（
事
件
手
配
）
、
第
３
１
条
（
指
名
手
配
）
、
第
３
４
条
（
指
名
通
報
）
及
び
第
３
５
条
（
盗
品
等
手
配
）
に
規
定
す
る
手
配
又
は
通
報
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
、
被
疑
者
を
逮
捕

し
、
又
は
事
件
を
解
決
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
か
つ
、
確
実
に
、
そ
の
手
配
又
は
通
報
の
解
除
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
逮
捕
状
の
有
効
期
間
が
経
過
し
、
逮
捕
状
の
再
発
付
を
受
け
な
い
場
合
も
、
ま
た
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

３
　
前
２
項
の
ほ
か
、
共
助
の
依
頼
を
し
、
又
は
品
触
を
発
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
第
１
項
の
規
定
に
準
じ
、
必
要
な
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
参
考
通
報
）

第
３
９
条
　
警
察
署
長
は
、
他
の
警
察
に
関
連
す
る
犯
罪
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
被
疑
者
、
証
拠
物
そ
の
他
捜
査
上
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
適
当
な
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
当
該
警
察
に

通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
警
察
署
長
は
、
前
項
の
通
報
の
ほ
か
、
重
要
事
件
、
他
に
波
及
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
件
そ
の
他
犯
罪
の
捜
査
ま
た
は
予
防
上
参
考
と
な
る
べ
き
事
件
に
つ
い
て
、
関
係
警
察
に
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。

（
本
部
長
へ
の
報
告
）

第
４
０
条
　
警
察
署
長
は
、
第
２
９
条
（
緊
急
事
件
手
配
）
、
第
３
０
条
（
事
件
手
配
）
、
第
３
１
条
（
指
名
手
配
）
、
第
３
４
条
（
指
名
通
報
）
及
び
第
３
５
条
（
盗
品
等
手
配
）
の
規
定
に
よ
る
手
配
又
は
通
報
を
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
原
則
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
警
察
本
部
長
に
報
告
し
た
後
、
直
接
に
、
又
は
警
察
本
部
長
を
通
じ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
身
柄
引
渡
し
の
原
則
）

第
４
１
条
　
指
名
手
配
の
あ
つ
た
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
警
察
（
以
下
「
逮
捕
警
察
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
被
疑
者
の
身
柄
を
そ
の
指
名
手
配
を
し
た
警
察
（
以
下
「
手
配
警
察
」
と
い

う
。
）
に
引
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
逮
捕
警
察
が
、
手
配
を
受
け
た
犯
罪
よ
り
法
定
刑
が
重
い
別
の
犯
罪
を
そ
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
犯
し
た
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
と
き
。

（
２
）
　
逮
捕
警
察
が
、
手
配
を
受
け
た
犯
罪
と
法
定
刑
が
同
等
以
上
の
別
の
犯
罪
で
手
配
を
し
て
い
た
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
と
き
。

（
３
）
　
逮
捕
警
察
が
、
手
配
被
疑
者
に
関
連
す
る
犯
罪
で
、
既
に
そ
の
正
犯
又
は
共
同
正
犯
で
あ
る
被
疑
者
の
一
部
を
逮
捕
し
て
い
る
と
き
。

２
　
同
一
被
疑
者
に
つ
い
て
、
２
以
上
の
手
配
警
察
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
手
配
警
察
に
そ
の
身
柄
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
手
配
を
受
け
た
犯
罪
に
つ
い
て
、
そ
の
法
定
刑
に
軽
重
が
あ
る
と
き
（
次
号
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
重
い
犯
罪
を
手
配
し
た
警
察

（
２
）
　
手
配
を
受
け
た
犯
罪
で
、
既
に
そ
の
正
犯
又
は
共
同
正
犯
で
あ
る
被
疑
者
の
一
部
を
逮
捕
し
て
い
る
警
察
が
あ
る
と
き
は
そ
の
警
察

（
３
）
　
前
２
号
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
は
、
先
に
手
配
を
し
た
警
察

３
　
前
２
項
に
規
定
す
る
身
柄
引
渡
し
の
原
則
に
よ
り
難
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
被
疑
者
引
渡
書
）

第
４
２
条
　
指
名
手
配
に
よ
り
逮
捕
し
た
被
疑
者
の
身
柄
を
引
き
渡
す
に
当
た
つ
て
は
、
被
疑
者
引
渡
書
（
別
記
様
式
第
５
号
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
留
置
の
依
頼
）

第
４
３
条
　
被
疑
者
の
護
送
そ
の
他
犯
罪
の
捜
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
警
察
に
対
し
、
被
疑
者
の
留
置
の
依
頼
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
他
の
警
察
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
捜
査
に
係
る
連
絡
）

第
４
４
条
　
警
察
官
は
、
他
の
警
察
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
犯
罪
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
所
轄
警
察
に
連
絡
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
節
　
検
察
官
と
の
関
係

（
捜
査
に
関
す
る
協
力
）

第
４
５
条
　
警
察
官
は
、
捜
査
に
関
し
、
検
察
官
と
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
は
、
そ
の
捜
査
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
公
訴
を
実
行
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
犯
罪
事
実
の
概
要
そ
の
他
の
参
考
と
な
る
べ
き
事

項
を
検
察
官
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
的
指
示
）

第
４
６
条
　
警
察
官
は
、
司
法
警
察
職
員
捜
査
書
類
基
本
書
式
例
そ
の
他
の
刑
訴
法
第
１
９
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
検
察
官
か
ら
示
さ
れ
た
一
般
的
指
示
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
従
つ
て
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
調
整
の
申
出
）

第
４
７
条
　
警
察
官
は
、
他
の
司
法
警
察
職
員
と
の
間
に
お
い
て
捜
査
の
調
整
に
つ
き
、
刑
訴
法
第
１
９
３
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
検
察
官
の
一
般
的
指
揮
を
必
要
と
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
す
み
や
か
に
順
を
経
て
警

察
本
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
警
察
本
部
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
検
察
官
に
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
般
的
指
揮
）

第
４
８
条
　
刑
訴
法
第
１
９
３
条
第
２
項
の
規
定
に
基
き
、
検
察
官
か
ら
一
般
的
指
揮
が
与
え
ら
れ
た
と
き
は
、
警
察
官
は
こ
れ
に
従
つ
て
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
補
助
の
た
め
の
指
揮
）

第
４
９
条
　
刑
訴
法
第
１
９
３
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
検
察
官
が
自
ら
捜
査
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
そ
の
補
助
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
警
察
官
は
す
み
や
か
に
、
こ
れ
に
従
つ
て
必
要
な
捜
査
を
行
い
、
か
つ
、
そ
の
結
果
を
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
５
節
　
特
別
司
法
警
察
職
員
等
と
の
関
係

（
共
助
の
原
則
）

第
５
０
条
　
刑
訴
法
第
１
９
０
条
の
規
定
に
よ
り
別
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た
司
法
警
察
職
員
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
以
下
「
特
別
司
法
警
察
職
員
等
」
と
い
う
。
）
と
の
共
助
に
関
し
て
は
、
共
助
協
定
そ
の
他
の
特
別
の
定
が
あ
る

と
き
は
そ
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
節
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
自
ら
捜
査
す
る
場
合
）

第
５
１
条
　
警
察
官
は
、
特
別
司
法
警
察
職
員
等
の
職
務
の
範
囲
に
属
す
る
犯
罪
を
特
別
司
法
警
察
職
員
等
に
先
ん
じ
て
知
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
捜
査
を
特
別
司
法
警
察
職
員
等
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
な
く
、
自
ら
捜
査
す
る
こ
と

を
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
に
報
告
し
て
、
そ
の
指
揮
を
受
け
、
捜
査
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
特
別
司
法
警
察
職
員
等
と
連
絡
を
密
に
し
、
そ
の
専
門
的
知
識
に
よ
る
助

言
等
を
受
け
た
と
き
は
、
充
分
こ
れ
を
尊
重
し
て
捜
査
を
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
を
ゆ
だ
ね
る
場
合
）

第
５
２
条
　
警
察
官
は
、
特
別
司
法
警
察
職
員
等
の
職
務
の
範
囲
に
属
す
る
犯
罪
を
特
別
司
法
警
察
職
員
等
に
先
ん
じ
て
知
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
捜
査
を
特
別
司
法
警
察
職
員
等
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、

自
ら
急
速
を
要
す
る
処
置
を
行
つ
た
後
、
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
に
報
告
し
て
、
そ
の
指
揮
を
受
け
、
す
み
や
か
に
必
要
な
捜
査
資
料
を
添
え
て
、
こ
れ
を
特
別
司
法
警
察
職
員
等
に
移
す
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
捜
査
を
ゆ
だ
ね
た
後
に
お
い
て
も
、
当
該
特
別
司
法
警
察
職
員
等
か
ら
捜
査
の
た
め
に
協
力
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
で
き
る
限
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（
引
継
を
受
け
た
場
合
）

第
５
３
条
　
警
察
官
は
、
特
別
司
法
警
察
職
員
等
が
、
そ
の
職
務
の
範
囲
に
属
す
る
犯
罪
を
捜
査
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
件
が
職
務
の
範
囲
に
属
し
な
い
犯
罪
事
件
と
関
連
す
る
た
め
、
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
警
察

官
に
そ
の
捜
査
を
引
き
継
ぐ
べ
き
旨
の
申
出
を
受
け
た
と
き
は
、
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
に
報
告
し
て
、
そ
の
指
揮
を
受
け
、
自
ら
も
そ
の
捜
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

特
別
司
法
警
察
職
員
等
に
対
し
、
証
拠
物
の
引
渡
そ
の
他
捜
査
の
た
め
の
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
事
後
の
捜
査
の
経
過
お
よ
び
結
果
を
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。

（
捜
査
が
競
合
す
る
場
合
）

第
５
４
条
　
警
察
官
は
、
特
別
司
法
警
察
職
員
等
の
職
務
の
範
囲
に
属
す
る
犯
罪
を
捜
査
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
捜
査
が
当
該
特
別
司
法
警
察
職
員
等
の
行
う
捜
査
と
競
合
す
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
に
報
告

し
て
、
そ
の
指
揮
を
受
け
、
当
該
特
別
司
法
警
察
職
員
等
と
そ
の
捜
査
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
６
節
　
捜
査
書
類

（
捜
査
書
類
の
作
成
）

第
５
５
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
司
法
警
察
職
員
捜
査
書
類
基
本
書
式
例
に
よ
る
調
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
明
確
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
書
類
の
作
成
に
当
つ
て
は
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
、
か
つ
、
簡
潔
明
瞭
に
表
現
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
推
測
、
誇
張
等
に
わ
た
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
署
名
・
押
印
等
）

第
５
６
条
　
書
類
に
は
、
特
別
の
定
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
年
月
日
を
記
載
し
て
署
名
押
印
し
、
所
属
官
公
署
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
押
印
は
、
原
則
と
し
て
認
印
を
も
つ
て
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
書
類
（
裁
判
所
又
は
裁
判
官
に
対
す
る
申
立
て
、
意
見
の
陳
述
、
通
知
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
訴
訟
行
為
に
関
す
る
書
類
を
除
く
。
）
に
は
、
毎
葉
に
契
印
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
謄
本
又
は
抄
本
を
作
成
す
る
場
合

に
は
、
契
印
に
代
え
て
、
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
書
類
の
余
白
ま
た
は
空
白
に
は
、
斜
線
を
引
き
押
印
す
る
も
の
と
す
る
。

（
文
字
の
加
除
）

第
５
７
条
　
書
類
を
作
成
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
文
字
を
改
変
し
て
は
な
ら
な
い
。
文
字
を
加
え
、
又
は
削
る
と
き
は
、
そ
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
、
訂
正
し
た
部
分
に
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
削
つ
た
部
分
は
、

こ
れ
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
字
体
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
類
の
代
書
）

第
５
８
条
　
本
人
が
文
盲
で
あ
る
等
や
む
を
得
な
い
理
由
で
書
類
を
代
書
し
た
場
合
に
は
、
代
書
事
項
が
本
人
の
意
思
と
相
違
が
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
上
、
代
書
の
理
由
を
記
載
し
て
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
章
　
捜
査
の
端
緒

第
１
節
　
端
緒
の
は
握

（
端
緒
の
把
握
の
努
力
）

第
５
９
条
　
警
察
官
は
、
新
聞
紙
そ
の
他
の
出
版
物
の
記
事
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提
供
さ
れ
る
情
報
、
匿
名
の
申
告
、
風
説
そ
の
他
広
く
社
会
の
事
象
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
警
ら
、
職
務
質
問
等
の
励
行
に
よ
り
、
進

ん
で
捜
査
の
端
緒
を
得
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
配
の
有
無
等
の
照
会
）

第
６
０
条
　
職
務
質
問
に
当
り
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
直
ち
に
、
指
名
手
配
そ
の
他
の
手
配
ま
た
は
通
報
の
有
無
、
被
害
届
の
有
無
、
鑑
識
資
料
の
有
無
等
を
、
電
話
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り
、
警
視
庁
も
し
く

は
道
府
県
警
察
本
部
ま
た
は
警
察
署
に
照
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
害
届
の
受
理
）

第
６
１
条
　
警
察
官
は
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
の
届
出
を
す
る
者
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
に
係
る
事
件
が
管
轄
区
域
の
事
件
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
こ
れ
を
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
前
項
の
届
出
が
口
頭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
被
害
届
（
別
記
様
式
第
６
号
）
に
記
入
を
求
め
又
は
警
察
官
が
代
書
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
参
考
人
供
述
調
書
を
作
成
し
た
と
き
は
、
被
害
届
の
作
成
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
犯
罪
事
件
受
理
簿
）

第
６
２
条
　
犯
罪
事
件
を
受
理
し
た
と
き
は
、
警
察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。
）
が
定
め
る
様
式
の
犯
罪
事
件
受
理
簿
に
登
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
節
　
告
訴
、
告
発
お
よ
び
自
首

（
告
訴
、
告
発
お
よ
び
自
首
の
受
理
）

第
６
３
条
　
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
は
、
告
訴
、
告
発
ま
た
は
自
首
を
す
る
者
が
あ
つ
た
と
き
は
、
管
轄
区
域
内
の
事
件
で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
司
法
巡
査
た
る
警
察
官
は
、
告
訴
、
告
発
ま
た
は
自
首
を
す
る
者
が
あ
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
首
調
書
、
告
訴
調
書
お
よ
び
告
発
調
書
等
）

第
６
４
条
　
自
首
を
受
け
た
と
き
ま
た
は
口
頭
に
よ
る
告
訴
も
し
く
は
告
発
を
受
け
た
と
き
は
、
自
首
調
書
ま
た
は
告
訴
調
書
も
し
く
は
告
発
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
告
訴
ま
た
は
告
発
の
口
頭
に
よ
る
取
消
し
を
受
け
た
と
き
は
、
告
訴
取
消
調
書
ま
た
は
告
発
取
消
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
面
に
よ
る
告
訴
お
よ
び
告
発
）

第
６
５
条
　
書
面
に
よ
る
告
訴
ま
た
は
告
発
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
趣
旨
が
不
明
で
あ
る
と
き
ま
た
は
本
人
の
意
思
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
本
人
か
ら
補
充
の
書
面
を
差
し
出
さ
せ
、
ま
た
は
そ
の
供
述

を
求
め
て
参
考
人
供
述
調
書
（
補
充
調
書
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
害
者
以
外
の
者
の
告
訴
）

第
６
６
条
　
被
害
者
の
委
任
に
よ
る
代
理
人
か
ら
告
訴
を
受
け
る
場
合
に
は
、
委
任
状
を
差
し
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
被
害
者
以
外
の
告
訴
権
者
か
ら
告
訴
を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
資
格
を
証
す
る
書
面
を
差
し
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
被
害
者
以
外
の
告
訴
権
者
の
委
任
に
よ
る
代
理
人
か
ら
告
訴
を
受
け
る
場
合
に
は
、
前
２
項
の
書
面
を
あ
わ
せ
差
し
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
３
項
の
規
定
は
、
告
訴
の
取
消
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
告
訴
事
件
お
よ
び
告
発
事
件
の
捜
査
）

第
６
７
条
　
告
訴
ま
た
は
告
発
が
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
は
、
特
に
す
み
や
か
に
捜
査
を
行
う
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
ぶ
告
、
中
傷
を
目
的
と
す
る
虚
偽
ま
た
は
著
し
い
誇
張
に
よ
る
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
。

（
２
）
　
当
該
事
件
の
犯
罪
事
実
以
外
の
犯
罪
が
な
い
か
ど
う
か
。

（
自
首
事
件
の
捜
査
）

第
６
８
条
　
自
首
の
あ
つ
た
事
件
に
つ
い
て
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
当
該
犯
罪
ま
た
は
犯
人
が
既
に
発
覚
し
て
い
た
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
。

（
２
）
　
自
首
が
当
該
事
件
に
つ
い
て
他
に
存
す
る
真
犯
人
を
隠
す
た
め
の
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
。

（
３
）
　
自
首
者
が
、
自
己
が
犯
し
た
他
の
犯
罪
を
隠
す
た
め
に
、
こ
と
さ
ら
に
当
該
事
件
に
つ
き
自
首
し
た
も
の
で
な
い
か
ど
う
か
。

（
事
件
の
移
送
）

第
６
９
条
　
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
は
、
告
訴
ま
た
は
告
発
の
あ
つ
た
事
件
が
、
管
轄
区
域
外
の
犯
罪
で
あ
る
た
め
当
該
警
察
に
お
い
て
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
ま
た
は
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
関
係
警
察
に
対
し
て
す
み
や
か
に
移
送
の
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
移
送
を
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
、
告
訴
人
ま
た
は
告
発
人
に
そ
の
移
送
先
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
親
告
罪
の
要
急
捜
査
）

第
７
０
条
　
警
察
官
は
、
親
告
罪
に
係
る
犯
罪
が
あ
る
こ
と
を
知
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
直
ち
に
そ
の
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
証
拠
の
収
集
そ
の
他
事
後
に
お
け
る
捜
査
が
著
し
く
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
未

だ
告
訴
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
捜
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
被
害
者
ま
た
は
そ
の
家
族
の
名
誉
、
信
用
等
を
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
親
告
罪
の
告
訴
取
消
の
場
合
の
処
置
）

第
７
１
条
　
親
告
罪
に
係
る
犯
罪
に
つ
き
捜
査
を
行
い
、
事
件
を
検
察
官
に
送
付
し
た
後
、
告
訴
人
か
ら
告
訴
の
取
消
を
受
け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
検
察
官
に
通
知
し
、
必
要
な
書
類
を
追
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
請
求
事
件
の
捜
査
）

第
７
２
条
　
請
求
を
ま
つ
て
論
ず
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
証
拠
の
収
集
そ
の
他
事
後
に
お
け
る
捜
査
が
著
し
く
困
難
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
請
求
が
あ
つ
て
か
ら
、
捜
査
す
る

も
の
と
す
る
。

（
犯
則
事
件
の
通
知
等
）

第
７
３
条
　
国
税
通
則
法
（
昭
和
３
７
年
法
律
第
６
６
号
）
、
関
税
法
（
昭
和
２
９
年
法
律
第
６
１
号
）
、
地
方
税
法
（
昭
和
２
５
年
法
律
第
２
２
６
号
）
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
通
告
処
分
の
認
め
ら
れ
て
い
る
犯
則
事
件
の
あ
る
こ
と

を
知
つ
た
と
き
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
に
報
告
し
て
そ
の
指
揮
を
受
け
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
当
該
事
件
に
つ
き
調
査
の
権
限
を
有
す
る
職
員
（
以
下
「
調
査
職
員
」
と
い
う
。
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
調
査
職
員
か
ら
、
調
査
の
た
め
臨
検
、
捜
索
又
は
差
押
え
を
行
う
に
当
た
り
、
援
助
の
要
求
を
受
け
た
と
き
は
、
必
要
な
援
助
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
犯
則
事
件
の
告
発
）

第
７
４
条
　
犯
則
事
件
に
つ
い
て
調
査
職
員
か
ら
告
発
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
常
に
調
査
職
員
と
緊
密
に
連
絡
を
と
る
も
の
と
す
る
。
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（
犯
則
事
件
の
要
急
捜
査
）

第
７
５
条
　
犯
則
事
件
に
つ
い
て
、
直
ち
に
そ
の
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
証
拠
の
収
集
そ
の
他
事
後
に
お
け
る
捜
査
が
著
し
く
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
未
だ
調
査
職
員
の
告
発
が
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

捜
査
し
、
そ
の
結
果
を
調
査
職
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
３
章
　
捜
査
の
開
始

第
１
節
　
捜
査
の
着
手

（
着
手
報
告
）

第
７
６
条
　
警
察
官
は
、
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
捜
査
の
着
手
に
先
だ
ち
、
順
を
経
て
、
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
に
報
告
し
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
必
要
な
処
置
を
行
つ
た
後
、
す
み
や
か
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
着
手
に
関
す
る
判
断
）

第
７
７
条
　
捜
査
の
着
手
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
軽
重
お
よ
び
情
状
、
犯
人
の
性
格
、
事
件
の
波
及
性
お
よ
び
模
倣
性
、
捜
査
の
緩
急
等
諸
般
の
事
情
を
判
断
し
、
捜
査
の
時
期
ま
た
は
方
法
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
事
件
の
移
送
及
び
引
継
ぎ
）

第
７
８
条
　
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
は
、
管
轄
権
の
な
い
事
件
又
は
当
該
警
察
に
お
い
て
捜
査
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
犯
罪
地
又
は
被
疑
者
の
住
居
地
を
管
轄
す
る
警
察

そ
の
他
の
適
当
な
警
察
に
移
送
又
は
引
継
ぎ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
移
送
又
は
引
継
ぎ
は
、
事
件
引
継
書
（
別
記
様
式
第
５
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
節
　
捜
査
資
料

（
資
料
の
組
織
的
収
集
等
）

第
７
９
条
　
捜
査
資
料
の
収
集
は
、
捜
査
専
従
員
の
み
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
の
で
な
く
、
全
警
察
職
員
の
組
織
的
な
活
動
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
収
集
し
た
捜
査
資
料
及
び
そ
の
写
し
は
、
適
切
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
収
集
さ
れ
た
捜
査
資
料
及
び
そ
の
写
し
を
保
管
す
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
還
付
す
べ
き
も
の
を
除
き
、
こ
れ
ら
を
確
実
に
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
保
管
し
、
又
は
破
棄
さ
れ
る
捜
査
資
料
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
電
磁
的
記
録
の
特
性
を
踏
ま
え
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
情
報
が
漏
え
い
し
な
い
た
め

の
的
確
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
礎
資
料
の
整
備
）

第
８
０
条
　
捜
査
に
資
す
る
た
め
、
広
く
犯
罪
に
関
係
あ
る
社
会
的
諸
事
情
、
犯
罪
を
犯
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
そ
の
他
捜
査
上
注
意
を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
動
向
等
捜
査
に
必
要
な
基
礎
資
料
は
、
常
に
収
集
整
備
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
料
に
基
く
捜
査
）

第
８
１
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
犯
罪
に
関
す
る
有
形
ま
た
は
無
形
の
資
料
、
内
偵
に
よ
る
資
料
そ
の
他
諸
般
の
情
報
等
確
実
な
資
料
を
収
集
し
、
こ
れ
に
基
い
て
捜
査
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
被
疑
者
の
逮
捕
そ

の
他
の
強
制
処
分
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
事
前
に
で
き
る
限
り
多
く
の
確
実
な
資
料
を
収
集
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
識
資
料
の
収
集
整
備
及
び
利
用
）

第
８
２
条
　
指
掌
紋
、
手
口
、
写
真
そ
の
他
の
鑑
識
資
料
は
、
常
に
収
集
整
備
す
る
こ
と
に
努
め
、
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
れ
ら
の
多
角
的
利
用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
参
考
資
料
の
収
集
活
用
）

第
８
３
条
　
捜
査
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
捜
査
の
過
程
に
反
省
検
討
を
加
え
、
こ
れ
に
よ
つ
て
得
た
あ
ら
ゆ
る
参
考
資
料
を
収
集
し
て
、
事
後
の
捜
査
に
活
用
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
３
節
　
犯
罪
現
場

（
現
場
臨
検
）

第
８
４
条
　
警
察
官
は
、
現
場
臨
検
を
必
要
と
す
る
犯
罪
の
発
生
を
知
つ
た
と
き
は
、
捜
査
専
従
員
た
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
す
み
や
か
に
そ
の
現
場
に
臨
み
、
必
要
な
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
他
に
捜
査
主
任
官
そ
の
他
の
者
に
よ
る
現
場
臨
検
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
確
実
に
現
場
を
保
存
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
現
場
に
お
け
る
負
傷
者
の
救
護
等
）

第
８
５
条
　
警
察
官
は
、
現
場
を
臨
検
し
た
場
合
に
お
い
て
負
傷
者
が
あ
る
と
き
は
、
救
護
の
処
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
ひ
ん
死
の
重
傷
者
が
あ
る
と
き
は
、
応
急
救
護
の
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
か
ら
犯
人
の
氏
名
、
犯
行
の
原
因
、
被
害
者
の
氏
名
、
目
撃
者
等
を
聴
取
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
重
傷
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
刻
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
状
の
ま
ま
の
保
存
）

第
８
６
条
　
現
場
の
保
存
に
当
つ
て
は
、
で
き
る
限
り
現
場
を
犯
罪
の
行
わ
れ
た
際
の
状
況
の
ま
ま
保
存
す
る
よ
う
に
努
め
、
現
場
に
お
け
る
捜
査
が
適
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
負
傷
者
の
救
護
、
証
拠
物
件
の
変
質
お
よ
び
散
逸
の
予
防
等
特
に
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
警
察
官
で
あ
つ
て
も
、
み
だ
り
に
現
場
に
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
現
場
保
存
の
範
囲
）

第
８
７
条
　
警
察
官
は
、
犯
罪
の
行
わ
れ
た
地
点
だ
け
で
な
く
広
く
現
場
保
存
の
範
囲
を
定
め
、
捜
査
資
料
の
発
見
に
資
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
現
場
保
存
の
た
め
の
処
置
）

第
８
８
条
　
警
察
官
は
、
保
存
す
べ
き
現
場
の
範
囲
を
定
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
表
示
す
る
等
適
切
な
処
置
を
と
り
、
み
だ
り
に
出
入
す
る
者
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
現
場
ま
た
は

そ
の
附
近
に
居
合
わ
せ
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
、
住
居
等
を
明
確
に
し
て
お
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
現
場
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
捜
査
資
料
で
、
光
線
、
雨
水
等
に
よ
り
変
質
、
変
形
ま
た
は
消
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
お
お
い
を
す
る
等
適
当
な
方
法
に
よ
り
、
そ
の
原
状
を
保
存
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
現
場
保
存
が
で
き
な
い
と
き
の
処
置
）

第
８
９
条
　
負
傷
者
の
救
護
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
現
場
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
ま
た
は
捜
査
資
料
を
原
状
の
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
写
真
、
見
取
図
、
記
録
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
原
状
を

明
ら
か
に
す
る
処
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
現
場
に
お
け
る
捜
査
の
要
点
）

第
９
０
条
　
現
場
に
お
い
て
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
現
場
鑑
識
そ
の
他
の
科
学
的
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め
、
犯
行
の
過
程
を
全
般
的
に
把
握
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
１
）
　
時
の
関
係

イ
　
犯
行
の
日
時
及
び
こ
れ
を
推
定
し
得
る
状
況

ロ
　
発
覚
の
日
時
及
び
状
況

ハ
　
犯
行
当
時
に
お
け
る
気
象
の
状
況

ニ
　
そ
の
他
時
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項

（
２
）
　
場
所
の
関
係

イ
　
現
場
に
通
ず
る
道
路
及
び
そ
の
状
況

ロ
　
家
屋
そ
の
他
現
場
附
近
に
あ
る
物
件
及
び
そ
の
状
況

ハ
　
現
場
の
間
取
等
の
状
況

ニ
　
現
場
に
お
け
る
器
具
そ
の
他
物
品
の
状
況

ホ
　
指
掌
紋
、
足
跡
そ
の
他
の
こ
ん
跡
並
び
に
遺
留
物
件
の
位
置
及
び
状
況

ヘ
　
そ
の
他
場
所
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項

（
３
）
　
被
害
者
の
関
係

イ
　
犯
人
に
対
す
る
応
接
そ
の
他
被
害
前
の
状
況

ロ
　
被
害
時
に
お
け
る
抵
抗
、
姿
勢
等
の
状
況

ハ
　
傷
害
の
部
位
及
び
程
度
、
被
害
金
品
の
種
別
及
び
数
量
等
被
害
の
程
度

ニ
　
死
体
の
位
置
及
び
創
傷
、
流
血
そ
の
他
の
状
況

ホ
　
そ
の
他
被
害
者
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項

（
４
）
　
被
疑
者
の
関
係

イ
　
現
場
に
つ
い
て
の
侵
入
及
び
逃
走
の
経
路

ロ
　
被
疑
者
の
数
及
び
性
別

ハ
　
犯
罪
の
手
段
、
方
法
そ
の
他
犯
罪
実
行
の
状
況

ニ
　
被
疑
者
の
犯
行
の
動
機
並
び
に
被
害
者
と
の
面
識
及
び
現
場
に
つ
い
て
の
知
識
の
有
無
を
推
定
し
得
る
状
況

ホ
　
被
疑
者
の
人
相
、
風
体
、
特
徴
、
習
癖
そ
の
他
特
異
な
言
動
等

ヘ
　
凶
器
の
種
類
、
形
状
及
び
加
害
の
方
法
そ
の
他
加
害
の
状
況

ト
　
そ
の
他
被
疑
者
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項

（
現
場
に
お
け
る
任
務
分
担
）

第
９
１
条
　
現
場
に
お
い
て
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
捜
査
主
任
官
が
、
こ
れ
に
従
事
す
る
捜
査
員
の
任
務
分
担
を
定
め
、
組
織
的
に
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
料
を
発
見
し
た
時
の
措
置
）

第
９
２
条
　
遺
留
品
、
現
場
指
掌
紋
等
の
資
料
を
発
見
し
た
と
き
は
、
年
月
日
時
及
び
場
所
を
記
載
し
た
紙
片
に
被
害
者
又
は
第
三
者
の
署
名
を
求
め
、
こ
れ
を
添
付
し
て
撮
影
す
る
等
証
拠
力
の
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
節
　
緊
急
配
備

（
緊
急
配
備
）

第
９
３
条
　
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
は
、
管
轄
区
域
内
に
発
生
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
、
犯
人
捕
そ
く
の
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
、
緊
急
配
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
管
轄
区
域
外
に
発
生
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
場
合
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

（
緊
急
配
備
計
画
）

第
９
４
条
　
警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長
は
、
緊
急
配
備
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
綿
密
適
正
な
緊
急
配
備
計
画
を
立
て
、
所
属
警
察
官
に
周
知
さ
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9



２
　
前
項
の
計
画
を
立
て
る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
隣
接
警
察
そ
の
他
関
係
機
関
と
密
接
な
連
絡
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
緊
急
配
備
の
方
法
）

第
９
５
条
　
緊
急
配
備
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
計
画
に
基
き
、
犯
人
の
数
、
車
両
利
用
の
状
況
、
凶
器
の
有
無
そ
の
他
犯
罪
の
規
模
お
よ
び
態
様
を
考
慮
し
、
配
備
に
つ
く
べ
き
区
域
、
警
察
官
数
、
特
に
警
戒
す
べ
き
地
域
ま
た
は

地
点
等
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
緊
急
配
備
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
ま
ず
、
交
通
の
要
所
そ
の
他
の
重
要
地
点
に
警
察
官
を
配
置
し
、
事
後
、
逐
次
配
備
網
を
伸
縮
す
る
等
事
態
に
即
応
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
５
節
　
捜
査
方
針

（
捜
査
方
針
の
樹
立
）

第
９
６
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
捜
査
方
針
を
立
て
、
そ
の
方
針
に
基
い
て
捜
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
捜
査
方
針
は
、
現
場
に
お
け
る
捜
査
等
に
よ
り
収
集
し
た
有
形
無
形
の
捜
査
資
料
、
平
素
収
集
し
て
お
い
た
基
礎
資
料
等
す
べ
て
の
資
料
を
総
合
的
に
検
討
し
、
合
理
的
に
判
断
し
て
、
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
方
針
の
実
施
）

第
９
７
条
　
捜
査
方
針
の
実
施
に
当
つ
て
は
、
捜
査
に
従
事
す
る
者
の
数
、
技
能
等
を
考
慮
し
て
、
そ
の
合
理
的
編
成
を
行
い
、
具
体
的
に
そ
の
任
務
を
授
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
会
議
）

第
９
８
条
　
捜
査
方
針
を
立
て
、
ま
た
は
こ
れ
に
検
討
を
加
え
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
随
時
捜
査
会
議
を
開
き
、
な
る
べ
く
多
く
の
者
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
章
　
任
意
捜
査

（
任
意
捜
査
の
原
則
）

第
９
９
条
　
捜
査
は
、
な
る
べ
く
任
意
捜
査
の
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
承
諾
を
求
め
る
際
の
注
意
）

第
１
０
０
条
　
任
意
捜
査
を
行
う
に
当
り
相
手
方
の
承
諾
を
求
め
る
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
承
諾
を
強
制
し
、
ま
た
は
そ
の
疑
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
態
度
も
し
く
は
方
法
を
と
ら
な
い
こ
と
。

（
２
）
　
任
意
性
を
疑
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
配
意
を
す
る
こ
と
。

（
聞
込
そ
の
他
の
内
偵
）

第
１
０
１
条
　
捜
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
聞
込
、
尾
行
、
密
行
、
張
込
等
に
よ
り
、
で
き
る
限
り
多
く
の
捜
査
資
料
を
入
手
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
全
要
請
）

第
１
０
１
条
の
２
　
刑
訴
法
第
１
９
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
通
信
履
歴
の
電
磁
的
記
録
を
消
去
し
な
い
こ
と
の
求
め
及
び
当
該
求
め
の
取
消
し
並
び
に
同
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
を
す
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
又

は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
通
信
履
歴
の
電
磁
的
記
録
を
消
去
し
な
い
こ
と
の
求
め
及
び
当
該
求
め
の
取
消
し
並
び
に
期
間
の
延
長
は
、
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
任
意
出
頭
）

第
１
０
２
条
　
捜
査
の
た
め
、
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
任
意
出
頭
を
求
め
る
に
は
、
電
話
、
呼
出
状
（
別
記
様
式
第
７
号
）
の
送
付
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り
、
出
頭
す
べ
き
日
時
、
場
所
、
用
件
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
呼
出
人
に
確
実
に
伝
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
被
疑
者
又
は
重
要
な
参
考
人
の
任
意
出
頭
に
つ
い
て
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
に
報
告
し
て
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
て
任
意
出
頭
を
求
め
る
場
合
に
は
、
呼
出
簿
（
別
記
様
式
第
８
号
）
に
所
要
事
項
を
記
載
し
て
、
そ
の
処
理
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
状
発
付
後
の
事
情
変
更
）

第
１
０
３
条
　
逮
捕
状
の
発
付
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
後
の
事
情
に
よ
り
逮
捕
状
に
よ
る
逮
捕
の
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
任
意
捜
査
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
は
、
逮
捕
状
は
、
そ
の
有
効
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
直
ち
に
裁
判
官
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
刑
訴
法
第
２
０
１
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
を
も
直
ち
に
裁
判
官
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
況
見
分
）

第
１
０
４
条
　
犯
罪
の
現
場
そ
の
他
の
場
所
、
身
体
又
は
物
に
つ
い
て
事
実
発
見
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
実
況
見
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
実
況
見
分
は
、
居
住
者
、
管
理
者
そ
の
他
関
係
者
の
立
会
を
得
て
行
い
、
そ
の
結
果
を
実
況
見
分
調
書
に
正
確
に
記
載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
実
況
見
分
調
書
に
は
、
で
き
る
限
り
、
図
面
及
び
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
前
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
実
況
見
分
調
書
を
作
成
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
写
真
を
は
り
付
け
た
部
分
に
そ
の
説
明
を
付
記
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
実
況
見
分
調
書
と
な
る
よ
う
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
況
見
分
調
書
記
載
上
の
注
意
）

第
１
０
５
条
　
実
況
見
分
調
書
は
、
客
観
的
に
記
載
す
る
よ
う
に
努
め
、
被
疑
者
、
被
害
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
説
明
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
指
示
説
明
の
範
囲
を
こ
え
て
記
載
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
被
疑
者
、
被
害
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
指
示
説
明
の
範
囲
を
こ
え
て
、
特
に
そ
の
供
述
を
実
況
見
分
調
書
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
刑
訴
法
第
１
９
８
条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
お
よ
び
同
法
第
２
２
３
条
第
２
項

の
規
定
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
被
疑
者
の
供
述
に
関
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
自
己
の
意
思
に
反
し
て
供
述
を
す
る
必
要
が
な
い
旨
を
告
げ
、
か
つ
、
そ
の
点
を
調
書
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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（
被
疑
者
の
供
述
に
基
づ
く
実
況
見
分
）

第
１
０
６
条
　
被
疑
者
の
供
述
に
よ
り
凶
器
、
盗
品
等
そ
の
他
の
証
拠
資
料
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、
証
明
力
確
保
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
実
況
見
分
を
行
い
、
そ
の
発
見
の
状
況
を
実
況
見
分
調
書
に
明
確
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
女
子
の
任
意
の
身
体
検
査
の
禁
止
）

第
１
０
７
条
　
女
子
の
任
意
の
身
体
検
査
は
、
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
裸
に
し
な
い
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
人
の
住
居
等
の
任
意
の
捜
索
の
禁
止
）

第
１
０
８
条
　
人
の
住
居
又
は
人
の
看
守
す
る
邸
宅
、
建
造
物
若
し
く
は
船
舶
に
つ
き
捜
索
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
住
居
主
又
は
看
守
者
の
任
意
の
承
諾
が
得
ら
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
捜
索
許
可
状
の
発
付

を
受
け
て
捜
索
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
任
意
提
出
物
の
領
置
）

第
１
０
９
条
　
所
有
者
、
所
持
者
又
は
保
管
者
の
任
意
の
提
出
に
係
る
物
を
領
置
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
な
る
べ
く
提
出
者
か
ら
任
意
提
出
書
を
提
出
さ
せ
た
上
、
領
置
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、

刑
訴
法
第
１
２
０
条
の
規
定
に
よ
る
押
収
品
目
録
交
付
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
任
意
の
提
出
に
係
る
物
を
領
置
し
た
場
合
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
所
有
者
が
そ
の
物
の
所
有
権
を
放
棄
す
る
旨
の
意
思
を
表
示
し
た
と
き
は
、
任
意
提
出
書
に
そ
の
旨
を
記
載
さ

せ
、
又
は
所
有
権
放
棄
書
の
提
出
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
任
意
の
提
出
に
係
る
物
を
領
置
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
物
が
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
で
あ
り
、
当
該
記
録
媒
体
の
所
有
者
で
な
い
提
出
者
が
当
該
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
所
有
に
属
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
権
利
（
刑

事
事
件
に
お
け
る
第
三
者
所
有
物
の
没
収
手
続
に
関
す
る
応
急
措
置
法
（
昭
和
３
８
年
法
律
第
１
３
８
号
）
第
１
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
所
有
に
属
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
権
利
を
い
う
。
）
を
放
棄
す
る
旨
の
意
思

を
表
示
し
た
と
き
は
、
任
意
提
出
書
に
そ
の
旨
を
記
載
さ
せ
、
又
は
電
磁
的
記
録
に
係
る
権
利
放
棄
書
の
提
出
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
遺
留
物
の
領
置
）

第
１
１
０
条
　
被
疑
者
そ
の
他
の
者
の
遺
留
物
を
領
置
す
る
に
当
つ
て
は
、
居
住
者
、
管
理
者
そ
の
他
関
係
者
の
立
会
を
得
て
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
領
置
に
つ
い
て
は
、
実
況
見
分
調
書
そ
の
他
に
よ
り
そ
の
物
の
発
見
さ
れ
た
状
況
等
を
明
確
に
し
た
上
、
領
置
調
書
を
作
成
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
原
状
の
ま
ま
の
領
置
）

第
１
１
１
条
　
領
置
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
指
掌
紋
そ
の
他
の
附
着
物
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
物
を
で
き
る
限
り
原
状
の
ま
ま
保
存
す
る
た
め
適
当
な
方
法
を
講
じ
、
滅
失
、
毀
損
、
変
質
、
変
形
、
混

合
又
は
散
逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
棄
等
の
処
分
）

第
１
１
２
条
　
領
置
物
に
つ
い
て
廃
棄
、
換
価
、
還
付
又
は
仮
還
付
の
処
分
を
す
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
に
廃
棄
処
分
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
処
分
後
速
や
か
に
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
還
付
又
は
仮
還
付
の
処
分
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
相
手
方
か
ら
（
仮
）
還
付
請
書
を
徴
し
て
お
く
と
と
も
に
、
先
に
仮
還
付
し
た
物
に
つ
い
て
更
に
還
付
の
処
分
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
還
付
通
知
書
（
別
記
様
式
第
９

号
）
を
交
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
運
搬
又
は
保
管
に
不
便
な
領
置
物
に
つ
い
て
、
看
守
者
を
置
き
、
又
は
所
有
者
そ
の
他
の
者
に
、
そ
の
者
の
承
諾
を
得
て
保
管
さ
せ
る
場
合
も
第
１
項
の
場
合
と
同
様
と
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
な
る
べ
く
そ
の
者
か
ら
保
管
請
書

を
徴
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

４
　
廃
棄
（
刑
訴
法
第
４
９
９
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
、
換
価
、
還
付
及
び
仮
還
付
の
処
分
は
、
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
還
付
の
公
告
）

第
１
１
２
条
の
２
　
領
置
物
の
還
付
に
関
し
て
刑
訴
法
第
４
９
９
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
す
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
公
告
は
、
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
棄
処
分
等
と
証
拠
と
の
関
係
）

第
１
１
３
条
　
領
置
物
に
つ
い
て
廃
棄
又
は
換
価
の
処
分
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
処
分
に
先
立
ち
、
そ
の
物
の
状
況
を
写
真
、
見
取
図
、
模
写
図
又
は
記
録
等
の
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
２
）
　
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
領
置
物
の
性
状
、
価
格
等
を
鑑
定
に
付
し
て
お
く
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
再
鑑
定
の
た
め
そ
の
物
の
一
部
保
存
に
つ
い
て
配
意
す
る
こ
と
。

（
３
）
　
危
険
を
生
じ
、
滅
失
又
は
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
保
管
に
不
便
な
も
の
で
あ
る
等
廃
棄
又
は
換
価
の
処
分
を
行
う
べ
き
相
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
。

２
　
廃
棄
又
は
換
価
の
処
分
を
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
廃
棄
処
分
書
（
別
記
様
式
第
１
０
号
）
又
は
換
価
処
分
書
（
別
記
様
式
第
１
１
号
）
を
作
成
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
調
査
職
員
へ
の
連
絡
）

第
１
１
４
条
　
通
告
処
分
の
認
め
ら
れ
て
い
る
犯
則
事
件
に
関
す
る
領
置
物
に
つ
い
て
廃
棄
又
は
換
価
の
処
分
を
す
る
に
当
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
調
査
職
員
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
領
置
物
の
還
付
等
の
相
手
方
の
調
査
）

第
１
１
５
条
　
領
置
物
の
還
付
ま
た
は
仮
還
付
の
処
分
を
す
る
に
当
つ
て
は
、
還
付
ま
た
は
仮
還
付
を
受
け
る
者
が
正
当
の
権
限
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
事
後
に
紛
議
の
生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
領
置
調
書
へ
の
記
載
）

第
１
１
６
条
　
領
置
物
の
廃
棄
、
換
価
、
還
付
ま
た
は
仮
還
付
の
処
分
を
す
る
に
当
つ
て
は
、
そ
の
物
に
係
る
領
置
調
書
中
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
証
拠
物
件
保
存
簿
）

第
１
１
７
条
　
事
件
の
捜
査
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
領
置
物
は
証
拠
物
件
保
存
簿
（
別
記
様
式
第
１
２
号
）
に
記
載
し
て
、
そ
の
出
納
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
５
章
　
逮
捕

（
逮
捕
権
運
用
の
慎
重
適
正
）

第
１
１
８
条
　
逮
捕
権
は
、
犯
罪
構
成
要
件
の
充
足
そ
の
他
の
逮
捕
の
理
由
、
逮
捕
の
必
要
性
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
疎
明
資
料
の
有
無
、
収
集
し
た
証
拠
の
証
明
力
等
を
充
分
に
検
討
し
て
、
慎
重
適
正
に
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
常
逮
捕
状
の
請
求
等
）

第
１
１
９
条
　
刑
訴
法
第
１
９
９
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
逮
捕
状
（
以
下
「
通
常
逮
捕
状
」
と
い
う
。
）
の
請
求
（
当
該
請
求
と
同
時
に
同
法
第
２
０
１
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
を
す
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
警
部
以
上
の
階
級
に
あ
る
司
法
警
察
員
（
以
下
「
指
定
司
法
警
察
員
」
と
い
う
。
）
が
、
責
任
を

も
つ
て
こ
れ
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
指
定
司
法
警
察
員
が
通
常
逮
捕
状
の
請
求
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
順
を
経
て
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
に
報
告
し
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
し
、
指
揮
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
場
合

に
は
、
請
求
後
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
緊
急
逮
捕
状
の
請
求
）

第
１
２
０
条
　
刑
訴
法
第
２
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
逮
捕
状
（
以
下
「
緊
急
逮
捕
状
」
と
い
う
。
）
の
請
求
は
、
指
定
司
法
警
察
員
又
は
当
該
逮
捕
に
当
た
つ
た
警
察
官
が
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
司
法
警
察

員
が
い
な
い
と
き
は
、
他
の
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
が
請
求
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

２
　
緊
急
逮
捕
し
た
被
疑
者
の
身
柄
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
順
を
経
て
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
に
報
告
し
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
被
疑
者
を
緊
急
逮
捕
し
た
場
合
は
、
逮
捕
の
理
由
と
な
つ
た
犯
罪
事
実
が
な
い
こ
と
若
し
く
は
そ
の
事
実
が
罪
と
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
又
は
身
柄
を
留
置
し
て
取
り
調
べ
る
必
要
が
な
い
と
認
め
、
被
疑
者
を
釈
放

し
た
と
き
に
お
い
て
も
、
緊
急
逮
捕
状
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
親
告
罪
事
件
の
逮
捕
状
請
求
）

第
１
２
１
条
　
逮
捕
状
を
請
求
す
る
に
当
つ
て
、
当
該
事
件
が
親
告
罪
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
、
未
だ
告
訴
が
な
い
と
き
は
、
告
訴
権
者
に
対
し
て
告
訴
す
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
状
請
求
の
疎
明
資
料
）

第
１
２
２
条
　
通
常
逮
捕
状
を
請
求
す
る
と
き
は
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
及
び
逮
捕
の
必
要
が
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
被
害
届
、
参
考
人
供
述
調
書
、
捜
査
報
告
書
等
の
資
料
を
添

え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
刑
訴
法
第
１
９
９
条
第
１
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
当
た
る
罪
に
つ
い
て
通
常
逮
捕
状
を
請
求
す
る
と
き
は
、
更
に
、
被
疑
者
が
定
ま
つ
た
住
居
を
有
し
な
い

こ
と
又
は
正
当
な
理
由
が
な
く
任
意
出
頭
の
求
め
に
応
じ
な
い
こ
と
を
疎
明
す
る
資
料
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
緊
急
逮
捕
状
を
請
求
す
る
と
き
は
、
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
十
分
な
理
由
が
あ
つ
た
こ
と
、
逮
捕
の
必
要
が
あ
つ
た
こ
と
及
び
急
速
を
要
し
逮
捕
状
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
が
あ
つ
た
こ
と
を
疎

明
す
る
逮
捕
手
続
書
、
被
害
届
そ
の
他
の
資
料
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
の
疎
明
資
料
）

第
１
２
２
条
の
２
　
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
を
す
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
者
が
刑
訴
法
第
２
０
１
条
の
２
第
１
項
第
１
号
又
は
第
２
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
被
害
届
、
参
考

人
供
述
調
書
、
捜
査
報
告
書
等
の
資
料
を
も
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
請
求
の
た
め
の
出
頭
）

第
１
２
３
条
　
逮
捕
状
の
請
求
（
当
該
請
求
と
同
時
に
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
を
含
む
。
第
１
２
５
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
当
た
つ
て
は
、
な

る
べ
く
そ
の
事
件
の
捜
査
に
当
た
つ
た
警
察
官
が
裁
判
官
の
も
と
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
裁
判
官
か
ら
特
に
当
該
逮
捕
状
を
請
求
し
た
者
の
出
頭
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
請
求
者
が
自
ら
出
頭
し
て
、
陳
述
し
、
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
の
提
示
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
状
等
の
記
載
の
変
更
）

第
１
２
４
条
　
逮
捕
状
の
発
付
を
受
け
た
後
、
逮
捕
前
に
お
い
て
、
引
致
場
所
そ
の
他
の
記
載
の
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
逮
捕
状
を
請
求
し
た
警
察
官
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
警
察
官
が
、
当
該
逮
捕
状

を
発
付
し
た
裁
判
官
又
は
そ
の
者
の
所
属
す
る
裁
判
所
の
他
の
裁
判
官
に
対
し
、
書
面
（
引
致
場
所
の
変
更
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
引
致
場
所
変
更
請
求
書
）
に
よ
り
逮
捕
状
（
逮
捕
状
の
発
付
と
同
時
に
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の

の
交
付
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
逮
捕
状
及
び
当
該
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
）
の
記
載
の
変
更
を
請
求
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
え
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
裁
判
所
の
裁
判
官
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
令
状
等
請
求
簿
）

第
１
２
５
条
　
逮
捕
状
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
令
状
等
請
求
簿
（
別
記
様
式
第
１
３
号
）
に
よ
り
請
求
の
手
続
、
発
付
後
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
の
際
の
注
意
）

第
１
２
６
条
　
逮
捕
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
感
情
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
沈
着
冷
静
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
限
度
を
超
え
て
実
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
逮
捕
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
時
期
、
方
法
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
は
、
逮
捕
を
行
う
た
め
必
要
な
態
勢
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
身
体
に
つ
い
て
凶
器
を
所
持
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
多
数
の
被
疑
者
を
同
時
に
逮
捕
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
個
々
の
被
疑
者
に
つ
い
て
、
人
相
、
体
格
そ
の
他
の
特
徴
、
そ
の
犯
罪
事
実
及
び
逮
捕
時
の
状
況
並
び
に
当
該
被
疑
者
と
証
拠
と
の
関
連
を
明
確
に
し
、
逮
捕
、
押
収
そ
の

他
の
処
分
に
関
す
る
書
類
の
作
成
、
取
調
べ
及
び
立
証
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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６
　
刑
訴
法
第
２
０
１
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
を
被
疑
者
に
示
す
と
き
は
、
当
該
逮
捕
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
に
係
る
個
人
特
定
事
項
（
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
個
人
特
定
事
項
を
い
う
。

第
１
８
９
条
第
３
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
被
疑
者
に
知
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
錠
の
使
用
）

第
１
２
７
条
　
逮
捕
し
た
被
疑
者
が
逃
亡
し
、
自
殺
し
、
又
は
暴
行
す
る
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
確
実
に
手
錠
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
手
錠
を
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

か苛
酷
に
わ
た
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
衆
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
連
行
及
び
護
送
）

第
１
２
８
条
　
逮
捕
し
た
被
疑
者
を
連
行
し
、
又
は
護
送
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
被
疑
者
が
逃
亡
し
、
罪
証
を
隠
滅
し
、
自
殺
し
、
又
は
こ
れ
を
奪
取
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
警
察
に
対
し
、
被
疑
者
の
仮
の
留
置
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
現
行
犯
人
を
受
け
取
つ
た
場
合
の
手
続
）

第
１
２
９
条
　
警
察
官
は
、
刑
訴
法
第
２
１
４
条
の
規
定
に
よ
り
現
行
犯
人
を
引
き
渡
す
者
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
こ
れ
を
受
け
取
り
、
逮
捕
者
の
氏
名
、
住
所
お
よ
び
逮
捕
の
事
由
を
聞
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
犯
人
を
受
け
取
つ
た
警
察
官
が
司
法
巡
査
で
あ
る
と
き
は
、
す
み
や
か
に
こ
れ
を
司
法
警
察
員
に
引
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
司
法
警
察
員
の
処
置
）

第
１
３
０
条
　
司
法
警
察
員
は
、
被
疑
者
を
逮
捕
し
、
又
は
逮
捕
さ
れ
た
被
疑
者
を
受
け
取
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
者
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
処
置
を
と
つ
た
後
、
被
疑
者
の
留
置
の
要
否
又
は
釈
放
に
つ
い
て
、
警
察
本
部
長
又

は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
犯
罪
事
実
の
要
旨
を
告
げ
る
こ
と
。

（
２
）
　
弁
護
人
を
選
任
で
き
る
旨
を
告
げ
る
こ
と
。

（
３
）
　
前
号
に
掲
げ
る
処
置
を
と
る
に
当
た
つ
て
、
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
（
弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
を
含
む
。
第
１
３
２
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
弁
護
士
会
を
指
定
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
申
し
出
る
こ
と
が

で
き
る
旨
及
び
そ
の
申
出
先
を
教
示
す
る
こ
と
。

（
４
）
　
弁
解
の
機
会
を
与
え
、
そ
の
結
果
を
弁
解
録
取
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
　
司
法
警
察
員
は
、
前
項
第
２
号
に
掲
げ
る
処
置
を
と
る
に
当
た
つ
て
は
、
被
疑
者
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
教
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
引
き
続
き
勾
留
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
貧
困
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自
ら
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
裁
判
官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
２
）
　
裁
判
官
に
対
し
て
弁
護
人
の
選
任
を
請
求
す
る
場
合
は
、
刑
訴
法
第
３
６
条
の
２
に
規
定
す
る
資
力
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（
３
）
　
被
疑
者
の
資
力
が
５
０
万
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
第
１
号
の
勾
留
の
請
求
を
受
け
た
裁
判
官
の
所
属
す
る
裁
判
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
の
管
轄
区
域
内
に
在
る
弁
護
士
会
に
弁
護
人
の
選
任

の
申
出
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

３
　
被
疑
者
が
留
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
留
置
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
司
法
警
察
員
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
、
直
ち
に
被
疑
者
の
釈
放
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４
　
被
疑
者
の
留
置
の
要
否
を
判
断
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
事
案
の
軽
重
及
び
態
様
並
び
に
逃
亡
、
罪
証
隠
滅
、
通
謀
等
捜
査
上
の
支
障
の
有
無
並
び
に
被
疑
者
の
年
齢
、
境
遇
、
健
康
そ
の
他
諸
般
の
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
指
掌
紋
の
採
取
、
照
会
等
）

第
１
３
１
条
　
逮
捕
し
た
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
引
致
後
速
や
か
に
、
指
掌
紋
を
採
取
し
、
写
真
そ
の
他
鑑
識
資
料
を
確
実
に
作
成
す
る
と
と
も
に
、
指
掌
紋
照
会
並
び
に
余
罪
及
び
指
名
手
配
の
有
無
を
照
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
取
調
べ
の
過
程
に
お
い
て
、
新
た
な
事
実
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
余
罪
及
び
指
名
手
配
の
有
無
を
照
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
弁
護
人
選
任
の
申
出
の
通
知
）

第
１
３
２
条
　
逮
捕
さ
れ
た
被
疑
者
が
弁
護
人
選
任
の
申
出
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
若
し
く
は
弁
護
士
会
又
は
父
兄
そ
の
他
の
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
た
と
き
は
、
弁
護
人
選
任
通
知
簿
（
別
記
様
式
第

１
４
号
）
に
記
載
し
て
、
そ
の
手
続
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
弁
護
人
の
選
任
）

第
１
３
３
条
　
弁
護
人
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
弁
護
人
と
連
署
し
た
選
任
届
を
当
該
被
疑
者
ま
た
は
刑
訴
法
第
３
０
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
独
立
し
て
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
か
ら
差
し
出
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
被
疑
者
の
弁
護
人
の
選
任
届
は
、
各
被
疑
者
に
つ
い
て
通
じ
て
３
人
を
こ
え
て
こ
れ
を
受
理
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
３
人
を
こ
え
て
弁
護
人
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
管
轄
地
方
裁
判
所
ま
た
は
簡
易
裁
判
所
の
許
可
が

あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
弁
護
人
の
選
任
に
当
つ
て
は
、
警
察
官
か
ら
特
定
の
弁
護
人
を
示
唆
し
、
ま
た
は
推
薦
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
弁
解
録
取
上
の
注
意
）

第
１
３
４
条
　
被
疑
者
の
弁
解
を
録
取
す
る
に
当
つ
て
、
そ
の
供
述
が
犯
罪
事
実
の
核
心
に
触
れ
る
等
弁
解
の
範
囲
外
に
わ
た
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
弁
解
録
取
書
に
記
載
す
る
こ
と
な
く
、
被
疑
者
供
述
調
書
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
遅
延
事
由
報
告
書
）

第
１
３
５
条
　
被
疑
者
の
身
柄
と
と
も
に
事
件
を
送
致
す
る
場
合
に
お
い
て
、
遠
隔
の
地
で
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
た
め
、
ま
た
は
逮
捕
し
た
被
疑
者
が
病
気
、
で
い
酔
等
に
よ
り
保
護
を
必
要
と
す
る
た
め
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
、
刑
訴
法
第
２
０
３
条
第
１
項
に
規
定
す
る
時
間
の
制
限
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
遅
延
事
由
報
告
書
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
送
致
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
手
続
書
）

第
１
３
６
条
　
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
と
き
は
、
逮
捕
の
年
月
日
時
、
場
所
、
逮
捕
時
の
状
況
、
証
拠
資
料
の
有
無
、
引
致
の
年
月
日
時
等
逮
捕
に
関
す
る
詳
細
を
記
載
し
た
逮
捕
手
続
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
被
疑
者
が
現
行
犯
人
で
あ
る
と
き
は
、
現
に
罪
を
行
い
、
も
し
く
は
現
に
罪
を
行
い
終
つ
た
と
認
め
ら
れ
た
状
況
、
ま
た
は
刑
訴
法
第
２
１
２
条
第
２
項
各
号
の
一
に
当
る
者
が
罪
を
行
い
終
つ
て
か
ら

間
が
な
い
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
た
状
況
を
逮
捕
手
続
書
に
具
体
的
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
引
き
当
た
り
捜
査
の
際
の
注
意
）

第
１
３
６
条
の
２
　
留
置
被
疑
者
を
同
行
さ
せ
て
警
察
施
設
の
外
に
お
い
て
行
わ
れ
る
実
況
見
分
そ
の
他
の
捜
査
は
、
あ
ら
か
じ
め
捜
査
主
任
官
が
留
置
主
任
官
と
協
議
し
て
作
成
し
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
承
認
を
受
け
た

計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
計
画
は
、
同
行
す
る
被
疑
者
、
日
時
、
場
所
及
び
行
程
、
当
該
捜
査
に
従
事
す
る
者
及
び
そ
の
任
務
分
担
、
被
疑
者
の
逃
亡
そ
の
他
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
留
意
す
べ
き
事
項
そ
の
他
捜
査
を
適
正
に
遂
行
し
、
及
び

事
故
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
捜
査
と
留
置
の
分
離
）

第
１
３
６
条
の
３
　
捜
査
員
は
、
自
ら
が
犯
罪
の
捜
査
に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
犯
罪
に
つ
い
て
留
置
さ
れ
て
い
る
被
留
置
者
に
係
る
留
置
業
務
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
６
章
　
捜
索
・
差
押
え
等

第
１
節
　
通
則

（
令
状
の
請
求
）

第
１
３
７
条
　
刑
訴
法
第
２
１
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
、
検
証
又
は
身
体
検
査
の
令
状
の
請
求
は
、
指
定
司
法
警
察
員
が
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、

他
の
司
法
警
察
員
が
請
求
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。

２
　
前
項
の
令
状
を
請
求
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
順
を
経
て
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
に
報
告
し
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
し
、
指
揮
を
受
け
る
い
と
ま
の
な
い
場
合
に
は
、
請
求
後
速
や
か

に
、
そ
の
旨
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第
１
項
の
令
状
を
請
求
し
た
と
き
は
、
令
状
等
請
求
簿
に
よ
り
、
請
求
の
手
続
、
発
付
後
の
状
況
等
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
状
請
求
の
際
の
注
意
）

第
１
３
８
条
　
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
、
検
証
又
は
身
体
検
査
の
令
状
を
請
求
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
捜
査
に
必
要
か
つ
十
分
な
範
囲
を
定
め
、
捜
索
す
べ
き
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
、
記

録
さ
せ
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
及
び
こ
れ
を
記
録
さ
せ
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者
、
検
証
す
べ
き
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物
又
は
検
査
す
べ
き
身
体
の
部
位
等
を
明
確
に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
刑
訴
法
第
２
１
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
差
押
え
の
令
状
を
請
求
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
電
子
計
算
機
に
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
て
い
る
記
録
媒
体
で
あ
つ
て
、
そ
の

電
磁
的
記
録
を
複
写
す
べ
き
も
の
の
範
囲
を
明
確
に
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
疎
明
資
料
）

第
１
３
９
条
　
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
、
検
証
又
は
身
体
検
査
の
令
状
を
請
求
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
被
疑
者
供
述
調
書
、
参
考
人
供
述
調
書
、
捜
査
報
告
書
そ
の
他
犯
罪
の
捜
査
の
た
め
当
該
処
分
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
を
疎
明
す
る
資
料
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
被
疑
者
以
外
の
者
の
身
体
、
物
又
は
住
居
そ
の
他
の
場
所
に
つ
い
て
、
捜
索
許
可
状
を
裁
判
官
に
請
求
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
の
存
在
を
認
め
る
に
足
り
る
状
況
が
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
資
料
を
添
え
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
郵
便
物
、
信
書
便
物
又
は
電
信
に
関
す
る
書
類
で
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
通
信
事
務
を
取
り
扱
う
者
が
保
管
し
、
又
は
所
持
す
る
も
の
（
被
疑
者
か
ら
発
し
、
又
は
被
疑
者
に
対
し
て
発
し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
差
押
許
可

状
を
裁
判
官
に
請
求
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
物
が
当
該
事
件
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
状
況
が
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
資
料
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
施
上
の
一
般
的
注
意
）

第
１
４
０
条
　
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
又
は
検
証
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
必
要
以
上
に
関
係
者
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
又
は
検
証
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
建
造
物
、
器
具
等
を
損
壊
し
、
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
を
乱
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
こ
れ
を
終
え
た
と
き
は
、
で
き
る
限
り
原
状
に
復
し
て
お
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
状
の
提
示
）

第
１
４
１
条
　
令
状
に
よ
り
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
、
検
証
又
は
身
体
検
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
処
分
を
受
け
る
者
に
対
し
て
、
令
状
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
つ
て
、
当
該
処
分
を
受
け
る
者
に
令
状
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
立
会
人
に
対
し
て
こ
れ
を
示
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
の
際
の
捜
索
等
）

第
１
４
２
条
　
被
疑
者
を
逮
捕
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
逮
捕
の
現
場
に
お
い
て
刑
訴
法
第
２
２
０
条
の
規
定
に
よ
る
捜
索
、
差
押
ま
た
は
検
証
を
行
い
、
捜
査
資
料
を
発
見
入
手
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
立
会
い
）

第
１
４
３
条
　
公
務
所
内
で
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
又
は
検
証
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
長
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
者
に
通
知
し
て
こ
れ
に
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
、
人
の
住
居
又
は
人
の
看
守
す
る
邸
宅
、
建
造
物
若
し
く
は
船
舶
内
で
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
又
は
検
証
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
住
居
主
若
し
く
は
看
守
者
又
は
こ
れ
ら
の

者
に
代
わ
る
べ
き
者
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
者
を
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
隣
人
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
刑
訴
法
第
２
２
０
条
の

規
定
に
よ
り
被
疑
者
を
捜
索
す
る
場
合
に
お
い
て
急
速
を
要
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
女
子
の
身
体
に
つ
い
て
捜
索
を
行
う
場
合
に
は
、
１
８
歳
以
上
の
女
子
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
女
子
の
身
体
を
検
査
す
る
場
合
に
は
、
医
師
又
は
１
８
歳
以
上
の
女
子
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
被
疑
者
等
の
立
会
い
）

第
１
４
４
条
　
捜
索
、
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
又
は
検
証
を
行
う
に
当
た
つ
て
捜
査
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係
者
を
立
ち
会
わ
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
常
に
こ
れ
ら
の
者
の
言
語
お
よ
び
挙
動
に
注
意
し
、
新
た
な
捜
査
資
料
を
入
手
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
節
　
捜
索

（
第
三
者
の
立
会
）

第
１
４
５
条
　
捜
索
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
公
務
所
内
ま
た
は
人
の
居
住
し
、
も
し
く
は
人
の
看
守
す
る
邸
宅
、
建
造
物
も
し
く
は
船
舶
内
以
外
の
場
所
で
こ
れ
を
行
う
場
合
に
も
、
な
る
べ
く
第
三
者
の
立
会
を
得
て
行
う
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
者
の
立
会
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
他
の
警
察
官
の
立
会
を
得
て
捜
索
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
捜
索
の
分
担
）

第
１
４
６
条
　
捜
索
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
捜
査
主
任
官
ま
た
は
こ
れ
に
代
る
べ
き
者
は
、
捜
索
す
べ
き
場
所
そ
の
他
に
つ
い
て
各
人
の
分
担
を
定
め
、
綿
密
周
到
に
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
執
行
中
の
退
去
お
よ
び
出
入
禁
止
）

第
１
４
７
条
　
捜
索
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
立
会
人
ま
た
は
特
に
許
可
を
受
け
た
者
以
外
の
者
は
、
そ
の
場
所
か
ら
退
去
さ
せ
、
お
よ
び
そ
の
場
所
に
出
入
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
そ
の
場
所
に
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
退
去
を
強
制
し
ま
た
は
看
守
者
を
附
し
て
、
捜
索
の
実
施
を
妨
げ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
必
要
な
限
度
を
こ
え
て
実
力
を
行
使
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
力
要
請
）

第
１
４
７
条
の
２
　
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
が
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
で
あ
つ
て
、
捜
索
を
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
刑
訴
法
第
２
２
２
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
１
１
条
の
２
の
規
定
に
基
づ

き
、
処
分
を
受
け
る
者
に
対
し
、
電
子
計
算
機
の
操
作
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
捜
索
中
止
の
場
合
の
処
置
）

第
１
４
８
条
　
捜
索
に
着
手
し
た
後
、
一
時
こ
れ
を
中
止
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
場
所
を
閉
鎖
し
、
ま
た
は
看
守
者
を
附
し
て
事
後
の
捜
索
の
続
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
索
調
書
）

第
１
４
９
条
　
捜
索
を
行
つ
た
場
合
は
、
捜
索
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
捜
索
調
書
（
被
疑
者
捜
索
調
書
を
含
む
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
捜
索
に
際
し
、
処
分
を
受
け
る
者
に
捜
索
許
可
状
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
、
立
会
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
、
又
は
女
子
の
身
体
に
つ
い
て
捜
索
を
行
う
場
合
に
急
速
を
要
し
、
１
８
歳
以
上
の
女
子
の

立
会
い
が
得
ら
れ
な
か
つ
た
と
き
は
、
捜
索
調
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
索
証
明
書
）

第
１
５
０
条
　
捜
索
を
し
た
結
果
、
証
拠
物
ま
た
は
没
収
す
べ
き
物
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
を
受
け
た
者
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
捜
索
証
明
書
を
作
成
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
３
節
　
差
押
え
及
び
記
録
命
令
付
差
押
え

（
領
置
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

第
１
５
１
条
　
第
１
０
９
条
（
任
意
提
出
物
の
領
置
）
第
１
項
後
段
、
第
２
項
及
び
第
３
項
並
び
に
第
１
１
０
条
第
２
項
か
ら
第
１
１
７
条
ま
で
（
遺
留
物
の
領
置
、
原
状
の
ま
ま
の
領
置
、
廃
棄
等
の
処
分
、
還
付
の
公
告
、
廃
棄
処

分
等
と
証
拠
と
の
関
係
、
調
査
職
員
へ
の
連
絡
、
領
置
物
の
還
付
等
の
相
手
方
の
調
査
、
領
置
調
書
へ
の
記
載
、
証
拠
物
件
保
存
簿
）
の
規
定
は
、
差
押
え
及
び
記
録
命
令
付
差
押
え
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
１
１
０
条
第
２
項
及
び
第
１
１
６
条
中
「
領
置
調
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
差
押
調
書
又
は
記
録
命
令
付
差
押
調
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
次
に
掲
げ
る
処
分
を
行
つ
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
を
受
け
た
者
に
対
し
て
も
押
収
品
目
録
交
付
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
刑
訴
法
第
２
２
２
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
１
０
条
の
２
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
つ
た
場
合

（
２
）
　
記
録
命
令
付
差
押
え
又
は
刑
訴
法
第
２
１
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
行
う
に
当
た
り
記
録
媒
体
を
警
察
官
が
用
意
し
た
場
合

（
捜
索
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
１
５
２
条
　
第
１
４
５
条
（
第
三
者
の
立
会
）
の
規
定
は
、
差
押
え
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
第
１
４
７
条
（
執
行
中
の
退
去
お
よ
び
出
入
禁
止
）
、
第
１
４
７
条
の
２
（
協
力
要
請
）
及
び
第
１
４
８
条
（
捜
索
中
止
の
場
合
の
処

置
）
の
規
定
は
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
捜
索
調
書
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
１
５
３
条
　
第
１
４
９
条
（
捜
索
調
書
）
第
２
項
の
規
定
は
、
差
押
調
書
又
は
記
録
命
令
付
差
押
調
書
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
に
緊
急
を
要
す
る
場
合
）

第
１
５
４
条
　
犯
罪
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
物
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
物
の
所
有
者
又
は
保
管
者
か
ら
任
意
の
提
出
を
受
け
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
物
に
対
す
る
差
押
許
可
状
の
発
付

を
請
求
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
隠
匿
、
散
逸
等
を
防
止
す
る
た
め
適
切
な
処
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
犯
罪
に
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
電
磁
的
記
録
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
の
所
有
者
若
し
く
は
保
管
者
又
は
そ
の
電
磁
的
記
録
を
保
管
す
る
者
そ
の
他
そ
の
電
磁
的
記
録
を
利
用
す
る

権
限
を
有
す
る
者
か
ら
そ
の
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
又
は
そ
の
電
磁
的
記
録
を
記
録
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
た
記
録
媒
体
に
つ
い
て
任
意
の
提
出
を
受
け
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
電
磁
的
記
録
に
係

る
記
録
媒
体
に
対
す
る
差
押
許
可
状
又
は
そ
の
電
磁
的
記
録
に
対
す
る
記
録
命
令
付
差
押
許
可
状
の
発
付
を
請
求
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
隠
匿
、
散
逸
等
を
防
止
す
る
た
め
適
切
な
処
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
交
付
又
は
複
写
の
許
可
）

第
１
５
４
条
の
２
　
差
押
物
に
つ
い
て
、
刑
訴
法
第
２
２
２
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
１
２
３
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
又
は
複
写
の
許
可
を
す
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
前
項
の
交
付
又
は
複
写
の
許
可
は
、
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
１
項
の
交
付
又
は
複
写
の
許
可
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
相
手
方
か
ら
交
付
請
書
又
は
複
写
電
磁
的
記
録
請
書
を
徴
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

４
　
差
押
え
を
受
け
た
者
が
第
１
項
の
交
付
又
は
複
写
の
許
可
を
受
け
る
権
利
を
放
棄
す
る
旨
の
意
思
を
表
示
し
た
場
合
は
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
権
利
放
棄
書
の
提
出
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
１
項
の
交
付
又
は
複
写
の
許
可
に
関
し
て
刑
訴
法
第
４
９
９
条
の
２
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
４
９
９
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
す
る
と
き
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

６
　
前
項
の
公
告
は
、
司
法
警
察
員
た
る
警
察
官
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
節
　
検
証

（
検
証
）

第
１
５
５
条
　
犯
罪
の
現
場
そ
の
他
の
場
所
、
身
体
ま
た
は
物
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
事
実
発
見
の
た
め
身
体
の
検
査
、
死
体
の
解
剖
、
墳
墓
の
発
掘
、
物
の
破
壊
そ
の
他
必
要
な
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
死
体
の
検
証
等
の
注
意
）

第
１
５
６
条
　
死
体
の
検
証
、
墳
墓
の
発
掘
等
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
礼
を
失
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
配
偶
者
、
直
系
の
親
族
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
、
そ
の
旨
を
通
知
し
、
な
る
べ
く
そ
の
立
会
を
得

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
死
体
の
被
服
、
附
着
物
、
墳
墓
内
の
埋
葬
物
等
で
捜
査
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
遺
族
か
ら
任
意
提
出
を
受
け
、
ま
た
は
差
押
許
可
状
に
よ
り
差
押
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
実
況
見
分
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
１
５
７
条
　
第
１
０
４
条
第
３
項
か
ら
第
１
０
６
条
ま
で
（
実
況
見
分
、
実
況
見
分
調
書
記
載
上
の
注
意
、
被
疑
者
の
供
述
に
基
づ
く
実
況
見
分
）
の
規
定
は
、
検
証
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
規
定
中
「
実
況
見
分
調
書
」
と
あ
る
の
は
「
検
証
調
書
又
は
身
体
検
査
調
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
検
証
を
行
う
場
合
に
お
い
て
他
の
処
分
と
同
時
に
身
体
の
検
査
を
す
る
と
き
は
、
別
に
身
体
検
査
調
書
を
作
成
す
る
こ
と
な
く
、
検
証
調
書
に
身
体
の
検
査
に
関
す
る
事
項
を
も
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
捜
索
に
関
す
る
規
定
の
準
用
等
）

第
１
５
８
条
　
第
１
４
５
条
（
第
三
者
の
立
会
）
、
第
１
４
７
条
（
執
行
中
の
退
去
お
よ
び
出
入
禁
止
）
、
第
１
４
７
条
の
２
（
協
力
要
請
）
、
第
１
４
８
条
（
捜
索
中
止
の
場
合
の
処
置
）
及
び
第
１
４
９
条
（
捜
索
調
書
）
第
１
項
の
規

定
は
検
証
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
第
１
４
９
条
（
捜
索
調
書
）
第
２
項
の
規
定
は
検
証
調
書
の
作
成
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
１
４
９
条
第
１
項
の
規
定
中
「
捜
索
調
書
」
と
あ
る
の
は
、
「
検

証
調
書
又
は
身
体
検
査
調
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
身
体
検
査
に
際
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
立
会
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
事
情
を
身
体
検
査
調
書
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
身
体
検
査
に
つ
い
て
の
注
意
）

第
１
５
９
条
　
身
体
検
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
刑
訴
法
第
２
１
８
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
官
の
付
し
た
条
件
を
厳
格
に
遵
守
す
る
ほ
か
、
性
別
、
年
齢
、
健
康
状
態
、
場
所
的
関
係
そ
の
他
諸
般
の
状
況
を
考
慮
し
て
こ
れ

を
受
け
る
者
の
名
誉
を
害
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
か
つ
、
穏
当
な
方
法
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
医
師
等
の
助
力
）

第
１
６
０
条
　
身
体
検
査
を
行
う
に
当
つ
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
医
師
そ
の
他
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
助
力
を
得
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
負
傷
者
の
身
体
検
査
）

第
１
６
１
条
　
負
傷
者
の
負
傷
部
位
に
つ
い
て
身
体
検
査
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
状
況
を
撮
影
等
に
よ
り
明
確
に
記
録
す
る
等
の
方
法
を
と
り
、
で
き
る
限
り
短
時
間
の
う
ち
に
終
了
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
身
体
検
査
拒
否
の
場
合
の
処
置
）

第
１
６
２
条
　
刑
訴
法
第
２
２
２
条
第
７
項
の
規
定
に
よ
り
、
正
当
の
理
由
が
な
く
身
体
検
査
を
拒
ん
だ
者
に
対
す
る
過
料
処
分
ま
た
は
そ
の
者
に
そ
の
拒
絶
に
よ
り
生
じ
た
費
用
の
賠
償
を
命
ず
べ
き
処
分
を
裁
判
所
に
請
求
す
る
に

は
、
過
料
処
分
等
請
求
書
を
作
成
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７
章
　
没
収
保
全
等
の
請
求

（
没
収
保
全
等
の
請
求
）

第
１
６
３
条
　
第
１
１
９
条
（
通
常
逮
捕
状
の
請
求
等
）
の
規
定
は
、
国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
３
年
法
律
第
９
４
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
麻
薬
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
１
９
条
第
３
項
、
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
５
年
法
律
第
４
７
号
）
第
３
５
条
第
３
項
及
び
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
１
１
年
法
律
第
１
３
６
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
」
と
い
う
。
）
第
２
３
条
第
１
項
の
没
収
保
全
（
麻
薬
特
例
法
第
１
９
条
第
１
項
、
不
正
競
争
防
止
法
第
３
５
条
第
１
項
及
び
組
織
的
犯

罪
処
罰
法
第
２
２
条
第
１
項
の
没
収
保
全
命
令
に
よ
る
処
分
の
禁
止
を
い
う
。
次
条
第
１
項
及
び
第
１
６
５
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
附
帯
保
全
（
麻
薬
特
例
法
第
１
９
条
第
２
項
、
不
正
競
争
防
止
法
第
３
５
条
第
２
項
及
び
組
織

的
犯
罪
処
罰
法
第
２
２
条
第
２
項
の
附
帯
保
全
命
令
に
よ
る
処
分
の
禁
止
を
い
う
。
次
条
第
２
項
及
び
第
１
６
５
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
没
収
保
全
等
の
請
求
の
疎
明
資
料
）

第
１
６
４
条
　
没
収
保
全
の
請
求
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
処
分
を
禁
止
す
べ
き
財
産
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
に
当
た
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
及
び
当
該
財
産
を
没
収
す
る

た
め
没
収
保
全
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
被
疑
者
調
書
、
参
考
人
調
書
、
捜
査
報
告
書
等
の
資
料
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
附
帯
保
全
の
請
求
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
処
分
を
禁
止
す
べ
き
権
利
が
そ
の
上
に
存
在
す
る
財
産
の
没
収
に
よ
り
当
該
権
利
が
消
滅
す
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
り
当
該
財
産
を
没
収
す
る
た
め
附
帯
保
全
を

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
又
は
当
該
権
利
が
仮
装
の
も
の
で
あ
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
を
疎
明
す
る
被
疑
者
調
書
、
参
考
人
調
書
、
捜
査
報
告
書
等
の
資
料
を
添
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
没
収
保
全
等
請
求
簿
）

第
１
６
５
条
　
没
収
保
全
又
は
附
帯
保
全
の
請
求
を
し
た
と
き
は
、
没
収
保
全
等
請
求
簿
（
別
記
様
式
第
１
５
号
）
に
よ
り
請
求
の
手
続
、
関
係
書
類
の
送
付
月
日
等
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
８
章
　
取
調
べ

（
取
調
べ
の
心
構
え
）

第
１
６
６
条
　
取
調
べ
に
当
た
つ
て
は
、
予
断
を
排
し
、
被
疑
者
そ
の
他
関
係
者
の
供
述
、
弁
解
等
の
内
容
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
真
実
の
発
見
を
目
標
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
調
べ
に
お
け
る
留
意
事
項
）

第
１
６
７
条
　
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
被
疑
者
の
動
静
に
注
意
を
払
い
、
被
疑
者
の
逃
亡
及
び
自
殺
そ
の
他
の
事
故
を
防
止
す
る
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
事
前
に
相
手
方
の
年
令
、
性
別
、
境
遇
、
性
格
等
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
取
調
べ
に
当
た
つ
て
は
、
冷
静
を
保
ち
、
感
情
に
は
し
る
こ
と
な
く
、
被
疑
者
の
利
益
と
な
る
べ
き
事
情
を
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
取
調
べ
に
当
た
つ
て
は
、
言
動
に
注
意
し
、
相
手
方
の
年
令
、
性
別
、
境
遇
、
性
格
等
に
応
じ
、
そ
の
者
に
ふ
さ
わ
し
い
取
扱
い
を
す
る
等
そ
の
心
情
を
理
解
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
警
察
官
は
、
常
に
相
手
方
の
特
性
に
応
じ
た
取
調
べ
方
法
の
習
得
に
努
め
、
取
調
べ
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
者
の
特
性
に
応
じ
た
方
法
を
用
い
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
任
意
性
の
確
保
）

第
１
６
８
条
　
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
強
制
、
拷
問
、
脅
迫
そ
の
他
供
述
の
任
意
性
に
つ
い
て
疑
念
を
い
だ
か
れ
る
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
自
己
が
期
待
し
、
又
は
希
望
す
る
供
述
を
相
手
方
に
示
唆
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
、
み
だ
り
に
供
述
を
誘
導
し
、
供
述
の
代
償
と
し
て
利
益
を
供
与
す
べ
き
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
他
供
述
の
真

実
性
を
失
わ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
法
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

３
　
取
調
べ
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
深
夜
に
又
は
長
時
間
に
わ
た
り
行
う
こ
と
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
午
後
１
０
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
の
間
に
、
又
は
１
日
に
つ
き
８
時
間

を
超
え
て
、
被
疑
者
の
取
調
べ
を
行
う
と
き
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
取
調
べ
に
お
け
る
留
意
事
項
）

第
１
６
８
条
の
２
　
精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
者
の
特
性
を
十
分
に
理
解
し
、
取
調
べ
を
行
う
時
間
や
場
所
等
に
つ
い
て
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
供
述
の
任
意
性
に
疑
念
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
の
障
害
の
程
度
等
を
踏
ま
え
、
適
切
な
方
法
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
己
の
意
思
に
反
し
て
供
述
を
す
る
必
要
が
な
い
旨
の
告
知
）

第
１
６
９
条
　
被
疑
者
の
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
自
己
の
意
思
に
反
し
て
供
述
す
る
必
要
が
な
い
旨
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
告
知
は
、
取
調
べ
が
相
当
期
間
中
断
し
た
後
再
び
こ
れ
を
開
始
す
る
場
合
又
は
取
調
べ
警
察
官
が
交
代
し
た
場
合
に
は
、
改
め
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
共
犯
者
の
取
調
べ
）

第
１
７
０
条
　
共
犯
者
の
取
調
べ
は
、
な
る
べ
く
各
別
に
行
つ
て
、
通
謀
を
防
ぎ
、
か
つ
、
み
だ
り
に
供
述
の
符
合
を
図
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
り
、
対
質
尋
問
を
行
う
場
合
に
は
、
特
に
慎
重
を
期
し
、
一
方
が
他
方
の
威
圧
を
受
け
る
等
の
こ
と
が
な
い
よ
う
そ
の
時
期
及
び
方
法
を
誤
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
拠
物
の
呈
示
）

第
１
７
１
条
　
捜
査
上
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
証
拠
物
を
被
疑
者
に
示
す
と
き
は
、
そ
の
時
期
及
び
方
法
に
適
切
を
期
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
際
に
お
け
る
被
疑
者
の
供
述
を
調
書
に
記
載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
臨
床
の
取
調
べ
）

第
１
７
２
条
　
相
手
方
の
現
在
す
る
場
所
で
臨
床
の
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
相
手
方
の
健
康
状
態
に
十
分
の
考
慮
を
払
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
捜
査
に
重
大
な
支
障
の
な
い
限
り
、
家
族
、
医
師
そ
の
他
適
当
な
者
を
立
ち
会

わ
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
裏
付
け
捜
査
及
び
供
述
の
吟
味
の
必
要
）

第
１
７
３
条
　
取
調
べ
に
よ
り
被
疑
者
の
供
述
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
供
述
が
被
疑
者
に
不
利
な
供
述
で
あ
る
と
有
利
な
供
述
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
直
ち
に
そ
の
供
述
の
真
実
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
捜
査
を
行
い
、
物
的
証

拠
、
情
況
証
拠
そ
の
他
必
要
な
証
拠
資
料
を
収
集
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
被
疑
者
の
供
述
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
収
集
し
た
証
拠
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
収
集
し
た
証
拠
を
踏
ま
え
、
客
観
的
事
実
と
符
合
す
る
か
ど
う
か
、
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
等
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、
そ
の
真
実
性
に
つ

い
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
伝
聞
供
述
の
排
除
）

第
１
７
４
条
　
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
被
疑
者
以
外
の
関
係
者
を
取
り
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
、
そ
の
事
実
を
直
接
に
経
験
し
た
者
か
ら
供
述
を
求
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
重
要
な
事
項
に
係
る
も
の
で
伝
聞
に
わ
た
る
供
述
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
直
接
に
経
験
し
た
者
に
つ
い
て
、
更
に
取
調
べ
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
述
者
の
死
亡
等
に
備
え
る
処
置
）

第
１
７
５
条
　
被
疑
者
以
外
の
者
を
取
り
調
べ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
が
死
亡
、
精
神
又
は
身
体
の
故
障
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
公
判
準
備
又
は
公
判
期
日
に
お
い
て
供
述
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
そ

の
供
述
が
犯
罪
事
実
の
存
否
の
証
明
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
捜
査
に
支
障
の
な
い
限
り
被
疑
者
、
弁
護
人
そ
の
他
適
当
な
者
を
取
調
べ
に
立
ち
会
わ
せ
、
又
は
検
察
官
に
よ
る
取
調
べ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

連
絡
す
る
等
の
配
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
人
尋
問
請
求
に
つ
い
て
の
連
絡
）

第
１
７
６
条
　
刑
訴
法
第
２
２
６
条
又
は
同
法
第
２
２
７
条
の
規
定
に
よ
る
証
人
尋
問
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
証
人
尋
問
請
求
方
連
絡
書
に
、
同
法
第
２
２
６
条
又
は
同
法
第
２
２
７
条
に
規
定
す
る
理
由
が
あ
る
こ

と
を
疎
明
す
べ
き
資
料
を
添
え
て
、
検
察
官
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
証
明
す
べ
き
事
実
及
び
尋
問
す
べ
き
事
項
は
、
特
に
具
体
的
か
つ
明
瞭
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
供
述
調
書
）

第
１
７
７
条
　
取
調
べ
を
行
つ
た
と
き
は
、
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
被
疑
者
供
述
調
書
又
は
参
考
人
供
述
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
、
手
記
、
上
申
書
、
始
末
書
等
の
書
面
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
疑
者
供
述
調
書
又
は
参
考
人
供
述
調
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
供
述
調
書
の
記
載
事
項
）

第
１
７
８
条
　
被
疑
者
供
述
調
書
に
は
、
お
お
む
ね
次
の
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
本
籍
、
住
居
、
職
業
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
及
び
出
生
地
（
被
疑
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
名
称
又
は
商
号
、
主
た
る
事
務
所
又
は
本
店
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
居
、
被
疑
者
が
法
人
で
な
い
団
体
で

あ
る
と
き
は
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
、
管
理
人
又
は
主
幹
者
の
氏
名
及
び
住
居
）

（
２
）
　
旧
氏
名
、
変
名
、
偽
名
、
通
称
及
び
あ
だ
名

（
３
）
　
位
記
、
勲
章
、
褒
賞
、
記
章
、
恩
給
又
は
年
金
の
有
無
（
も
し
あ
る
と
き
は
、
そ
の
種
類
及
び
等
級
）

（
４
）
　
前
科
の
有
無
（
も
し
あ
る
と
き
は
、
そ
の
罪
名
、
刑
名
、
刑
期
、
罰
金
又
は
科
料
の
金
額
、
刑
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
及
び
保
護
観
察
に
付
さ
れ
た
こ
と
の
有
無
、
犯
罪
事
実
の
概
要
並
び
に
裁
判
を
し
た
裁
判
所
の
名
称
及

び
そ
の
年
月
日
）

（
５
）
　
刑
の
執
行
停
止
、
仮
釈
放
、
仮
出
所
、
恩
赦
に
よ
る
刑
の
減
免
又
は
刑
の
消
滅
の
有
無

（
６
）
　
起
訴
猶
予
又
は
微
罪
処
分
の
有
無
（
も
し
あ
る
と
き
は
、
犯
罪
事
実
の
概
要
、
処
分
を
し
た
庁
名
及
び
処
分
年
月
日
）

（
７
）
　
保
護
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
有
無
（
も
し
あ
る
と
き
は
、
そ
の
処
分
の
内
容
、
処
分
を
し
た
庁
名
及
び
処
分
年
月
日
）

（
８
）
　
現
に
他
の
警
察
署
そ
の
他
の
捜
査
機
関
に
お
い
て
捜
査
中
の
事
件
の
有
無
（
も
し
あ
る
と
き
は
、
そ
の
罪
名
、
犯
罪
事
実
の
概
要
及
び
当
該
捜
査
機
関
の
名
称
）

（
９
）
　
現
に
裁
判
所
に
係
属
中
の
事
件
の
有
無
（
も
し
あ
る
と
き
は
、
そ
の
罪
名
、
犯
罪
事
実
の
概
要
、
起
訴
の
年
月
日
及
び
当
該
裁
判
所
の
名
称
）

（
１
０
）
　
学
歴
、
経
歴
、
資
産
、
家
族
、
生
活
状
態
及
び
交
友
関
係

（
１
１
）
　
被
害
者
と
の
親
族
又
は
同
居
関
係
の
有
無
（
も
し
親
族
関
係
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
続
柄
）

（
１
２
）
　
犯
罪
の
年
月
日
時
、
場
所
、
方
法
、
動
機
又
は
原
因
並
び
に
犯
行
の
状
況
、
被
害
の
状
況
及
び
犯
罪
後
の
行
動

（
１
３
）
　
盗
品
等
に
関
す
る
罪
の
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
本
犯
と
親
族
又
は
同
居
の
関
係
の
有
無
（
も
し
親
族
関
係
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
続
柄
）

（
１
４
）
　
犯
行
後
、
国
外
に
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
始
期
及
び
終
期

（
１
５
）
　
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
又
は
保
佐
人
の
氏
名
及
び
住
居
（
法
定
代
理
人
又
は
保
佐
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
名
称
又
は
商
号
、
主
た
る
事
務
所
又
は
本
店
の
所
在

地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
居
）

２
　
参
考
人
供
述
調
書
に
つ
い
て
は
、
捜
査
上
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
被
疑
者
と
の
関
係
を
も
記
載
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
刑
訴
法
第
６
０
条
の
勾
留
の
原
因
た
る
べ
き
事
項
又
は
同
法
第
８
９
条
に
規
定
す
る
保
釈
に
関
し
除
外
理
由
た
る
べ
き
事
項
が
あ
る
と
き
は
、
被
疑
者
供
述
調
書
又
は
参
考
人
供
述
調
書
に
、
そ
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
述
調
書
作
成
に
つ
い
て
の
注
意
）

第
１
７
９
条
　
供
述
調
書
を
作
成
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
形
式
に
流
れ
る
こ
と
な
く
、
推
測
又
は
誇
張
を
排
除
し
、
不
必
要
な
重
複
又
は
冗
長
な
記
載
は
避
け
、
分
か
り
や
す
い
表
現
を
用
い
る
こ
と
。

（
２
）
　
犯
意
、
着
手
の
方
法
、
実
行
行
為
の
態
様
、
未
遂
既
遂
の
別
、
共
謀
の
事
実
等
犯
罪
構
成
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
特
に
明
確
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、
事
件
の
性
質
に
応
じ
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
主
題

ご
と
又
は
場
面
ご
と
の
供
述
調
書
を
作
成
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
う
こ
と
。

（
３
）
　
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
問
答
の
形
式
を
と
り
、
又
は
供
述
者
の
供
述
す
る
際
の
態
度
を
記
入
し
、
供
述
の
内
容
の
み
な
ら
ず
供
述
し
た
と
き
の
状
況
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
４
）
　
供
述
者
が
略
語
、
方
言
、
隠
語
等
を
用
い
た
場
合
に
お
い
て
、
供
述
の
真
実
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
、
適
当
な
注
を
付
し
て
お
く
等
の
方
法
を
講
ず
る
こ
と
。

２
　
供
述
を
録
取
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
供
述
者
に
閲
覧
さ
せ
、
又
は
供
述
者
が
明
ら
か
に
こ
れ
を
聞
き
取
り
得
る
よ
う
に
読
み
聞
か
せ
る
と
と
も
に
、
供
述
者
に
対
し
て
増
減
変
更
を
申
し
立
て
る
機
会
を
十
分
に
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
被
疑
者
の
供
述
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
被
疑
者
が
調
書
（
司
法
警
察
職
員
捜
査
書
類
基
本
書
式
例
に
よ
る
調
書
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
毎
葉
の
記
載
内
容
を
確
認
し

た
と
き
は
、
そ
れ
を
証
す
る
た
め
調
書
毎
葉
の
欄
外
に
署
名
又
は
押
印
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
補
助
者
及
び
立
会
人
の
署
名
押
印
）

第
１
８
０
条
　
供
述
調
書
の
作
成
に
当
た
つ
て
は
、
警
察
官
そ
の
他
適
当
な
者
に
記
録
そ
の
他
の
補
助
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
供
述
調
書
に
補
助
を
し
た
者
の
署
名
押
印
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
弁
護
人
そ
の
他
適
当
と
認
め
ら
れ
る
者
を
立
ち
会
わ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
供
述
調
書
に
立
会
人
の
署
名
押
印
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
署
名
押
印
不
能
の
場
合
の
処
置
）

第
１
８
１
条
　
供
述
者
が
、
供
述
調
書
に
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
警
察
官
が
代
筆
し
、
押
印
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
指
印
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
警
察
官
が
代
筆
し
た
と
き
は
、
そ
の
警
察
官
が
代
筆
し
た
理
由
を
記
載
し
て
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
供
述
者
が
供
述
調
書
に
署
名
又
は
押
印
を
拒
否
し
た
と
き
は
、
警
察
官
が
そ
の
旨
を
記
載
し
て
署
名
押
印
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
訳
及
び
翻
訳
の
場
合
の
処
置
）

第
１
８
２
条
　
捜
査
上
の
必
要
に
よ
り
、
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
通
訳
人
を
介
し
て
取
調
べ
を
行
つ
た
と
き
は
、
供
述
調
書
に
、
そ
の
旨
及
び
通
訳
人
を
介
し
て
当
該
供
述
調
書
を
読
み
聞
か
せ
た
旨
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
通
訳
人

の
署
名
押
印
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
捜
査
上
の
必
要
に
よ
り
、
学
識
経
験
者
そ
の
他
の
翻
訳
人
に
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
提
出
し
た
書
面
そ
の
他
の
捜
査
資
料
た
る
書
面
を
翻
訳
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
翻
訳
文
を
記
載
し
た
書
面
に
翻
訳
人
の
署
名
押
印
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
取
調
べ
状
況
報
告
書
等
）

第
１
８
２
条
の
２
　
被
疑
者
又
は
被
告
人
を
取
調
べ
室
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
場
所
に
お
い
て
取
り
調
べ
た
と
き
（
当
該
取
調
べ
に
係
る
事
件
が
、
第
１
９
８
条
の
規
定
に
よ
り
送
致
し
な
い
事
件
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当

該
取
調
べ
を
行
つ
た
日
（
当
該
日
の
翌
日
の
午
前
零
時
以
降
ま
で
継
続
し
て
取
調
べ
を
行
つ
た
と
き
は
、
当
該
翌
日
の
午
前
零
時
か
ら
当
該
取
調
べ
が
終
了
す
る
ま
で
の
時
間
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
速
や
か
に

取
調
べ
状
況
報
告
書
（
別
記
様
式
第
１
６
号
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
逮
捕
又
は
勾
留
（
少
年
法
（
昭
和
２
３
年
法
律
第
１
６
８
号
）
第
４
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
基
づ
く
同
法
第
１
７
条
第
１
項
の
措
置
を
含
む
。
）
に
よ
り
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
又

は
被
告
人
に
つ
い
て
、
当
該
逮
捕
又
は
勾
留
の
理
由
と
な
つ
て
い
る
犯
罪
事
実
以
外
の
犯
罪
に
係
る
被
疑
者
供
述
調
書
を
作
成
し
た
と
き
は
、
取
調
べ
状
況
報
告
書
に
加
え
、
当
該
取
調
べ
を
行
つ
た
日
ご
と
に
、
速
や
か
に
余
罪
関

係
報
告
書
（
別
記
様
式
第
１
７
号
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
取
調
べ
状
況
報
告
書
及
び
余
罪
関
係
報
告
書
を
作
成
し
た
場
合
に
お
い
て
、
被
疑
者
又
は
被
告
人
が
そ
の
記
載
内
容
を
確
認
し
た
と
き
は
、
そ
れ
を
証
す
る
た
め
当
該
取
調
べ
状
況
報
告
書
及
び
余
罪
関
係
報
告
書
の
確
認
欄
に
署

名
押
印
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
１
８
１
条
の
規
定
は
、
前
項
の
署
名
押
印
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
３
項
中
「
そ
の
旨
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
取
調
べ
等
の
録
音
・
録
画
）

第
１
８
２
条
の
３
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
件
に
つ
い
て
、
逮
捕
若
し
く
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
の
取
調
べ
を
行
う
と
き
又
は
被
疑
者
に
対
し
弁
解
の
機
会
を
与
え
る
と
き
は
、
刑
訴
法
第
３
０
１
条
の
２
第
４
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
取
調
べ
等
の
録
音
・
録
画
（
取
調
べ
又
は
弁
解
の
機
会
に
お
け
る
被
疑
者
の
供
述
及
び
そ
の
状
況
を
録
音
及
び
録
画
を
同
時
に
行
う
方
法
に
よ
り
記
録
媒
体
に
記
録
す
る
こ
と
を
い
う
。

次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
死
刑
又
は
無
期
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
に
係
る
事
件

（
２
）
　
短
期
１
年
以
上
の
有
期
の
懲
役
又
は
禁
錮
に
当
た
る
罪
で
あ
つ
て
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
を
死
亡
さ
せ
た
も
の
に
係
る
事
件

２
　
逮
捕
又
は
勾
留
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
が
精
神
に
障
害
を
有
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
被
疑
者
の
取
調
べ
を
行
う
と
き
又
は
被
疑
者
に
対
し
弁
解
の
機
会
を
与
え
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
取
調
べ
等
の
録
音
・
録
画
を
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
録
音
・
録
画
状
況
報
告
書
）

第
１
８
２
条
の
４
　
取
調
べ
等
の
録
音
・
録
画
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
録
音
・
録
画
状
況
報
告
書
（
別
記
様
式
第
１
８
号
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
調
べ
室
の
構
造
及
び
設
備
の
基
準
）

第
１
８
２
条
の
５
　
取
調
べ
室
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
扉
を
片
側
内
開
き
と
す
る
な
ど
被
疑
者
の
逃
走
及
び
自
殺
そ
の
他
の
事
故
の
防
止
に
適
当
な
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

（
２
）
　
外
部
か
ら
取
調
べ
室
内
が
容
易
に
望
見
さ
れ
な
い
よ
う
な
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

（
３
）
　
透
視
鏡
を
備
え
付
け
る
な
ど
取
調
べ
状
況
の
把
握
の
た
め
の
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

（
４
）
　
適
当
な
換
気
、
照
明
及
び
防
音
の
た
め
の
設
備
を
設
け
る
な
ど
適
切
な
環
境
で
被
疑
者
が
取
調
べ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
及
び
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

（
５
）
　
取
調
べ
警
察
官
、
被
疑
者
そ
の
他
関
係
者
の
数
及
び
必
要
な
設
備
に
応
じ
た
適
当
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。

第
９
章
　
証
拠
収
集
等
へ
の
協
力
及
び
訴
追
に
関
す
る
合
意

（
検
察
官
と
の
協
議
等
に
お
け
る
本
部
長
の
指
揮
）

第
１
８
２
条
の
６
　
司
法
警
察
員
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
順
を
経
て
警
察
本
部
長
に
報
告
し
、
そ
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
刑
訴
法
第
３
５
０
条
の
６
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
検
察
官
と
の
協
議

（
２
）
　
刑
訴
法
第
３
５
０
条
の
６
第
２
項
に
規
定
す
る
同
法
第
３
５
０
条
の
４
の
協
議
に
お
け
る
必
要
な
行
為

（
供
述
の
求
め
）

第
１
８
２
条
の
７
　
刑
訴
法
第
３
５
０
条
の
６
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
供
述
の
求
め
は
、
取
調
べ
と
明
確
に
区
別
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
０
章
　
鑑
識

（
鑑
識
の
心
構
え
）

第
１
８
３
条
　
鑑
識
は
、
予
断
を
排
除
し
、
先
入
観
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
客
観
的
に
事
実
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
鑑
識
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
周
密
を
旨
と
し
、
微
細
な
点
に
至
る
ま
で
看
過
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
鑑
識
の
対
象
と
な
つ
た
捜
査
資
料
が
、
公
判
審
理
に
お
い
て
証
明
力

を
保
持
し
得
る
よ
う
に
処
置
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
識
基
礎
資
料
の
収
集
）

第
１
８
４
条
　
捜
査
資
料
に
つ
い
て
迅
速
正
確
な
鑑
識
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
自
動
車
塗
膜
、
農
薬
、
医
薬
品
そ
の
他
品
質
、
形
状
、
商
標
等
に
よ
つ
て
分
類
す
る
こ
と
の
で
き
る
物
件
で
必
要
な

も
の
を
収
集
し
、
鑑
識
基
礎
資
料
と
し
て
分
類
保
存
し
て
お
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
識
資
料
送
付
上
の
注
意
）

第
１
８
５
条
　
鑑
識
の
た
め
捜
査
資
料
を
送
付
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
変
形
、
変
質
、
滅
失
、
散
逸
、
混
合
等
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
郵
送
の
場
合
に
は
、
そ
の
外
装
、
容
器
等
に
つ
き
細
心
の
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
直
接
持
参
す
る
等
の
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
重
要
な
鑑
識
資
料
の
受
渡
し
に
当
た
つ
て
は
、
相
互
に
、
資
料
の
名
称
、
個
数
、
受
渡
年
月
日
及
び
受
渡
人
氏
名
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
再
鑑
識
の
た
め
の
考
慮
）

第
１
８
６
条
　
血
液
、
精
液
、
だ
液
、
臓
器
、
毛
髪
、
薬
品
、
爆
発
物
等
の
鑑
識
に
当
た
つ
て
は
、
な
る
べ
く
そ
の
全
部
を
用
い
る
こ
と
な
く
一
部
を
も
つ
て
行
い
、
残
部
は
保
存
し
て
お
く
等
再
鑑
識
の
た
め
の
考
慮
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
定
の
嘱
託
）

第
１
８
７
条
　
捜
査
の
た
め
、
死
体
の
解
剖
、
指
掌
紋
又
は
筆
跡
の
鑑
別
、
電
子
情
報
処
理
組
織
及
び
電
磁
的
記
録
の
解
析
等
専
門
的
知
識
を
要
す
る
鑑
定
を
科
学
警
察
研
究
所
そ
の
他
の
犯
罪
鑑
識
機
関
又
は
適
当
な
学
識
経
験
者
に

嘱
託
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
定
嘱
託
書
）

第
１
８
８
条
　
鑑
定
を
嘱
託
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
鑑
定
嘱
託
書
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
具
し
て
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
事
件
名

（
２
）
　
鑑
定
資
料
の
名
称
及
び
個
数

（
３
）
　
鑑
定
事
項

（
４
）
　
当
該
鑑
定
に
参
考
と
な
る
べ
き
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
犯
罪
の
年
月
日
時

ロ
　
犯
罪
の
場
所

ハ
　
被
疑
者
の
住
居
、
氏
名
、
年
齢
及
び
性
別

ニ
　
鑑
定
資
料
の
採
取
年
月
日
及
び
採
取
時
の
状
態

ホ
　
事
件
内
容
の
概
要
そ
の
他
参
考
事
項

２
　
鑑
定
嘱
託
書
に
前
項
第
４
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
鑑
定
人
に
予
断
又
は
偏
見
を
生
ぜ
し
め
な
い
た
め
当
該
鑑
定
に
必
要
な
範
囲
に
と
ど
め
る
こ
と
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
鑑
定
嘱
託
書
中
に
鑑

定
人
に
予
断
又
は
偏
見
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
事
項
を
記
載
し
て
は
な
ら
な
い
。
当
該
事
件
に
つ
い
て
口
頭
で
必
要
な
説
明
を
加
え
る
場
合
も
ま
た
同
様
と
す
る
。

（
鑑
定
処
分
許
可
状
及
び
鑑
定
留
置
）

第
１
８
９
条
　
鑑
定
の
た
め
、
人
の
住
居
又
は
人
の
看
守
す
る
邸
宅
、
建
造
物
若
し
く
は
船
舶
内
に
入
り
、
身
体
を
検
査
し
、
死
体
を
解
剖
し
、
墳
墓
を
発
掘
し
、
又
は
物
を
破
壊
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
鑑
定
処
分
許
可
状
の
発

付
を
受
け
、
こ
れ
を
鑑
定
人
に
交
付
し
て
鑑
定
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
被
疑
者
の
心
神
又
は
身
体
に
関
す
る
鑑
定
を
嘱
託
す
る
場
合
に
お
い
て
、
鑑
定
留
置
の
処
分
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
裁
判
官
に
そ
の
処
分
を
請
求
し
て
鑑
定
留
置
状
の
発
付
を
受
け
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
病
院
そ
の
他
鑑
定
留
置

状
所
定
の
場
所
に
被
疑
者
を
留
置
し
て
鑑
定
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
刑
訴
法
第
２
０
１
条
の
２
第
１
項
第
１
号
又
は
第
２
号
に
掲
げ
る
者
の
個
人
特
定
事
項
に
つ
い
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
鑑
定
留
置
の
処
分
の
請
求
と
同
時
に
、
裁
判
官
に
対
し
、
同
法
第
２
２
４

条
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
２
０
７
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
鑑
定
留
置
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
を
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
鑑
定
留
置
状
に
記
載
さ
れ
た
定
め
ら
れ
た
期
間
を
延
長
し
、
又
は
短
縮
し
て
鑑
定
留
置
の
処
分
を
行
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
き
は
、
裁
判
官
に
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
第
１
３
７
条
（
令
状
の
請
求
）
の
規
定
は
、
鑑
定
処
分
の
許
可
の
請
求
、
鑑
定
留
置
の
処
分
の
請
求
、
鑑
定
留
置
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
の
請
求
及
び
鑑
定
留
置
期
間
の
延
長
又
は
短
縮
の
請
求
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
鑑
定
留
置
の
際
の
注
意
）

第
１
９
０
条
　
鑑
定
留
置
状
に
よ
り
被
疑
者
を
病
院
そ
の
他
の
場
所
に
留
置
し
た
場
合
に
は
、
当
該
病
院
そ
の
他
の
場
所
の
管
理
者
と
緊
密
な
連
絡
を
取
り
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
看
守
者
を
付
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
等
被
疑

者
の
自
殺
、
逃
亡
そ
の
他
の
事
故
を
防
止
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
定
人
に
対
す
る
便
宜
供
与
）

第
１
９
１
条
　
鑑
定
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
鑑
定
人
に
書
類
及
び
証
拠
物
を
閲
覧
若
し
く
は
謄
写
さ
せ
、
被
疑
者
そ
の
他
関
係
者
の
取
調
べ
に
立
ち
会
わ
せ
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
質
問
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
鑑
定
書
）

第
１
９
２
条
　
鑑
定
を
嘱
託
す
る
場
合
に
は
、
鑑
定
人
か
ら
、
鑑
定
の
日
時
、
場
所
、
経
過
及
び
結
果
を
関
係
者
に
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
簡
潔
平
明
に
記
載
し
た
鑑
定
書
の
提
出
を
求
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
鑑
定
の
経
過
及
び
結
果
が
簡
単
で
あ
る
と
き
は
、
鑑
定
人
か
ら
口
頭
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
供
述
調
書
を
作
成
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
鑑
定
人
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
共
同
の
鑑
定
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
鑑
定
書
の
記
載
に
不
明
又
は
不
備
の
点
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
補
充
す
る
書
面
の
提
出
を
求
め
て
鑑
定
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
１
章
　
送
致
及
び
送
付

（
送
致
及
び
送
付
の
指
揮
）

第
１
９
３
条
　
捜
査
を
行
つ
た
事
件
に
つ
い
て
送
致
又
は
送
付
の
手
続
を
と
る
に
当
た
つ
て
は
、
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
の
指
揮
を
受
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
連
事
件
の
送
致
及
び
送
付
）

第
１
９
４
条
　
第
１
２
章
（
少
年
事
件
に
関
す
る
特
則
）
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
関
連
す
る
事
件
は
、
原
則
と
し
て
、
一
括
し
て
送
致
又
は
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
送
致
書
及
び
送
付
書
）

第
１
９
５
条
　
事
件
を
送
致
又
は
送
付
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
犯
罪
の
事
実
及
び
情
状
等
に
関
す
る
意
見
を
付
し
た
送
致
書
又
は
送
付
書
を
作
成
し
、
関
係
書
類
及
び
証
拠
物
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
送
致
又
は
送
付
後
の
捜
査
と
追
送
）

第
１
９
６
条
　
警
察
官
は
、
事
件
の
送
致
又
は
送
付
後
に
お
い
て
も
、
常
に
そ
の
事
件
に
注
意
し
、
新
た
な
証
拠
の
収
集
及
び
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
の
発
見
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
事
件
の
送
致
又
は
送
付
後
に
お
い
て
、
新
た
な
証
拠
物
そ
の
他
の
資
料
を
入
手
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
追
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
余
罪
の
追
送
致
（
付
）
）

第
１
９
７
条
　
事
件
の
送
致
又
は
送
付
後
に
お
い
て
、
当
該
事
件
に
係
る
被
疑
者
に
つ
き
、
余
罪
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
検
察
官
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
そ
の
捜
査
を
行
い
、
こ
れ
を
追
送
致
（
付
）
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
微
罪
処
分
が
で
き
る
場
合
）

第
１
９
８
条
　
捜
査
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
犯
罪
事
実
が
極
め
て
軽
微
で
あ
り
、
か
つ
、
検
察
官
か
ら
送
致
の
手
続
を
と
る
必
要
が
な
い
と
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
送
致
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
微
罪
処
分
の
報
告
）

第
１
９
９
条
　
前
条
の
規
定
に
よ
り
送
致
し
な
い
事
件
に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
理
年
月
日
、
被
疑
者
の
氏
名
、
年
齢
、
職
業
及
び
住
居
、
罪
名
並
び
に
犯
罪
事
実
の
要
旨
を
１
月
ご
と
に
一
括
し
て
、
微
罪
処
分
事
件
報
告
書
（
別
記
様

式
第
１
９
号
）
に
よ
り
検
察
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
微
罪
処
分
の
際
の
処
置
）

第
２
０
０
条
　
第
１
９
８
条
（
微
罪
処
分
が
で
き
る
場
合
）
の
規
定
に
よ
り
事
件
を
送
致
し
な
い
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
　
被
疑
者
に
対
し
、
厳
重
に
訓
戒
を
加
え
て
、
将
来
を
戒
め
る
こ
と
。

（
２
）
　
親
権
者
、
雇
主
そ
の
他
被
疑
者
を
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
に
代
わ
る
べ
き
者
を
呼
び
出
し
、
将
来
の
監
督
に
つ
き
必
要
な
注
意
を
与
え
て
、
そ
の
請
書
を
徴
す
る
こ
と
。

（
３
）
　
被
疑
者
に
対
し
、
被
害
者
に
対
す
る
被
害
の
回
復
、
謝
罪
そ
の
他
適
当
な
方
法
を
講
ず
る
よ
う
諭
す
こ
と
。

（
犯
罪
事
件
処
理
簿
）

第
２
０
１
条
　
事
件
を
送
致
し
、
又
は
送
付
し
た
と
き
は
、
長
官
が
定
め
る
様
式
の
犯
罪
事
件
処
理
簿
に
よ
り
、
そ
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
２
章
　
少
年
事
件
に
関
す
る
特
則

（
準
拠
規
定
）

第
２
０
２
条
　
少
年
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
一
般
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
少
年
事
件
捜
査
の
基
本
）

第
２
０
３
条
　
少
年
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
審
判
そ
の
他
の
処
理
に
資
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
少
年
（
少
年
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
少
年
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
健
全
な
育
成
を
期
す
る
精

神
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
少
年
の
特
性
の
考
慮
）

第
２
０
４
条
　
少
年
事
件
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
少
年
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
特
に
他
人
の
耳
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
、
取
調
べ
の
言
動
に
注
意
す
る
等
温
情
と
理
解
を
も
つ
て
当
た
り
、
そ
の
心
情
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
犯
罪
原
因
等
の
調
査
）

第
２
０
５
条
　
少
年
事
件
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
犯
罪
の
原
因
及
び
動
機
並
び
に
当
該
少
年
の
性
格
、
行
状
、
経
歴
、
教
育
程
度
、
環
境
、
家
庭
の
状
況
、
交
友
関
係
等
を
詳
細
に
調
査
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
関
係
機
関
と
の
連
絡
）

第
２
０
６
条
　
少
年
事
件
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
、
児
童
相
談
所
、
学
校
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
護
者
等
と
の
連
絡
）

第
２
０
７
条
　
少
年
の
被
疑
者
の
呼
出
し
又
は
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
少
年
の
保
護
者
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
者
に
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
連
絡
す
る
こ
と
が
当
該
少
年
の
福
祉
上
不
適
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
身
柄
拘
束
に
関
す
る
注
意
）

第
２
０
８
条
　
少
年
の
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
身
柄
の
拘
束
を
避
け
、
や
む
を
得
ず
、
逮
捕
、
連
行
又
は
護
送
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
期
及
び
方
法
に
つ
い
て
特
に
慎
重
な
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
聞
発
表
等
の
際
の
注
意
）

第
２
０
９
条
　
少
年
事
件
に
つ
い
て
、
新
聞
そ
の
他
の
報
道
機
関
等
に
発
表
す
る
と
き
は
、
当
該
少
年
の
氏
名
又
は
住
居
を
告
げ
、
そ
の
他
そ
の
者
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
少

年
（
少
年
法
第
６
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
少
年
を
い
う
。
次
条
及
び
第
２
１
５
条
第
２
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
と
き
犯
し
た
罪
に
係
る
事
件
で
あ
つ
て
当
該
罪
に
よ
り
公
訴
を
提
起
さ
れ
た
者
に
係
る
も
の
（
刑
訴
法
第
４
６

１
条
の
請
求
が
さ
れ
た
も
の
（
刑
訴
法
第
４
６
３
条
第
１
項
若
し
く
は
第
２
項
又
は
第
４
６
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
通
常
の
規
定
に
従
い
審
判
を
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
少
年
事
件
の
送
致
及
び
送
付
先
）

第
２
１
０
条
　
少
年
事
件
に
つ
い
て
捜
査
し
た
結
果
、
そ
の
犯
罪
が
罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
し
、

又
は
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
少
年
事
件
が
特
定
少
年
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
刑
の
軽
重
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
送
致
又
は
送
付
に
当
た
り
、
そ
の
少
年
（
特
定
少
年
を
除
く
。
）
の
被
疑
者
に
つ
い
て
、
罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
と
禁
錮
以
上
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
と
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
共
に
一
括
し
て
、
検
察
官
に
送
致
し
、
又

は
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
関
連
事
件
の
送
致
及
び
送
付
）

第
２
１
１
条
　
他
の
被
疑
者
に
係
る
事
件
と
関
連
す
る
少
年
事
件
の
送
致
又
は
送
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
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（
１
）
　
少
年
事
件
が
少
年
事
件
以
外
の
事
件
（
以
下
「
非
少
年
事
件
」
と
い
う
。
）
と
関
連
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
共
に
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
し
て
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
少
年
事
件
に
関
す
る
書
類
が
非
少
年
事
件
に
つ
い
て
も
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
２
）
　
数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
共
に
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
。

（
３
）
　
少
年
事
件
が
非
少
年
事
件
と
関
連
し
、
又
は
数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
そ
の
一
方
を
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
し
、
他
方
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
方
の
事
件
に
関
す
る
書
類
が
他
方
の
事

件
に
つ
い
て
も
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
事
件
の
記
録
に
、
他
の
事
件
に
関
す
る
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
共
通
証
拠
物
の
取
扱
い
）

第
２
１
２
条
　
少
年
事
件
が
非
少
年
事
件
と
関
連
し
、
又
は
数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
こ
れ
ら
を
各
別
に
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、
共
通
の
証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。

（
１
）
　
少
年
事
件
と
非
少
年
事
件
と
が
関
連
す
る
場
合
に
は
、
非
少
年
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
少
年
事
件
の
記
録
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少
年
事
件
の
み
が
重
要
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
少
年
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
２
）
　
数
個
の
少
年
事
件
の
み
が
関
連
す
る
場
合
に
は
、
検
察
官
へ
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
事
件
の
記
録
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

（
送
致
書
類
及
び
送
付
書
類
）

第
２
１
３
条
　
少
年
事
件
を
送
致
又
は
送
付
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
少
年
事
件
送
致
書
（
家
庭
裁
判
所
へ
送
致
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
記
様
式
第
２
０
号
。
た
だ
し
、
当
該
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
検
察
庁

（
以
下
「
管
轄
地
方
検
察
庁
」
と
い
う
。
）
の
検
事
正
が
少
年
の
交
通
法
令
違
反
事
件
の
捜
査
書
類
の
様
式
に
つ
い
て
特
例
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
が
そ
の
管
轄
区
域
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判

所
（
以
下
「
管
轄
家
庭
裁
判
所
」
と
い
う
。
）
と
協
議
し
て
そ
の
特
例
に
準
じ
て
別
段
の
様
式
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
様
式
）
又
は
少
年
事
件
送
付
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
身
上
調
査
表
（
別
記
様
式
第
２
１
号
）
そ
の
他
の
関
係
書

類
及
び
証
拠
物
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
軽
微
な
事
件
の
処
理
）

第
２
１
４
条
　
捜
査
し
た
少
年
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
が
極
め
て
軽
微
で
あ
り
、
犯
罪
の
原
因
及
び
動
機
、
当
該
少
年
の
性
格
、
行
状
、
家
庭
の
状
況
及
び
環
境
等
か
ら
見
て
再
犯
の
お
そ
れ
が
な
く
、
刑
事
処
分
又
は
保
護
処
分

を
必
要
と
し
な
い
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
検
察
官
又
は
家
庭
裁
判
所
か
ら
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
被
疑
少
年
ご
と
に
少
年
事
件
簡
易
送
致
書
及
び
捜
査
報
告
書
（
家
庭
裁
判
所
へ
送
致
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
別
記
様
式
第
２
２
号
。
た
だ
し
、
管
轄
地
方
検
察
庁
の
検
事
正
が
少
年
の
交
通
法
令
違
反
事
件
の
捜
査
書
類
の
様
式
に
つ
い
て
特
例
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
が
管
轄
家
庭
裁
判

所
と
協
議
し
そ
の
特
例
に
準
じ
て
別
段
の
様
式
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
様
式
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
身
上
調
査
表
そ
の
他
の
関
係
書
類
を
添
付
し
、
１
月
ご
と
に
一
括
し
て
検
察
官
又
は
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
理
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
第
２
０
０
条
（
微
罪
処
分
の
際
の
処
置
）
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
準
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
触
法
少
年
及
び
ぐ
犯
少
年
）

第
２
１
５
条
　
捜
査
の
結
果
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
少
年
警
察
活
動
規
則
（
平
成
１
４
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
０
号
）
第
３
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
　
被
疑
者
が
少
年
法
第
３
条
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
少
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
と
き
。

（
２
）
　
被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
事
実
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
が
少
年
法
第
３
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
少
年
（
特
定
少
年
を
除
く
。
）
で
あ
る
と
き
。

第
２
１
６
条
及
び
第
２
１
７
条
　
削
除

第
１
３
章
　
交
通
法
令
違
反
事
件
に
関
す
る
特
則

（
準
拠
規
定
）

第
２
１
８
条
　
道
路
交
通
法
（
昭
和
３
５
年
法
律
第
１
０
５
号
）
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
（
以
下
「
交
通
法
令
」
と
い
う
。
）
の
違
反
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
一
般
の
例
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
身
柄
拘
束
に
関
す
る
注
意
）

第
２
１
９
条
　
交
通
法
令
違
反
事
件
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
事
案
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
犯
罪
事
実
を
現
認
し
た
場
合
で
あ
つ
て
も
、
逃
亡
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
被
疑
者
の
逮
捕
を
行
わ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
述
調
書
の
記
載
事
項
）

第
２
２
０
条
　
交
通
法
令
違
反
事
件
の
被
疑
者
の
供
述
調
書
に
は
、
お
お
む
ね
、
次
の
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
疑
者
が
犯
罪
事
実
現
認
報
告
書
記
載
の
犯
罪
に
つ
い
て
自
白
し
、
か
つ
、
犯
罪

事
実
が
証
拠
に
よ
り
明
白
で
争
い
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
１
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
そ
の
自
白
を
明
ら
か
に
し
て
お
け
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
　
本
籍
、
住
居
、
職
業
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
及
び
出
生
地
（
被
疑
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
名
称
又
は
商
号
、
主
た
る
事
務
所
又
は
本
店
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
居
、
被
疑
者
が
法
人
で
な
い
団
体
で

あ
る
と
き
は
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
代
表
者
、
管
理
人
又
は
主
幹
者
の
氏
名
及
び
住
居
）

（
２
）
　
交
通
事
犯
の
前
歴

（
３
）
　
学
歴
、
経
歴
、
資
産
、
家
族
及
び
生
活
状
態

（
４
）
　
犯
罪
の
年
月
日
時
、
場
所
、
方
法
及
び
動
機
並
び
に
犯
行
の
状
況

（
少
年
の
交
通
法
令
違
反
事
件
の
送
致
）

第
２
２
１
条
　
少
年
の
交
通
法
令
違
反
事
件
の
送
致
は
、
交
通
法
令
違
反
少
年
事
件
送
致
書
（
家
庭
裁
判
所
へ
送
致
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
別
記
様
式
第
２
３
号
。
た
だ
し
、
管
轄
地
方
検
察
庁
の
検
事
正
が
少
年
の
交
通
法
令
違
反

事
件
の
捜
査
書
類
の
様
式
に
つ
い
て
特
例
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
が
管
轄
家
庭
裁
判
所
と
協
議
し
て
そ
の
特
例
に
準
じ
て
別
段
の
様
式
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
様
式
）
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
身
上
調
査
表
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
犯
罪
事
実
、
犯
罪
の
原
因
及
び
動
機
、
当
該
少
年
の
性
格
、
行
状
及
び
環
境
、
家
庭
の
状
況
等
か
ら
、
特
に
刑
罰
又
は
保
護
処
分
を
必
要

と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
交
通
法
令
違
反
事
件
簿
）

第
２
２
２
条
　
交
通
法
令
違
反
事
件
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
事
件
受
理
簿
及
び
犯
罪
事
件
処
理
簿
に
代
え
て
、
長
官
が
定
め
る
様
式
の
交
通
法
令
違
反
事
件
簿
を
作
成
し
、
こ
れ
に
よ
り
第
１
９
条
（
捜
査
指
揮
）
第
１
項
及
び
第
１
９
３

条
（
送
致
及
び
送
付
の
指
揮
）
に
規
定
す
る
指
揮
の
責
任
及
び
事
件
の
送
致
又
は
送
付
そ
の
他
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
４
章
　
国
際
犯
罪
に
関
す
る
特
則

（
準
拠
規
定
）

第
２
２
３
条
　
国
際
犯
罪
（
外
国
人
に
係
る
犯
罪
又
は
国
民
の
国
外
犯
、
大
公
使
館
に
係
る
犯
罪
そ
の
他
の
外
国
に
係
る
犯
罪
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
条
約
、
協
定
そ
の
他
の
特
別
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
こ
れ

に
よ
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
特
別
の
定
め
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
一
般
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
国
際
法
の
遵
守
）

第
２
２
４
条
　
国
際
犯
罪
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
国
際
法
規
及
び
国
際
上
の
慣
例
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
犯
罪
の
捜
査
の
着
手
等
）

第
２
２
５
条
　
国
際
犯
罪
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
警
察
本
部
長
に
報
告
し
、
こ
の
指
揮
を
受
け
て
捜
査
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
場
合
に
は
、
必
要
な
処
分
を
行
つ
た
後
、

速
や
か
に
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
警
察
本
部
長
は
、
国
際
犯
罪
の
捜
査
に
関
し
、
外
国
の
捜
査
機
関
又
は
国
際
刑
事
警
察
機
構
に
対
す
る
協
力
要
請
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
警
察
庁
を
通
じ
て
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
大
公
使
等
に
関
す
る
特
則
）

第
２
２
６
条
　
国
際
犯
罪
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
身
体
、
名
誉
、
文
書
そ
の
他
の
不
可
侵
等
の
特
権
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
大
公
使
若
し
く
は
大
公
使
館
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
家
族

（
２
）
　
そ
の
他
外
交
特
権
を
有
す
る
者

２
　
前
項
に
掲
げ
る
者
の
使
用
人
を
逮
捕
し
、
又
は
取
調
べ
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
館
外
に
お
け
る
現
行
犯
人
逮
捕
そ
の
他
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
被
疑
者
が
外
交
特
権
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
ど
う
か
が
疑
わ
し
い
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
大
公
使
館
等
へ
の
立
入
り
）

第
２
２
７
条
　
大
公
使
館
及
び
大
公
使
又
は
大
公
使
館
員
の
居
宅
、
別
荘
若
し
く
は
こ
の
宿
泊
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
当
該
大
公
使
又
は
大
公
使
館
員
の
請
求
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
れ
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
者
を
追
跡
中
、
そ
の
者
が
こ
れ
ら
の
場
所
に
入
つ
た
場
合
で
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
大
公
使
、
大
公
使
館
員
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
べ
き
権
限
を
有
す
る
者
の
同
意
を
得
て
捜
索
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

（
外
国
軍
艦
へ
の
立
入
り
）

第
２
２
８
条
　
外
国
軍
艦
に
つ
い
て
は
、
当
該
軍
艦
の
艦
長
の
請
求
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
れ
に
立
ち
入
つ
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
者
が
逃
走
し
て
、
我
が
国
の
領
海
に
あ
る
外
国
軍
艦
内
に
入
つ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
と
き
は
、
当
該
軍
艦
の
艦
長
に
対

し
、
そ
の
者
の
任
意
の
引
渡
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
外
国
軍
艦
の
乗
組
員
に
対
す
る
特
則
）

第
２
２
９
条
　
外
国
軍
艦
に
属
す
る
軍
人
又
は
軍
属
が
そ
の
軍
艦
を
離
れ
、
我
が
国
の
領
域
内
に
お
い
て
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
行
犯
そ
の
他
急
速
を

要
す
る
と
き
は
、
逮
捕
そ
の
他
捜
査
上
必
要
な
処
置
を
と
つ
た
後
、
速
や
か
に
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

（
領
事
上
の
特
権
等
に
係
る
特
則
）

第
２
３
０
条
　
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
事
件
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
者
の
身
体
の
不
可
侵
の
特
権
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
本
務
領
事
官
（
重
大
な
犯
罪
の
被
疑
者
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
者
に
つ
い
て
裁
判
官
が
あ
ら
か
じ
め
令
状
を
発
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
本
務
領
事
官
及
び
第
３
項
に
規
定
す
る
領
事
官
を
除
く
。
）

（
２
）
　
領
事
伝
書
使
（
当
該
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
領
事
伝
書
使
に
限
る
。
）

２
　
次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
事
件
で
そ
の
者
が
領
事
任
務
の
遂
行
に
当
た
つ
て
行
つ
た
行
為
に
係
る
も
の
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
者
が
我
が
国
の
刑
事
裁
判
権
か
ら
の
免
除
を
享
受
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
領
事
官
（
次
項
に
規
定
す
る
領
事
官
を
除
く
。
）

（
２
）
　
領
事
機
関
（
総
領
事
館
、
領
事
館
、
副
領
事
館
又
は
代
理
領
事
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
事
務
技
術
職
員
（
我
が
国
の
国
民
で
あ
る
者
又
は
我
が
国
に
通
常
居
住
し
て
い
る
者
を
除
く
。
）

３
　
前
２
項
の
規
定
は
、
領
事
官
で
あ
つ
て
我
が
国
の
国
民
で
あ
る
も
の
又
は
我
が
国
に
通
常
居
住
し
て
い
る
も
の
に
係
る
事
件
で
そ
の
者
が
任
務
の
遂
行
に
当
た
つ
て
行
つ
た
公
の
行
為
に
係
る
も
の
の
捜
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
第
２
２
６
条
（
大
公
使
等
に
関
す
る
特
則
）
第
３
項
の
規
定
は
、
前
３
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
外
交
特
権
」
と
あ
る
の
は
、
「
領
事
上
の
特
権
又
は
免
除
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

５
　
領
事
機
関
の
構
成
員
又
は
領
事
伝
書
使
を
逮
捕
し
、
又
は
取
り
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
現
行
犯
人
逮
捕
そ
の
他
緊
急
や
む
を

得
な
い
場
合
に
お
い
て
、
第
１
項
及
び
第
２
項
（
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
特
権
及
び
免
除
を
害
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
　
本
務
領
事
官
を
長
と
す
る
領
事
機
関
の
公
館
に
つ
い
て
は
、
当
該
領
事
機
関
の
長
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
権
限
を
有
す
る
者
の
請
求
又
は
同
意
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
立
ち
入
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

７
　
領
事
機
関
の
公
館
又
は
領
事
官
の
居
宅
に
お
い
て
捜
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
急
速
を
要
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
、
警
察
本
部
長
の
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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８
　
領
事
機
関
の
公
文
書
（
名
誉
領
事
官
を
長
と
す
る
領
事
機
関
の
公
文
書
で
他
の
文
書
と
区
別
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
捜
査
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
不
可
侵
の
特
権
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
国
船
舶
内
の
犯
罪
）

第
２
３
１
条
　
我
が
国
の
領
海
に
あ
る
外
国
船
舶
内
に
お
け
る
犯
罪
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
捜
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
１
）
　
我
が
国
の
陸
上
又
は
港
内
の
安
全
を
害
す
る
と
き
。

（
２
）
　
乗
組
員
以
外
の
者
又
は
我
が
国
の
国
民
に
関
係
が
あ
る
と
き
。

（
３
）
　
重
大
な
犯
罪
が
行
わ
れ
た
と
き
。

（
外
国
人
の
取
調
べ
及
び
身
柄
の
拘
束
に
つ
い
て
の
注
意
）

第
２
３
２
条
　
外
国
人
の
取
調
べ
を
行
い
、
又
は
外
国
人
の
身
柄
を
拘
束
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
言
語
、
風
俗
、
習
慣
等
の
相
違
を
考
慮
し
、
当
該
外
国
人
に
係
る
刑
事
手
続
に
関
し
我
が
国
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ

い
て
の
当
該
外
国
人
の
理
解
に
資
す
る
よ
う
適
切
を
期
す
る
こ
と
等
に
よ
り
無
用
の
誤
解
を
生
じ
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
外
国
人
の
身
柄
を
拘
束
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
者
に
対
し
、
次
の
事
項
を
告
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
　
当
該
領
事
機
関
に
対
し
そ
の
者
の
身
柄
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
旨
を
通
報
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
２
）
　
当
該
領
事
機
関
に
対
し
我
が
国
の
法
令
に
反
し
な
い
限
度
に
お
い
て
信
書
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

３
　
前
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
つ
た
と
き
又
は
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
に
よ
り
要
請
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
通
報
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
領
事
機
関
に
対
し
同
項
に
規
定
す
る
者
の
身

柄
が
拘
束
さ
れ
て
い
る
旨
を
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
項
の
通
報
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
日
時
及
び
当
該
通
報
の
相
手
方
を
書
面
に
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
訳
の
嘱
託
）

第
２
３
３
条
　
外
国
人
で
あ
つ
て
日
本
語
に
通
じ
な
い
も
の
に
対
し
、
当
該
外
国
人
の
理
解
す
る
言
語
に
通
じ
た
警
察
官
以
外
の
警
察
官
が
取
調
べ
そ
の
他
捜
査
の
た
め
必
要
な
措
置
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
通
訳
人
を
介
し
て
こ

れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
現
行
犯
逮
捕
、
緊
急
逮
捕
そ
の
他
の
直
ち
に
通
訳
人
を
付
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
通
訳
人
を
介
し
て
取
調
べ
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
通
訳
人
が
被
疑
者
、
被
害
者
そ
の
他
事
件
の
関
係
者
と
親
族
そ
の
他
特
別
の
関
係
に
な
い
か
ど
う
か
を
申
し
立
て
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
取
調
べ
の
適
正
を
期
す
る
こ
と
。

（
２
）
　
取
調
べ
の
際
の
発
問
の
方
法
及
び
内
容
の
工
夫
等
に
よ
り
通
訳
の
円
滑
及
び
適
正
を
図
る
こ
と
。

（
３
）
　
通
訳
人
に
秘
密
を
厳
守
さ
せ
、
及
び
捜
査
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
し
又
は
被
疑
者
、
被
害
者
そ
の
他
事
件
の
関
係
者
の
名
誉
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
意
さ
せ
る
こ
と
。

（
供
述
調
書
の
記
載
事
項
）

第
２
３
４
条
　
国
際
犯
罪
の
被
疑
者
供
述
調
書
に
は
、
第
１
７
８
条
（
供
述
調
書
の
記
載
事
項
）
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
国
籍
及
び
本
国
に
お
け
る
住
居

（
２
）
　
旅
券
又
は
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者
証
明
書
そ
の
他
身
分
の
証
明
に
関
す
る
書
類
の
有
無
（
在
留
カ
ー
ド
又
は
特
別
永
住
者
証
明
書
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
番
号
、
交
付
年
月
日
、
有
効
期
間
の
満
了
の
日
等
）

（
３
）
　
外
国
に
お
け
る
前
科
の
有
無

（
４
）
　
我
が
国
に
入
国
し
た
時
期
、
在
留
期
間
、
在
留
資
格
及
び
目
的

（
５
）
　
本
国
を
去
つ
た
時
期

（
６
）
　
家
族
の
有
無
及
び
そ
の
住
居

（
調
書
等
の
作
成
）

第
２
３
５
条
　
外
国
人
で
あ
つ
て
日
本
語
に
通
じ
な
い
も
の
に
対
し
取
調
べ
を
行
い
、
又
は
第
１
３
０
条
（
司
法
警
察
員
の
処
置
）
第
１
項
に
掲
げ
る
処
置
を
と
つ
た
と
き
は
、
日
本
語
の
供
述
調
書
又
は
弁
解
録
取
書
を
作
成
す
る
も

の
と
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
外
国
語
の
供
述
書
を
提
出
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
外
国
人
が
口
頭
を
も
つ
て
告
訴
、
告
発
又
は
自
首
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
日
本
語
に
通
じ
な
い
と
き
は
、
告
訴
、
告
発
又
は
自
首
の
調
書
は
、
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
翻
訳
文
の
添
付
）

第
２
３
６
条
　
外
国
人
に
対
し
逮
捕
状
そ
の
他
の
令
状
に
よ
り
処
分
を
行
い
、
又
は
外
国
人
か
ら
差
し
押
さ
え
た
物
件
若
し
く
は
そ
の
承
諾
を
得
て
領
置
し
た
物
件
に
関
し
て
押
収
品
目
録
交
付
書
を
交
付
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
翻

訳
文
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
外
国
人
の
理
解
す
る
言
語
に
通
じ
た
警
察
官
が
こ
れ
を
行
い
、
又
は
第
２
３
３
条
（
通
訳
の
嘱
託
）
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
通
訳
人
を
介
し
て
行
う
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
逃
亡
犯
罪
人
引
渡
法
に
基
づ
く
処
分
）

第
２
３
７
条
　
拘
禁
許
可
状
そ
の
他
逃
亡
犯
罪
人
引
渡
法
（
昭
和
２
８
年
法
律
第
６
８
号
）
に
基
づ
く
令
状
に
よ
り
逃
亡
犯
罪
人
を
拘
束
し
た
場
合
に
は
、
東
京
高
等
検
察
庁
の
検
察
官
に
引
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
訳
人
の
把
握
等
）

第
２
３
８
条
　
警
察
本
部
長
は
、
平
素
か
ら
、
捜
査
上
の
必
要
に
応
じ
て
通
訳
人
を
迅
速
か
つ
確
実
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
通
訳
人
と
し
て
の
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
刑
事
手
続
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
た
め
の
機
会
を
設
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
５
章
　
群
衆
犯
罪
に
関
す
る
特
則

（
準
拠
規
定
）

第
２
３
９
条
　
群
衆
犯
罪
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
一
般
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
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（
心
構
え
）

第
２
４
０
条
　
群
衆
犯
罪
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
常
に
一
般
社
会
の
情
勢
及
び
群
衆
犯
罪
の
主
体
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
団
体
、
集
団
等
の
実
態
と
そ
の
動
向
を
正
し
く
把
握
し
、
群
衆
犯
罪
の
捜
査
が
適
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
心
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
群
衆
犯
罪
捜
査
の
重
点
）

第
２
４
１
条
　
群
衆
犯
罪
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
実
行
行
為
者
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
首
謀
者
、
謀
議
参
与
者
そ
の
他
事
件
の
背
後
に
あ
る
共
犯
関
係
者
を
的
確
に
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
現
場
に
お
け
る
逮
捕
）

第
２
４
２
条
　
群
衆
犯
罪
の
現
場
に
お
い
て
そ
の
被
疑
者
を
逮
捕
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
相
手
方
の
勢
力
、
情
勢
の
推
移
等
を
慎
重
に
考
慮
し
、
逮
捕
の
時
期
、
方
法
及
び
範
囲
を
誤
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
場
指
揮
官
の
統
制
の
下

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
鑑
識
活
動
の
注
意
）

第
２
４
３
条
　
群
衆
犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
は
、
随
時
、
そ
の
実
行
状
況
そ
の
他
現
場
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
被
疑
者
の
犯
行
を
確
認
す
る
等
証
拠
の
収
集
保
全
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
逮
捕
時
の
注
意
）

第
２
４
４
条
　
群
衆
犯
罪
の
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
逮
捕
に
当
た
つ
た
警
察
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
逮
捕
し
た
被
疑
者
に
つ
き
、
そ
の
人
相
、
体
格
そ
の
他
の
特
徴
、
犯
罪
事
実
の
概
要
、
逮
捕
の
時
、
場
所
及
び

状
況
等
を
明
確
に
記
憶
し
て
お
い
て
、
事
後
の
取
調
べ
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
目
的
を
達
す
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
直
後
に
お
い
て
、
被
疑
者
を
逮
捕
し
た
警
察
官
と
と
も
に
撮
影
し
て
お
く
等
適
当
な
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
被
疑
者
を
逮
捕
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
被
疑
者
と
関
係
の
あ
る
物
件
を
差
し
押
さ
え
た
と
き
は
、
そ
の
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
と
も
に
撮
影
す
る
等
適
当
な
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
謀
等
の
防
止
）

第
２
４
５
条
　
群
衆
犯
罪
の
被
疑
者
を
多
数
同
時
に
逮
捕
し
た
場
合
に
お
い
て
、
通
謀
、
奪
還
等
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
被
疑
者
の
分
散
留
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
被
疑
者
の
取
調
べ
）

第
２
４
６
条
　
群
衆
犯
罪
の
被
疑
者
の
取
調
べ
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
特
に
取
調
べ
に
当
た
る
警
察
官
相
互
の
連
絡
を
密
接
に
し
、
事
件
の
全
ぼ
う
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
６
章
　
暴
力
団
犯
罪
に
関
す
る
特
則

（
準
拠
規
定
）

第
２
４
７
条
　
暴
力
団
犯
罪
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
一
般
の
例
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
心
構
え
）

第
２
４
８
条
　
暴
力
団
に
つ
い
て
は
、
平
素
か
ら
そ
の
組
織
の
実
態
と
動
向
及
び
そ
の
活
動
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
暴
力
団
犯
罪
の
捜
査
が
適
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
暴
力
団
犯
罪
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
暴
力
団
対
策
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ
れ
に
効
果
的
か
つ
計
画
的
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
暴
力
団
犯
罪
捜
査
の
重
点
）

第
２
４
９
条
　
暴
力
団
犯
罪
の
捜
査
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
実
行
行
為
者
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
暴
力
団
の
首
領
そ
の
他
の
幹
部
等
の
当
該
事
件
へ
の
関
与
の
有
無
に
つ
い
て
も
確
実
に
捜
査
を
行
い
、
事
件
の
全
ぼ
う
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
料
の
収
集
管
理
）

第
２
５
０
条
　
暴
力
団
の
視
察
内
偵
そ
の
他
暴
力
団
犯
罪
の
捜
査
に
よ
る
有
形
又
は
無
形
の
資
料
等
の
収
集
及
び
管
理
に
当
た
つ
て
は
、
こ
れ
を
組
織
的
に
行
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
供
述
調
書
の
記
載
事
項
）

第
２
５
１
条
　
暴
力
団
犯
罪
の
被
疑
者
供
述
調
書
に
は
、
第
１
７
８
条
（
供
述
調
書
の
記
載
事
項
）
第
１
項
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
１
）
　
被
疑
者
に
係
る
暴
力
団
の
名
称
、
組
織
及
び
活
動
の
実
態

（
２
）
　
被
疑
者
が
当
該
暴
力
団
の
構
成
員
で
あ
る
と
き
は
当
該
暴
力
団
に
お
け
る
地
位
そ
の
他
被
疑
者
と
当
該
暴
力
団
と
の
関
係
及
び
当
該
暴
力
団
に
係
る
被
疑
者
の
活
動
の
実
態

（
３
）
　
当
該
犯
罪
の
当
該
暴
力
団
に
係
る
組
織
的
背
景

２
　
暴
力
団
犯
罪
の
参
考
人
供
述
調
書
に
は
、
第
１
７
８
条
第
２
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
暴
力
団
の
活
動
の
実
態
、
当
該
犯
罪
の
当
該
暴
力
団
に
係
る
組
織
的
背
景
等
を
で
き
る
限
り
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
不
当
な
行
為
の
報
告
）

第
２
５
２
条
　
暴
力
団
の
視
察
内
偵
そ
の
他
暴
力
団
犯
罪
の
捜
査
を
行
つ
た
結
果
、
被
疑
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第
７
７
号
）
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
そ

の
他
の
不
当
な
行
為
を
行
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
法
の
規
定
に
よ
る
命
令
そ
の
他
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
旨
を
警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
１
７
章
　
保
釈
者
等
の
視
察

（
保
釈
者
等
の
視
察
）

第
２
５
３
条
　
警
察
署
長
は
、
検
察
官
か
ら
、
そ
の
管
轄
区
域
内
に
居
住
す
る
者
に
つ
い
て
、
保
釈
し
、
又
は
勾
留
の
執
行
を
停
止
し
た
者
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
係
る
事
件
の
捜
査
に
従
事
し
た
警
察
官
そ
の
他
適
当

な
警
察
官
を
指
定
し
て
、
そ
の
行
動
を
視
察
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
視
察
は
、
１
月
に
つ
き
、
少
な
く
と
も
１
回
行
う
も
の
と
す
る
。

（
事
故
通
知
）

第
２
５
４
条
　
前
条
に
規
定
す
る
視
察
に
当
た
り
、
そ
の
者
に
つ
い
て
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
前
条
に
規
定
す
る
通
知
を
し
た
検
察
官
に
速
や
か
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
１
）
　
逃
亡
し
又
は
逃
亡
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

（
２
）
　
罪
証
を
隠
滅
し
又
は
罪
証
を
隠
滅
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

（
３
）
　
被
害
者
そ
の
他
事
件
の
審
判
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
若
し
く
は
そ
の
親
族
の
身
体
若
し
く
は
財
産
に
害
を
加
え
若
し
く
は
加
え
よ
う
と
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
者
を
畏
怖
さ
せ
る
行
為
を
し
た
と
き
。

（
４
）
　
住
居
、
旅
行
、
治
療
等
に
関
す
る
制
限
そ
の
他
保
釈
又
は
勾
留
の
執
行
停
止
に
つ
い
て
裁
判
所
又
は
裁
判
官
の
定
め
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

（
５
）
　
そ
の
他
特
に
検
察
官
に
通
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
と
き
。

（
視
察
上
の
注
意
）

第
２
５
５
条
　
第
２
５
３
条
（
保
釈
者
等
の
視
察
）
に
規
定
す
る
視
察
は
、
穏
当
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
視
察
中
の
者
又
は
そ
の
家
族
の
名
誉
及
び
信
用
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
視
察
簿
）

第
２
５
６
条
　
第
２
５
３
条
（
保
釈
者
等
の
視
察
）
に
規
定
す
る
視
察
を
行
つ
た
と
き
は
、
視
察
簿
（
別
記
様
式
第
２
４
号
）
に
よ
り
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
８
章
　
令
状
の
執
行

（
検
察
官
の
指
揮
に
よ
る
執
行
）

第
２
５
７
条
　
検
察
官
か
ら
、
勾
引
状
、
勾
留
状
、
観
護
状
、
差
押
状
、
記
録
命
令
付
差
押
状
、
捜
索
状
、
検
証
状
、
身
体
検
査
令
状
、
鑑
定
留
置
状
、
収
容
状
又
は
再
収
容
状
そ
の
他
の
令
状
の
執
行
の
指
揮
を
受
け
た
と
き
は
、
速

や
か
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
つ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
執
行
が
遅
延
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
指
揮
を
し
た
検
察
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
証
人
に
対
す
る
勾
引
状
の
執
行
）

第
２
５
８
条
　
証
人
に
対
す
る
勾
引
状
の
執
行
は
、
当
該
令
状
に
指
定
さ
れ
た
日
時
に
引
致
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
勾
引
状
の
執
行
を
受
け
た
証
人
を
護
送
す
る
途
中
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
一
時

寄
り
の
警
察
署
の
保
護
室
等
に
留
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
護
送
又
は
留
置
中
に
お
い
て
は
、
証
人
が
逃
亡
を
図
り
、
若
し
く
は
暴
行
を
し
、
又
は
自
殺
の
お
そ
れ
が
極
め
て
強
い
等
真
に
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
手
錠
等
は
、
使
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

（
有
効
期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）

第
２
５
９
条
　
検
察
官
か
ら
、
勾
引
状
、
勾
留
状
、
差
押
状
、
記
録
命
令
付
差
押
状
、
捜
索
状
、
検
証
状
、
身
体
検
査
令
状
又
は
鑑
定
留
置
状
の
執
行
の
指
揮
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
有
効
期
間
内
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
つ
た
と
き
は
、
令
状
に
そ
の
理
由
を
記
載
し
、
こ
れ
を
指
揮
を
し
た
検
察
官
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
執
行
を
受
け
る
べ
き
者
に
示
す
も
の
と
し
て
、
勾
引
状
に
代
わ
る
も
の
、
勾
留
状
に
代
わ
る
も
の
又
は
鑑
定
留
置
状
に
代
わ
る
も
の
の
交
付
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
勾
引
状
に
代
わ
る
も
の
、
勾
留
状
に

代
わ
る
も
の
又
は
鑑
定
留
置
状
に
代
わ
る
も
の
を
も
検
察
官
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）

第
２
６
０
条
　
検
察
官
か
ら
、
勾
引
状
、
勾
留
状
又
は
鑑
定
留
置
状
の
執
行
の
指
揮
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
執
行
を
受
け
る
べ
き
者
が
、
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
執
行
に
よ
り
著
し
く
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
そ
の
他
特
に
執
行
を
不
適
当
と
認
め
る
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
指
揮
を
し
た
検
察
官
に
そ
の
旨
を
報
告
し
て
、
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
収
容
状
の
発
付
と
執
行
）

第
２
６
１
条
　
検
察
官
の
指
揮
に
よ
り
警
察
官
が
収
容
状
（
刑
訴
法
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
を
発
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
執
行
し
た
と
き
は
、
そ
の
原
本
を
指
揮
を
し
た
検
察
官
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
収
容
状
執
行
不
能
の
場
合
）

第
２
６
２
条
　
検
察
官
か
ら
収
容
状
の
執
行
の
指
揮
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
３
月
を
経
過
し
、
か
つ
、
当
分
の
間
、
な
お
執
行
す
る
見
込
み
の
な
い
と
き
は
、
速
や
か
に
、
指
揮
を
し
た
検
察

官
に
、
そ
の
理
由
及
び
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
報
告
し
、
収
容
状
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
察
官
の
指
揮
に
よ
り
警
察
官
が
発
し
た
収
容
状
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
３
月
を
経
過
し
、
か
つ
、
当
分
の
間
、
な
お

執
行
す
る
見
込
み
の
な
い
と
き
も
、
ま
た
、
同
様
と
す
る
。

（
収
容
状
執
行
不
適
の
場
合
）

第
２
６
３
条
　
収
容
状
に
指
定
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
心
神
喪
失
の
状
態
に
あ
り
、
又
は
刑
訴
法
第
４
８
２
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
が
あ
り
、
か
つ
、
逃
亡
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
旨
を
指
揮
を
し
た
検
察
官
に
報
告
し
て
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
釈
の
取
消
し
等
の
場
合
の
準
用
）

第
２
６
４
条
　
第
２
５
７
条
（
検
察
官
の
指
揮
に
よ
る
執
行
）
、
第
２
５
９
条
（
有
効
期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
２
６
０
条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、
検
察
官
か
ら
刑
訴
法
第
９
８
条
（
同
法
第
１
６
７

条
の
２
第
２
項
及
び
第
３
４
３
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
２
７
１
条
の
８
第
５
項
（
同
条
第
６
項
及
び
同
法
第
３
４
３
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
保
釈
若
し
く
は

勾
留
執
行
停
止
の
取
消
し
の
決
定
若
し
く
は
失
効
、
勾
留
執
行
停
止
の
期
間
満
了
又
は
鑑
定
留
置
の
処
分
の
取
消
し
若
し
く
は
期
間
満
了
の
場
合
に
お
い
て
収
容
の
指
揮
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
裁
判
官
か
ら
執
行
の
指
揮
を
受
け
た
場
合
）

第
２
６
５
条
　
第
２
５
７
条
（
検
察
官
の
指
揮
に
よ
る
執
行
）
、
第
２
５
９
条
（
有
効
期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
２
６
０
条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、
刑
訴
法
第
７
０
条
第
１
項
た
だ
し
書
（
同
法
第
１

３
６
条
、
第
１
５
３
条
及
び
第
１
６
７
条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
１
０
８
条
第
１
項
た
だ
し
書
（
同
法
第
１
２
５
条
第
４
項
（
同
法
第
５
１
３
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

５
１
３
条
第
６
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
裁
判
長
又
は
裁
判
官
か
ら
、
勾
引
状
、
勾
留
状
、
差
押
状
、
記
録
命
令
付
差
押
状
、
捜
索
状
、
検
証
状
、
身
体
検
査
令
状
又
は
鑑
定
留
置
状
の
執
行
の
指
揮

を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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（
差
押
状
等
執
行
の
場
合
の
立
会
い
）

第
２
６
６
条
　
警
察
官
は
、
検
察
官
又
は
裁
判
長
若
し
く
は
裁
判
官
の
指
揮
を
受
け
て
、
差
押
状
、
記
録
命
令
付
差
押
状
又
は
捜
索
状
を
執
行
す
る
場
合
は
、
他
の
警
察
官
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
少
年
に
対
す
る
同
行
状
の
執
行
）

第
２
６
７
条
　
第
２
５
７
条
（
検
察
官
の
指
揮
に
よ
る
執
行
）
、
第
２
５
９
条
（
有
効
期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
２
６
０
条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、
少
年
法
第
１
３
条
又
は
同
法
第
２
６
条
（
同
法
第

６
５
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
、
同
行
状
の
執
行
の
指
揮
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
検
察
官
」

と
あ
る
の
は
、
「
家
庭
裁
判
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
引
致
状
の
執
行
）

第
２
６
８
条
　
第
２
５
７
条
（
検
察
官
の
指
揮
に
よ
る
執
行
）
、
第
２
５
９
条
（
有
効
期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
第
１
項
及
び
第
２
６
０
条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、
更
生
保
護
法
（
平
成
１
９
年
法
律
第
８
８

号
）
第
６
３
条
第
６
項
（
同
法
第
７
３
条
の
３
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
引
致
状
の
執
行
に
当
た
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
２
５
７
条
及
び
第
２
５
９
条
第
１
項
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、
「
指
揮
」
と
あ
る
の
は
「
嘱
託
」
と
、
第
２
６
０
条
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委
員

会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、
「
の
指
揮
」
と
あ
る
の
は
「
の
嘱
託
」
と
、
「
指
揮
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
嘱
託
を
し
た
」
と
、
「
報
告
し
て
、
指
揮
を
受
け
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
令
状
執
行
に
際
し
て
の
注
意
）

第
２
６
９
条
　
勾
引
状
そ
の
他
の
令
状
を
執
行
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
必
要
な
限
度
を
超
え
て
実
力
を
行
使
し
、
又
は
相
手
方
の
名
誉
を
不
当
に
傷
つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
１
９
章
　
雑
則

（
他
の
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
に
お
け
る
現
行
犯
人
逮
捕
）

第
２
７
０
条
　
警
察
官
は
、
他
の
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
現
行
犯
人
を
逮
捕
し
た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、
逮
捕
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
未
検
挙
事
件
の
継
続
捜
査
）

第
２
７
１
条
　
未
検
挙
事
件
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
捜
査
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
捜
査
記
録
を
取
り
ま
と
め
て
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
書
類
の
受
理
）

第
２
７
２
条
　
書
類
を
受
理
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
欄
外
そ
の
他
適
当
な
箇
所
に
受
理
の
年
月
日
を
記
入
し
、
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
刻
を
記
入
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

（
捜
査
書
類
の
写
し
）

第
２
７
３
条
　
重
要
又
は
特
異
な
事
件
等
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
捜
査
書
類
の
写
し
を
作
成
し
て
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
捜
査
事
故
簿
）

第
２
７
４
条
　
逮
捕
状
そ
の
他
法
令
に
よ
る
強
制
処
分
に
関
す
る
事
故
そ
の
他
捜
査
に
関
す
る
紛
議
等
が
あ
つ
た
と
き
は
、
捜
査
事
故
簿
（
別
記
様
式
第
２
５
号
）
に
よ
り
そ
の
経
緯
及
び
措
置
等
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
関
東
管
区
警
察
局
の
警
察
官
が
行
う
捜
査
へ
の
適
用
）

第
２
７
５
条
　
関
東
管
区
警
察
局
の
警
察
官
（
警
察
法
第
６
１
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
者
を
含
む
。
）
が
行
う
捜
査
に
関
す
る
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
１
６
条
の
見
出
し
、
第
１
７
条
、
第
２
０
条
第
２
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
第
２
２
条
第
２
項
、
第
４
７
条
、
第
１
８
２
条
の
６
、
第
２
２

５
条
、
第
２
２
６
条
第
２
項
及
び
第
３
項
（
第
２
３
０
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
２
２
８
条
第
２
項
、
第
２
２
９
条
、

第
２
３
０
条
第
５
項
及
び
第
７
項
並
び
に
第
２
３
８
条

警
察
本
部
長

関
東
管
区
警
察
局
長

第
１
６
条

警
察
本
部
長
（
警
視
総
監
ま
た
は
道
府
県
警
察
本

部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

関
東
管
区
警
察
局
長

第
１
７
条
の
見
出
し
及
び
第
２
０
条
第
２
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分

捜
査
担
当
部
課
長

関
東
管
区
警
察
局
サ
イ
バ
ー
特
別
捜

査
部
長
等

第
１
７
条

刑
事
部
長
、
警
備
部
長
そ
の
他
犯
罪
の
捜
査
を
担

当
す
る
部
課
長

関
東
管
区
警
察
局
サ
イ
バ
ー
特
別
捜

査
部
長
又
は
同
部
企
画
分
析
課
長
若

し
く
は
特
別
捜
査
課
長

第
１
９
条
第
２
項
、
第
２
４
条
、
第
４
５
条
第
２
項
、
第
５
１
条
、
第
５
２
条
第
１
項
、
第
５
３
条
、
第
５
４
条
、
第
６
９
条
第
１
項
及
び
第
７

６
条

警
察
本
部
長
ま
た
は
警
察
署
長

関
東
管
区
警
察
局
長

第
１
９
条
第
２
項

警
察
本
部
長
の

関
東
管
区
警
察
局
長
の

第
２
０
条
第
１
項
及
び
第
３
項
、
第
７
３
条
第
１
項
、
第
７
８
条
第
１
項
、
第
１
０
１
条
の
２
第
１
項
並
び
に
第
１
０
２
条
第
１
項
、
第
１
１
２

条
第
１
項
及
び
第
１
１
２
条
の
２
第
１
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
１
５
１
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
１
１
９
条

第
２
項
（
第
１
６
３
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
１
２
０
条
第
２
項
、
第
１
２
６
条
第
３
項
、
第
１
３
０
条
第
１
項
及
び
第
３

警
察
本
部
長
又
は
警
察
署
長

関
東
管
区
警
察
局
長
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項
、
第
１
３
６
条
の
２
第
１
項
、
第
１
３
７
条
第
２
項
（
第
１
８
９
条
第
５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
１
５
４
条
の
２
第
１
項

及
び
第
５
項
、
第
１
６
８
条
第
３
項
、
第
１
８
７
条
、
第
１
９
３
条
並
び
に
第
２
５
２
条

第
２
０
条
第
２
項
第
８
号
及
び
第
２
５
条

警
察
本
部
長
若
し
く
は
警
察
署
長

関
東
管
区
警
察
局
長

第
６
０
条

警
視
庁
も
し
く
は
道
府
県
警
察
本
部
ま
た
は
警

察
署

関
東
管
区
警
察
局

第
６
９
条
第
１
項

管
轄
区
域
外
の
犯
罪
で
あ
る
た
め
当
該
警
察
に
お

い
て
こ
れ
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

管
轄
権
の
な
い
事
件
で
あ
る

第
１
８
２
条
の
６
の
見
出
し

本
部
長

関
東
管
区
警
察
局
長

（
道
警
察
の
特
例
）

第
２
７
６
条
　
道
警
察
本
部
長
は
、
長
官
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
そ
の
職
務
を
方
面
本
部
長
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
３
２
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
３
４
年
３
月
３
１
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）
　
抄

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
３
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
３
７
年
４
月
１
２
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）
　
抄

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
３
７
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
０
年
１
１
月
５
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
５
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
１
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
１
年
９
月
２
２
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
１
年
１
０
月
２
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
３
年
６
月
２
７
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
３
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
４
年
４
月
３
０
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
４
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
４
年
１
１
月
６
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
５
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
５
年
７
月
３
０
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）
　
抄

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
５
年
８
月
２
０
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
６
年
１
０
月
２
８
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１
０
号
）
　
抄

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
６
年
１
２
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
６
年
１
２
月
２
３
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１
１
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
７
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
７
年
１
０
月
２
６
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
７
年
１
２
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
４
９
年
９
月
１
２
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）
　
抄

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
４
９
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
５
０
年
８
月
１
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
５
０
年
１
０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
５
３
年
１
２
月
７
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
９
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
５
４
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
５
８
年
１
０
月
２
０
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
５
８
年
１
１
月
２
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
６
２
年
２
月
１
９
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
６
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
当
分
の
間
、
第
２
１
９
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
別
記
様
式
第
２
４
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
記
様
式
第
２
４
号
又
は
犯
罪
捜
査
規
範
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
昭
和
６
２
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
４
号
）

に
よ
る
改
正
前
の
別
記
様
式
第
２
４
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
６
３
年
１
０
月
６
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）
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こ
の
規
則
は
、
昭
和
６
４
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
三
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
〇
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
二
月
一
八
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
〇
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
道
路
交
通
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
告
知
を
し
た
事
件
に
つ
い
て
用
い
る
交
通
法
令
違
反
事
件
簿
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
別
記
様
式
第
二
十
四
号
（
丙
）
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
五
月
二
七
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
三
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
四
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
第
五
十
六
条
第
三
項
及
び
別
記
様
式
第
十
九
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
少
年
事
件
送
致
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
別
記
様
式
第
十
九
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
五
年
九
月
一
三
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
一
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
別
記
様
式
第
八
号
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
二
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
犯
罪
事
件
受
理
簿
（
交
通
事
故
事
件
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
別
記
様
式
第
八
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で

き
る
。附

　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
一
九
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
二
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
緊
急
事
件
手
配
書
、
指
名
手
配
書
（
指
名
通
報
書
）
、
品
触
原
簿
、
品
触
配
布
簿
、
被
疑
者
引
渡
書
（
事
件
引
継
書
）
、
被
害
届
、
犯
罪
事
件
受
理
簿
、
呼
出
状
、
呼
出
簿
、
還
付
通
知
書
、
廃
棄
処
分
書
、
換
価
処
分
書
、
証
拠
物

件
保
存
簿
、
令
状
請
求
簿
、
弁
護
人
選
任
通
知
簿
、
没
収
保
全
等
請
求
簿
、
微
罪
処
分
事
件
報
告
書
、
犯
罪
事
件
処
理
簿
、
少
年
事
件
送
致
書
、
身
上
調
査
表
、
少
年
事
件
簡
易
送
致
書
、
児
童
通
告
書
、
交
通
法
令
違
反
少
年
事
件

送
致
書
、
交
通
法
令
違
反
事
件
簿
、
視
察
簿
及
び
捜
査
事
故
簿
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
第
六
十
二
条
、
第
二
百
一
条
及
び
第
二
百
二
十
二
条
の
規
定
並
び
に
別
記
様
式
第
一
号
、
別
記
様
式
第
二
号
、
別
記

様
式
第
三
号
、
別
記
様
式
第
四
号
、
別
記
様
式
第
五
号
、
別
記
様
式
第
六
号
、
別
記
様
式
第
七
号
、
別
記
様
式
第
八
号
、
別
記
様
式
第
九
号
、
別
記
様
式
第
十
号
、
別
記
様
式
第
十
一
号
、
別
記
様
式
第
十
二
号
、
別
記
様
式
第
十
三

号
、
別
記
様
式
第
十
四
号
、
別
記
様
式
第
十
五
号
、
別
記
様
式
第
十
六
号
、
別
記
様
式
第
十
七
号
、
別
記
様
式
第
十
八
号
、
別
記
様
式
第
十
九
号
、
別
記
様
式
第
二
十
号
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
及
び
別

記
様
式
第
二
十
三
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
五
月
二
六
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）

こ
の
規
則
は
、
刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
七
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
二
月
二
五
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
三
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
三
月
一
九
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
六
月
一
八
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
八
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
四
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
一
年

高
裁
判
所
規
則
第
九
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
二
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
六
十
三
条
の
改
正
規
定
は
、
組
織
的
な
犯
罪
の

処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
二
年
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
没
収
保
全
等
請
求
簿
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
別
記
様
式
第
十
五
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
準
禁
治
産
者
及
び
そ
の
保
佐
人
に
関
す
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
警
備

員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
第
六
条
第
三
項
第
三
号
の
改
正
規
定
及
び
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
古
物
営
業
法
施
行
規
則
第
一
条
第
三
項
第
一
号
ハ
の
改
正
規
定
を
除
き
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
六
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
六
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
三
月
五
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
六
号
）
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こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
様
式
第
十
八
号
の
改
正
規
定
（
同
様
式
を
別
記
様
式
第
二
十
一
号
と
す
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
七
月
一
二
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
三
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
五
月
二
三
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
八
号
）

こ
の
規
則
は
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
五
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
五
月
二
五
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
八
月
一
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
五
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
〇
月
三
〇
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
四
月
一
〇
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
百
三
十
条
の
改
正
規
定
、
第
百
八
十
二
条
の
二
の
改
正
規
定
及
び
別
記
様
式
第
十
六
号
か
ら
別
記
様
式
第
十
八
号
ま
で
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
年
九
月
一
日

二
　
目
次
の
改
正
規
定
及
び
第
八
章
中
第
百
八
十
二
条
の
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
　
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
取
調
べ
室
（
こ
の
規
則
の
施
行
後
に
改
築
を
行
っ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
第
百
八
十
二
条
の
三
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
〇
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
四
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
百
十
一
条
の
改
正
規
定
は
、
少
年
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
一
五
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
二
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
）

こ
の
規
則
は
、
刑
法
及
び
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
一
六
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
一
八
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
一
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）

こ
の
規
則
は
、
情
報
処
理
の
高
度
化
等
に
対
処
す
る
た
め
の
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
一
月
四
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
九
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
不
正
競
争
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
百
六
十
五
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

２
　
没
収
保
全
等
請
求
簿
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
別
記
様
式
第
十
五
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
六
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
四
号
）

こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五
十
四
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
三
月
二
八
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
廃
棄
処
分
書
及
び
換
価
処
分
書
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
犯
罪
捜
査
規
範
別
記
様
式
第
十
号
及
び
別
記
様
式
第
十
一
号
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
五
月
一
五
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五
十
四
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
四
月
二
六
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
二
四
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
一
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
犯
罪
捜
査
規
範
、
国
際
捜
査
共
助
等
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
書
式
例
、
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
、
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
風
俗
環
境
浄
化
協
会
等
に
関
す
る
規
則
、
遊
技
機
の
認
定
及
び
型
式
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
、
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
及
び
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
に
関
す
る
規
則
、

自
動
車
の
保
管
場
所
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
聴
取
の
実
施
に

関
す
る
規
則
、
審
査
専
門
委
員
に
関
す
る
規
則
、
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
、
交
通
事
故
調
査
分
析
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
、
盲
導
犬
の
訓
練
を
目
的
と
す
る
法
人
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
原
動
機
を
用
い

る
歩
行
補
助
車
等
の
型
式
認
定
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
、
届
出
自
動
車
教
習
所
が
行
う
教
習
の
課
程
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
技
能
検
定
員
審
査
等
に
関
す
る
規
則
、
運
転
免
許
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
、
外
国
等
の
行
政

庁
等
の
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
の
日
本
語
に
よ
る
翻
訳
文
を
作
成
す
る
能
力
を
有
す
る
法
人
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
行
う
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
特
定
物
質
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則
、
古

物
営
業
法
施
行
規
則
、
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
規
則
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
よ
る
援
助
に
関
す
る
規
則
、
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
警
察
庁
長
官
の
意
見
の
陳
述
等
の
実
施
に
関
す
る
規
則
、
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
に
関
す
る
規
則
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
聴
取
の
実
施
に
関
す
る
規
則
、
国
家
公
安
委
員
会
関
係
自
動
車
運
転
代
行
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
特
殊
開
錠
用
具
の
所
持
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
る
被
害
を
自
ら
防
止
す
る
た
め
の
警
察
本
部
長
等
に
よ
る
援
助
に
関
す
る
規
則
、
確
認
事

務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
、
携
帯
音
声
通
信
役
務
提
供
契
約
に
係
る
契
約
者
確
認
に
関
す
る
規
則
、
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
、
届
出
対
象
病
原
体
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
規
則
、
遺
失
物
法
施
行
規
則
、

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
則
、
少
年
法
第
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
警
察
職
員
の
職
務
等
に
関
す
る
規
則
、
被
疑
者
取
調
べ
適
正
化
の
た
め
の
監
督
に
関

す
る
規
則
、
猟
銃
及
び
空
気
銃
の
取
扱
い
に
関
す
る
講
習
会
及
び
年
少
射
撃
資
格
の
認
定
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
指
定
に
関
す
る
規
則
、
行
方
不
明
者
発
見
活
動
に
関
す

る
規
則
、
国
家
公
安
委
員
会
関
係
警
察
等
が
取
り
扱
う
死
体
の
死
因
又
は
身
元
の
調
査
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
、
死
体
取
扱
規
則
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
国

際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等
を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産
の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定

に
基
づ
く
意
見
の
聴
取
の
実
施
に
関
す
る
規
則
及
び
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
書
面
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の

こ
れ
ら
の
規
則
に
規
定
す
る
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
〇
月
二
四
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
〇
号
）

こ
の
規
則
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
月
一
一
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
〇
月
二
六
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
八
号
）

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
一
月
九
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
四
号
）

こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
一
七
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
二
月
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
一
五
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

31



１
　
こ
の
規
則
は
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
七
号
）

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

32



別
記
様
式
第
１
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
２
９
条
）

別記様式第1号（犯罪捜査規範第29条）（平12公安規16・全改、令元公安規3・一部改正）（その1）緊急事件手配書12発手配者手配先取扱者受月日午時分3手配日時年月日午時分4事件名5年月日午時分ころから犯罪の日時年月日午時分ころまでの間6犯罪の場所7ア氏名、年齢イ人相、体格、特徴ウ服装、携帯品等8被疑者（名）所持凶器9逃走の経路及び方法10使用車両車種・車名ナンバー塗色特徴（用紙日本産業規格A4）別記様式第1号（その2）11犯罪事実の要12被害品13特に手配を依頼する事項14その他参考となるべき事項15引致すべき場所処理要領注意1手配と手配の受理に兼用する。2電話による場合は、始めに「緊急事件手配」である旨を明らかにすること。3この手配を受理した警察は、直ちに必要な処置をとるものとする。4取扱い上特に注意を要するもの又はその旨連絡があつたものについては、（その1）右上欄外に○注の文字を赤色で表示すること。（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
２
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
３
１
条
、
第
３
４
条
）

別記様式第2号（犯罪捜査規範第31条、第34条）（平12公安規16・全改、令元公安規1・令元公安規3・一部改正）（その1）指名手配書（指名通報書）手配番号手配年月日年月日あて名罪名（犯罪手口）手配発信者種別第1種第2種範囲全国（）警察署事件名手配課署県課出生地本籍（国籍）住居（前住居）フリガナ職業氏名（前職業）フリガナ被疑者異（偽）名大生年昭年月日性別男・女前科平月日令（歳）身体身長㎝特徴人相体格特徴等指紋左被疑者有年月日番号右写真無県署号犯歴登録番号（用紙日本産業規格A4）別記様式第2号（その2）被疑事実の要旨有効期間年月日から年月日まで以後更新逮捕状引致場所警察署又は逮捕地を管轄する警察署有年月日地方（区）検察庁身柄送致共犯被疑者の逮共犯捕無（被疑者氏名）立回り先旅券発給国旅券番号旅券発行月日年月日有効期間国際海空港手配手配種別出国入国出国確認留保通知手配先海空港理由逃走被疑者発見時の注意反撃事項凶器所持自殺企図その他参考となるべき事項課連絡担当官県（電話）署注意1指名手配と指名通報に兼用する。2住居不定の場合は、その旨を記載し、前住居を付記すること。3急速を要するために逮捕状の発付を受けるいとまのない場合において被疑者の手配をするときは、その旨を参考事項欄に記入し、逮捕状の発付を得た後、その有効期間を追報すること。4指名通報の場合において、逮捕状の発付を受けていないときは、参考事項欄に「逮捕状なし」と記入すること。5取扱い上特に注意を要するもの又はその旨の連絡があつたものについては、（その1）右上欄外に○注の文字を赤色で表示すること。（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
３
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
３
６
条
）

別記様式第3号（犯罪捜査規範第36条）（平17公安規13・全改、令元公安規3・一部改正）品触原簿配布種別配布取扱者月日手配課署先配布枚数備考送信番号送信認印月日月日月日月日月日月日月日月日月日月日月日月日（用紙日本産業規格A4）  

37



別
記
様
式
第
４
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
３
６
条
）

別記様式第4号（犯罪捜査規範第36条）（平17公安規13・全改、令元公安規3・一部改正）品触取扱簿配布及び送信の状況業種別営業所又は古物市場の名称都道府県都道府県都道府県署署署第号第号第号月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印月日月日月日印印印（用紙日本産業規格A4）  

38



別
記
様
式
第
５
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
４
２
条
、
第
７
８
条
）

別記様式第5号（犯罪捜査規範第42条、第78条）（平12公安規16・全改、令元公安規3・一部改正）身柄等区分告訴告発自首不拘束通常緊急現行被疑者引渡書（事件引継書）年月日警察署官職殿警察署官職下記被疑者（事件）を引渡し（引継ぎ）する。事件名罪名犯罪事実及び捜査の要品名数量証拠金品書類の標目本籍（国籍）住居職業氏名・年齢（歳）被疑者逮捕日時・場所年月日午時分逮捕者品名数量所持金品引渡し（引継ぎ）の理由その他参考となるべき事項以上のとおり引渡し（引継ぎ）を受けた。年月日引渡し（引継ぎ）警察署を受けた者官職注意1被疑者のみの引渡しと事件の引継ぎに兼用する。必要でない事項は消すこと。2引渡し（引継ぎ）に当たつては、正副2通を作成し正本を引渡し（引継ぎ）を受ける者に交付し副本にその者の署名押印を求めること。3身柄等区分欄の該当部分に丸印を付けること。（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
６
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
６
１
条
）

別記様式第6号（犯罪捜査規範第61条）（平12公安規16・全改、令元公安規3・一部改正）（その1）被害届年月日警察署長殿届出人住居氏名（電話）次のとおり被害がありましたからお届けします。被害者の住居、職業、氏名、年齢被害の年月日時被害の場所被害の模様（用紙日本産業規格A4）別記様式第6号（その2）被害者氏名品名数量時価特徴所有者被害金品犯人の住居、氏名又は通称、人相、着衣、特徴等遺留品その他参考となるべき事項※届出受理者係氏名注意1届出人と被害者とが異なるときは、届出人と被害者との関係及び本人届出の理由を遺留品その他参考となるべき事項欄に記入すること。2届出人の依頼によつて警察官が代書したときは、※印欄に「以上本人の依頼により代書した。所属、官職、氏名」を記載し、押印すること。（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
７
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
０
２
条
）

別記様式第7号（犯罪捜査規範第102条）（平12公安規16・全改、令元公安規3・一部改正）第号年月日殿警察署（電話）の用件についてお尋ねしたいことがありますから、次の日時、場所においでください。午時分から1日時年月日午時分までの間2場所警察署担当係員注意1この通知書、印鑑を持参してください。2交通の便上記の日時に来られないときは、その理由を通知してください。（用紙日本産業規格A4）  

43



別
記
様
式
第
８
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
０
２
条
）

別記様式第8号（犯罪捜査規範第102条）（平19公安規15・全改、令元公安規3・一部改正）呼出簿決裁欄番号年月日年月日呼出月日時午時分から午時分から午時分まで午時分まで通知月日時月日午時分月日午時分呼出状口頭（電話直接）呼出状口頭（電話直接）通知方法その他（）その他（）被疑者、参考人等被疑者重要な参考人被疑者重要な参考人の別参考人被害者参考人被害者呼出しを要する取調べ実況見分の立会い取調べ実況見分の立会い理由その他（）その他（）住居呼出人氏名警察署（交番）警察署（交番）出頭場所その他（）その他（）係員氏名記入者氏名結果出頭未出頭出頭未出頭（午時分から）（午時分から）（任意同行した時間）被疑者等の取調午時分から午時分からべを実施した場午時分まで午時分まで合はその時間参考事項注意通知方法欄、被疑者、参考人等の別欄、呼出しを要する理由欄及び結果欄の該当部分に丸印を付けること。（用紙日本産業規格A4）  

44



別
記
様
式
第
９
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
１
２
条
）

別記様式第9号（犯罪捜査規範第112条）（平12公安規16・全改、令元公安規3・一部改正）還付通知書年月日殿警察署（電話）1前期の証拠品は、年月日警察署においてあなたに仮に還付しておきましたが、必要がなくなりましたから、適当に処分されて差し支えありません。取扱者印（用紙日本産業規格A4）  

45



別
記
様
式
第
１
０
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
１
３
条
）

別記様式第10号（犯罪捜査規範第113条）（平12公安規16・全改、平22公安規5・平30公安規2・令元公安規3・一部改正）廃棄処分書年月日警察署司法被疑者に対する被疑事件に関する下記押収物につき、次のとおり廃棄処分をした。廃棄した年月日時年月日午時分から午時分までの間及び場所廃棄した押収物の品名及び数量廃棄処分をすべき理由廃棄前に写真、見取図、模写図又は記録を作成したときは、その旨押収物の一部を保存したときは、その状況処分の結果犯則事件について調査職員に連絡したときは、その者の所属官公署名、官公職氏名立会人があつたときは、その者の住居、職業、氏名、年齢その他参考となるべき事項（用紙日本産業規格A4）  

46



別
記
様
式
第
１
１
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
１
３
条
）

別記様式第11号（犯罪捜査規範第113条）（平12公安規16・全改、平30公安規2・令元公安規3・一部改正）換価処分書年月日警察署司法警察員被疑者に対する被疑事件に関する下記押収物につき、次のとおり換価処分をした。処分をした年月日年月日午時分から午時分までの間時及び場所品名数量基準単価換価額単価決定基準処分をした押収物合計換価処分をすべき理由処分前に写真、見取図、模写図又は記録を作成したときは、その旨押収物の一部を保存したときは、その状況買受人の住居、職業、氏名、年齢犯則事件について調査職員に連絡したときは、その者の所属官公署名、官公職氏名立会人の住居、職業、氏名、年齢その他参考となるべき事項（用紙日本産業規格A4）  

47



別
記
様
式
第
１
２
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
１
７
条
）

別記様式第12号（犯罪捜査規範第117条）（平12公安規16・全改、令元公安規3・一部改正）証拠物件保存簿番号押収年月日年月日年月日年月日品名数量品名数量品名数量押収物件事件名受理簿番号所有者又は差出人の住居、氏名保管場所保管者認印取扱者認印払出し年月日年月日年月日年月日払出し理由公訴時効年月日年月日年月日注意1主管課以外の管理に移したときは、払出しに準じて記載すること。2個々の取調べ等のための出納については、払出し欄に記載を要しない。（用紙日本産業規格A4）  

48



別
記
様
式
第
１
３
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
２
５
条
）
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別
記
様
式
第
１
４
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
３
２
条
）

別記様式第14号（犯罪捜査規範第132条）（平12公安規16・全改、令元公安規3・一部改正）弁護人選任通知簿事件名被疑者氏名申出日時月日午時分通知日時月日午時分通知先及び被通知者通知方法電話・その他（）通知者被通知者の応答内容その他参考となるべき事項事件名被疑者氏名申出日時月日午時分通知日時月日午時分通知先及び被通知者通知方法電話・その他（）通知者被通知者の応答内容その他参考となるべき事項事件名被疑者氏名申出日時月日午時分通知日時月日午時分通知先及び被通知者通知方法電話・その他（）通知者被通知者の応答内容その他参考となるべき事項（用紙日本産業規格A4）  

50



別
記
様
式
第
１
５
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
６
５
条
）

別記様式第15号（犯罪捜査規範第165条）（平12公安規16・全改、平27公安規19・令元公安規3・一部改正）没収保全等請求簿番号第号第号第号没収保全等月日月日月日請求決裁月日麻薬特例法麻薬特例法麻薬特例法根拠法不正競争防止法不正競争防止法不正競争防止法組織的犯罪処罰法組織的犯罪処罰法組織的犯罪処罰法没収保全没収保全没収保全種別附帯保全附帯保全附帯保全罪名被疑者氏名命令が発せ月日月日月日られた月日裁判官氏名送付月日月日月日月日備考（用紙日本産業規格A4）  
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別
記
様
式
第
１
６
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
８
２
条
の
２
）

別記様式第16号（犯罪捜査規範第182条の2）（平20公安規5・全改、令元公安規3・一部改正）取調べ状況報告書年月日警察署司法警察員殿警察署司法取調べ状況を次のとおり報告する。被疑者・被告人氏名等（年月日生）逮捕・勾留の有無有・無及び罪名取調べ年月日年月日：～：：～：取調べ時間：～：：～：：～：：～：：～：：～：休憩時間：～：：～：：～：：～：取調べ場所取調べ担当者氏名被疑者供述調書作成事有・無通実通訳人の有無及び有・無通訳言語その他参考事項有・無年月日氏名注意1各欄の該当部分に丸印をつけること。2被疑者供述調書作成事実欄は、被疑者が逮捕又は勾留されているときは、逮捕又は勾留の理由となつている犯罪事実に係るものに限り記載すること。（用紙日本産業規格A4）  

52



別
記
様
式
第
１
７
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
８
２
条
の
２
）

別記様式第17号（犯罪捜査規範第182条の2）（平20公安規5・全改、令元公安規3・一部改正）余罪関係報告書年月日警察署司法警察員殿警察署司法余罪に係る被疑者供述調書を作成したので、次のとおり報告する。被疑者・被告人氏名等（年月日生）逮捕・勾留罪名取調べ年月日年月日有・無通被疑者供述調書作成事実罪名その他参考事項有・無取調べ時間、取調べ場所、取調べ担当者氏名、通訳人の有無等については、別添の取調べ状況報告書に記載のとおり。年月日氏名注意1各欄の該当部分に丸印をつけること。2取調べ状況報告書の謄本を添付すること。（用紙日本産業規格A4）  
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別
記
様
式
第
１
８
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
８
２
条
の
４
）

別記様式第18号（犯罪捜査規範第182条の4）（平31公安規6・全改、令元公安規3・一部改正）録音・録画状況報告書年月日警察署司法警察員殿警察署司法被疑者に対する被疑事件につき、同被疑者の取調べ弁解録取を行った際に録音・録画をした状況は、下記のとおりであるので報告する。記1録音・録画年月日時年月日午時分から年月日午時分までの間2録音・録画場所3録音・録画担当者4その他参考事項（用紙日本産業規格A4）  
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別
記
様
式
第
１
９
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
１
９
９
条
）

別記様式第19号（犯罪捜査規範第199条）（平12公安規16・全改、平15公安規16・旧別記様式第16号繰下、令元公安規3・一部改正）微罪処分事件報告書（年月分）年月日検察庁殿警察署司法警察員微罪処分事件を次のとおり報告する。被疑者の氏名、年齢、職業、罪名、犯罪事実の処理年月日備考住居要旨氏名（歳）職業住居氏名（歳）職業住居氏名（歳）職業住居（用紙日本産業規格A4）  
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別
記
様
式
第
２
０
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
２
１
３
条
）

別記様式第20号（犯罪捜査規範第213条）（平19公安規24・全改、平24公安規1・令元公安規3・一部改正）身柄等区分不拘束通常現行告訴告発自首少年事件送致書年月日家庭裁判所殿警察署司法警察員下記犯罪少年に係る事件を送致する。逮捕の身柄罪名、罰条前科身上日時連行添付添付年月日月日月日有・無照会照会午時分ふりがな年月日生男・女生年月日氏名（歳）職業学校学年在学学校・学年少年住居（電話）本籍（国籍）氏名（名称又は商号及び代年齢歳表者の氏名）少年と保護者職業の続柄住居（主たる事務所又は本店の所在地）（電話）審判に付すべき事由発覚の端緒関連する事件につき、他の被疑者又は審判に付すべき少年の氏名及び捜査又は調査中、送致又は未送致の別等審判に付すべき事由並びに情状及び処置に関する意見証拠その他参考となるべき事項捜査主任官の官職氏名（電話）注意1この送致書は、犯罪少年に係る事件の家庭裁判所への送致に用いること。2前科、身上及び身柄連行の各該当部分に丸印を付けること。3身柄等区分欄の該当部分に丸印を付けること。4身上調査表を添付すること。（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
２
１
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
２
１
３
条
）

別記様式第21号（犯罪捜査規範第213条）（平15公安規16・旧別記様式第18号繰下・全改、令元公安規3・一部改正）身上調査表資料区分少年生年名称の異名勤務先収入氏名月日所在地円職業関係本籍勤務先・職種所在地在職期間退職理由出生地職歴住居非行財物加円非行等名場所害高家族主な家族の氏名続柄年齢職業住居補導年月日非行・補導前歴家族数関係補導警察署人最終（在学）学校名所在地措置及び学校年処分結果関係怠学成績喫煙有機溶剤その他の薬物乱用発生地管轄警察署検挙警察署身柄引渡警察署処遇意見取扱警察署最終（在学）学校罪名卒業・中退別既遂・未遂別共犯形態手口少年が犯した刑法犯非行時の居住地他の犯行（異なる罪種）特別法犯性別非行府県数非行時の年齢非行時の学職学職の特殊形態国籍等在留資格等（外国人）不法滞在期間身柄措置（外国人）うち本票記載犯罪と本票記載非行の補導歴・非行歴補導歴回非行歴回同一罪種（）回供述状況団体の前回処分名称組織非行年月日時暴力団順位非行場所地位暴力団等関係ゴロ・背景総会屋等父親の態度犯罪態様犯罪態様民事介入母親の態度非行の動機・原因暴力直接の動機関係検挙票番号署年月第号・原因年月日作成精神障害等作成者の有無署係氏名印家出関係（記載事項以外で送致・通告先機関における処遇上参考となる事項を記生活形態載する。）両親の状態母の不在状況暴力団との関係の有無非行集団関係集団の種別送致等の区分（用紙日本産業規格A3）
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別
記
様
式
第
２
２
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
２
１
４
条
）

別記様式第22号（犯罪捜査規範第214条）（平17公安規13・全改、平24公安規1・令元公安規3・一部改正）少年事件簡易送致書年月日家庭裁判所殿警察署司法警察員○印下記被疑事件を送致する。捜査報告書年月日警察署長殿警察署司法○印下記被疑事件を捜査した結果は、次のとおりであるから報告する。罪名発覚の罰条端緒ふりがな年月日生男・女生年月日氏名（歳）職業学校学年在学学校・学年被疑者住居（電話）本籍（国籍）氏名（名称又は商号及び代年齢歳表者の氏名）少年との保護者職業続柄住居（主たる事務所又は本店の所在地）（電話）犯罪事実日時、場所、方法、被害等犯罪の動機事後の状況警察として採つた措置備考担当者の官職氏名（電話）（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
２
３
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
２
２
１
条
）

別記様式第23号（犯罪捜査規範第221条）（平12公安規16・全改、平15公安規16・旧別記様式第21号繰下、平19公安規24・旧別記様式第24号繰上、平24公安規1・令元公安規3・一部改正）交通法令違反少年事件送致書年月日家庭裁判所殿警察署司法警察員下記交通法令違反少年事件を送致する。罪名罰条ふりがな男・女生年月日年月日生（歳）氏名職業学校学年在学学校・学年被疑者住居本籍（国籍）氏名（名称又は商号及び代年齢歳表者の氏名）少年と保護者職業の続柄住居（主たる事務所又は本店の所在地）審判に付すべき事由発覚の端緒及び証拠関係関連する事件につき、他の被疑者又は審判に付すべき少年の氏名及び取調べ中、送致又は未送致の別等審判に付すべき事由並びに情状及び処置に関する意見担当者の官職氏名（電話）注意1少年の職業は、なるべく具体的に記載すること。2少年の交通法令違反事件であつて身柄を拘束しない場合に限りこの送致書によつて事件を送致することができる。3この送致書によるときは、身上調査表の添付を要しない。（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
２
４
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
２
５
６
条
）

別記様式第24号（犯罪捜査規範第256条）（平12公安規16・全改、平15公安規16・旧別記様式第22号繰下、平18公安規18・平19公安規12・一部改正、平19公安規24・旧別記様式第25号繰上、令元公安規3・一部改正）（その1）視察簿本籍（国籍）住居職業氏名生年月日年月日生（歳）罪名及び受訴裁判所出所した刑務所又は留置施設視察理由及び保釈勾留執行停止年月日通知を受けた日裁判所が付した条件備考（用紙日本産業規格A4）別記様式第24号（その2）視察欄月日視察者記事決裁欄注意必要でない事項は消すこと。（用紙日本産業規格A4）
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別
記
様
式
第
２
５
号
（
犯
罪
捜
査
規
範
第
２
７
４
条
）

別記様式第25号（犯罪捜査規範第274条）（平12公安規16・全改、平15公安規16・旧別記様式第23号繰下、平19公安規24・旧別記様式第26号繰上、令元公安規3・一部改正）捜査事故簿（その1）番号事故又は紛議等の件名関係警察署警察署認知年月日年月日認知の端緒事故又は紛議等の要警察としての意見及び今後の見通し月日措置警察として採つた措置備考（用紙日本産業規格A4）別記様式第25号（その2）事故又は紛議等の問題となつている点上記の問題についての真相等処理結果警察庁報告管区警察局月日第号本部（用紙日本産業規格A4）
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